
は岡山市からTR-20数七7Wの島的環境に(立匿 し,良港によって.これまで船便を利用 して阪神地方

との結びつきをもっていた｡これらの蘇条件からlr一審町の虚業B;境を考 えた場合,牛窓町が古 くか

ら換金畑作物地帯であったことはきわめて当然rd･ことと言えようh

明治初期からの段選は漁業を瀬 ねたものも少/Lくなく,自家飯米僅度の稲作の他は.麦類,雑穀

類,豆額等が重要な戯産物 であったと思われるが.和治以降,ナンキン,-ソカ(明治初年 ).,i

レイショ(明治中期 ),タバコ(大正末期 ).白蝶 (職後闇 もなく).キャベツ(戦後 ),洋菜煩

(昭和 40年頃 )が順次g入され,それぞれ時代ql暫請に合わなくなった古い粗放作物にとって替

わったo導入定着 したこれらの商品作物の小心は.-ッカ.♂/:コのよう[{(工芸作物もあるが.I

定の役割を果 した後 .野実作にかわ()今 日の安定 した路地野菜産地になったのであるn (糞 4-1

-8参照 )

しかし,これらの選択蒔入される商馴 乍物の交@は必ずしも噸調なものではなく,厳 しい盛典条

件に対 して,良家による生産 と膿苛の両面に渡る努rJの相み壷ねが必要であったoたとえば導入作

物は町の自然条件に適 し,とくに手番に塵いものであると同時に経済的にも収益の柘い商品作物で

ある必-1lj享があったn 個別運営においては,境地における軽少な土盛 と傾斜地 という地力消耗ゐ激 し

い条件に対 して地力の維持増曲解を欠 くことができず,輪作体系や有機質の補給を考懸 しなければ

7,1'らなかったoさらに輪作='体系は'#に現金収入がより多く得 られ労働配分も合理化できるように作

物を組合わせ,また輸作体系そのものの組合わせにも考財する必要があった｡かって一般に飼馨さ

れていた畜力目的の和牛や現金収入あるいは自給目的の二ワトI)ち,他面では地力維持のための有

機質自給源でもあった｡さらに,これら商品作物は阪罵面において良家闇の臨力関係を無視するこ

とができなかったであろうh少な くとも年寄町のように億々の感条件を抱えた土地において今日み

るような段某が維持され.確度 してきたことは,上虎のような必要条件 を満たすための良家努力

(言いかえれば,研和作物 ･家帝それぞれの作目を軽宮内で生産完結 できるよう相互に補完的に定

前させること)が為されてきたためであろう｡

ところが軌後,とくに昭和30年以降.磯純化が進み,化学肥料 ･虚薬その他生産資材など化学

工選品の利用が一般化 してくると.段作農労噺が省力軽減でき.労助力の不足や質の感化に対応で

きたが,他方.前述のような牧舎経営が多故の無歯野菜作経営 と少数の肉用牛肥育,蔚曲握常 とに

専門分化 しは じめ,それぞれの経営は生産効率を符めたといえる反面 で,桝樺経営では有機質が不

足すると輪作体系が崩れるとい う,これまで産地を形成維持 してきた地域の良薬論理が失71われよ

うとしている｡

いずれにしても土地制限が強い年宙町投薬において作目が変化するにつれて倫作体系が変化 して

きたoその変化を簡単に示すと次のようになる..

⊂水田の場合〕

稲- 安

J 亡

稲- 春.くレイショ

1
稲- 革柴または野菜だけの二 ･三毛作 し作付転換mT)
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糞 4- 1- 7 邑久郡町別生産gyi菜所得

合 計①十度叶◎+也 耕 播 計(D 耕栄 麦 雑針 豆 rい も類 野 菜

昭初45年 年 寄 町 1,218 860 89 - 214 452

(構成比 ) 100 70.61 7.31 - 17.57 37.ll

邑久 町 2.286 1,496 839 19 101 200

(構成比 ) 100 65一45 36.70 0.83 4.42 8.75

長 船 町 796 645 500 20 8 65

(構成比 ) 100 81.03 62.81 2.51 L01 8.17

昭和48年 牛 窓 町 1,728 1.loo 102 2 228 724

(構成比 ) 100 63.66 5.90 0.12 13.19 41.90

邑 久町 2.432 1.706 1.101 2 4 98 193

(構成比 ) 100 70,15 45.27 0.08 0.16 4.03 7.94

長 船 町 984 7′14 654 10 1 3 42

(構成比 ) 100 75.61 66.46 1.02 0,10 0.30 4.27

昭和50年 牛 窓町 2,441 1,461 175 - 2 267 92337.81

(構成比 ) 100 58.01 7.20 0.08 10.94

邑 久 町 3.619 2.537 一.738 5 6 117 238

(構成比 ) 100 70.10 48.02 0ー14 0.17 3.23 6.58

長 船 町 I,544 1,160 1.017 8 2 5 91

(荏 ) 野菜は郡部 ではid蕗の生産簡

昭和 50年良家一戸当 り生産El菜所得 1,000百万円以上の町村 7町村

1位 牛窓町 1,660百万円

2位 八束村 l,521

3位 川上町 1.427

耕地 10a当 り生産出菜所得

1位 船樹町 214百万円 果実主体

2位 牛窓町 182

3位 金光町 151 花井主体

4位 美星町 1】4
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(単位 :百万円 )

磁 蕃蚕計@ 畜産 計(3) 加工農産物計 ④ 良家-戸当 り生産農業所得 耕地10a当 り生産農薬所得果 実 花 井 工芸農作物 その他

30 67 8 - 358 0 666 73

2,46 - 5.5 0.66 - 29.39 0
213 - 98 26 - 789 1 423 49

9.32 - 4.29 1.14 - 34.51 0.04

18 1 27 6 - 151 0 306 37

2.26 0.13 3.39 0_75 - l上i.97 0
17 3 23 1 - 628 0 1.098 129

0.98 0.17 1,33 0.06 - 36.34 0
220 8 63 17 - 725 1 531 64

9.05 0.33 2.59 0.70 - 29.81 0.04

17 1 14 2 - 239 1 419 50

1.73 0.1U 1,42 0.2〔) - 2EI.29 0.10

31 3 14 I - 1.024 1 1.660 182

1.27 0.12 0.57 0_04 - 41.95 0.04

314 5 81 33 - 1,081 1 826 96

8.68 0,14 2.24 0.91 - 29.87 0.03

21 - ー4 2 - 383 1 688 81

昏Fl) 良林水産省出林軽済局統jJ･1講織部 :市町村別tE産段讃所得統計
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〔畑の場合〕

雑穀 ･豆類 - 麦類

1
番,くL,イショ･ナ ノキソ ･タ,;コ･カ'/シ'-一十麦類

J
ナソキ ン･スイカ- 秩 .くL/イシ 9- 麦畑

1
ナソキ ソ･一 秋,;レイショ- 顎柴

これをさらに単純化 して示す と

雑毅 ･豆類- 米穀借

上
いも類- 米穀棟

上
皿類- いも類- 項柴煩

とな り,近年,,;レイノコの比JBが低 下して.軸管頑-Ln頼一頃柴Ei体系の比虚 が増す傾向がある｡

また,rr一物煩別面徽 よ昭和 35年以降 .野柴 .飼Fl,果曲を隙きすべて減少 してお り,とくに麦類 .

雑穀類 .工芸作物 はほとん ど/,Eくな り,替わって野菜作の面稲比は ,昭和 35年,こ223帝であっ

たのが .昭和 5U年には 452か こ伸びている一､

(2) 砧近の野菜rF

t1) 生産の実態

牛窓町に掛 ナる瞳近の毛産地修成府腰 (表 4- I-9)をみると,白菜 ,ノミレイショ.キャベツ.

ナソキ ンの 4品目を中心 とする野柴がその上位を占めているn これらの うち,′くレイショ,ナソ千

A/は峨前からの伝統品目.白熱 i戦後RilもfLく.キ ャべ ノは経済の高度成長朋に導入されたもので

あるo しか し,姻和 4叫 三代の後半か ら.レタスの印加.プ リ･/スメp･/･白瓜等の果菜類 ,花野

菜 .ブpッコリー ･レッド千十べツ等の洋発現が帝人され .野菜の.信田構成は壌薬類の比重を妬め

つつ多牒化 し.節市近郊的/J様相を里するように'1･っているn

表 4- 11 9 ヱ産地形成相田
(単位 :百万円 )

年 次 1位 2位 3位 Ll位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

昭和 生 乳 自 火 I:Lイシヨ ナンキン 乳 乍 栄 豚 キャベツ 肉用牛 タ'{コ

47年 291 216 213 123 1Ul 94 74 72 37 34

48 生ー乳 白 菜 バL/イシヨ乳 牛 ナン幸ソ キャベツ 米 見事 肉用牛 レタス
348 325 218 L49 131 113 102 62 56 25

49 匂三 乳 白 菜 ･くレイシヨキャベツ ナノキン 求 乳 牛 豚 肉用lF柁野菜
490 474 289 265 165 150 115 73 69 30

50 生 乳 白 菜 ノてレイ./ち キャベツ ナノ中ソ 栄 乳 牛 那 豚 スイカ

資料 :中国四国出政局統計情報部 ｢投票所得総計 ｣よ り

牛窓町における 48串以降の野菜のJJ=産実叔 (茸 ･I- I- 】0 )をみても.若干の年次変動 はあ

ったものの.これら新品Elが定若 し,かっての･l品目の地位は相対的に低下 していることがわかる｡
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表 41 1- 10 牛窓町良協管内 における取扱野菜の作付面積

(単位 :ha)

品 目 他和 48年 49 50 51 52

秦 バ レ イ シ ヨ 77.2 71.5 57.7 45.1 28.3

南 瓜 61.7 69.8 74.4 78.2 86.7

西 瓜 10.0 12.0 15.1 15.7 12.6

プ リノスメロソ 2.0 1,9 2.5 4.0 6.1

夏 白 瓜 2.2 1.6 2.1 2_1 1.0
キ ャ ベ ツ 8.6 9.7 6.4 6.7 10.0

作 白 菜 4.0 4.2 2.8 5,1 5.63.8

ナ ス 0.7 0.7 0.70.5 0.7

レ タ ス 5.5 5.4 3.4

花 野 菜 0.1 0.8 1.8 2.0

秩 白 穀 66.3 57.2 57.3 61.7 63.6

キ ャ ベ ツ 30.2 35.4 32.6 33.0 43_1

食用/{レイ シヨ 27.3 26_2 25.9 10ー8 8.0

冬 i(Li,:レイ シヨ 43.3 32.5 36.5 18.3_ 27,5
レッドキャベツ 3.0 1.2 5.1 6_3 8.5

作 花 野 乗 5.9 6_2 10.7 8.5 14.8

ブ ロ ッ コ リー 2.3 2ー7 3.9 3_0 6.3

資Fl:牛窓町既 臨調な

とくに,52年に至っての,(レイ./ヨの減少は老 しい｡

野菜作はほぼ牛藩町全域において行FEわれているといって よいが.表 41 1- 1 1. R 4- l-

l2に示すよ うに.地区別 にみてい くと各地広厄に地形や徹気禁な どの条件 (帆 :癌辺 とLLJ辺 では

日日 12'Cの差があり,別辞温度にはたい-んな蓋が出てくるo また ,幽脇のように温畷な地区 と

平山のように山が ちで晩稲 もあるIul区 とでは,作物の もちが 20日間 も過 ってくるo )を反映 して

選ばれ野巣作 りが行ri･われ ていることがわかるり

た とえば .,:レイソつは肺炎 ,柿,野 上,平山,千手,西脇 TJどの丘陵地胤 南瓜は凸脇,捕 ,

前島,LR頑 は帆 帥楽 ,前払,とくに白瓜は長浜の西輔で,それぞれ盛んに作 らrLているO また白

熱 ま,西B,柿,師楽 ,梁利郷 ,キ ャベツは西脇 .舶臥 花野菜や レタス,Jとの洋菜掛 ま吋菜化の

進んでいる西脇,師楽 .鵬 で栽培が盛んであるといえようo

また.上述 Dよ うな品目の多様化 と弛んで持散的であるのは.指摘の多様化が進んでいることで

あるOその状況は表 4- 1-13に示すとお りであるo

こうした品 目や品確の多様化は役雑 な微JLu形 ･微気家の反映 であると同時に,解約的な経営方式

の組み立 ての結果 であ り.生産の安定 と収益の増大をもた らしている｡ しか し,反面で労働過 'f

(杏 )問題を引き超こす とともに,統合を必要 とする版苛面 との矛盾 をもたらす ようになっているo

以 ヒのような地域の曲向 に対 して.個別経営の L,ベルでは どのように対応 しているの であろ うか0
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衷 4- 1- 12 作物別収趣E2家数 ･収梗面fl'11･販売JEi家数 (昭和 50年 )

( )円は構成比

品目築港名I( レ イ シ ヨ 白 菜 西収 倭出 家 数 収 嘩 - rl 笠 家 霊 収 健良 家 敬 収 穫 面 稲 版 rTL=出 家 数 収 穫.良 家 敬

沖 25 564(3.4) 24 26 829(6.3) 26 1

東 20 801(4.9) 20 20 42】(3.2) 20 7

西 珊 13 113(0.7) 10 13 135(1.0) 9 2

中 捕 10 197(I.2) 9 15 394(3.0) 15 14

小 向 19 816(5.0) 19 20 649(4,9) 20 18

大 向 16 581(3.5) 1̀1 12 250(1,9) ll 13

畑 12 326(2.0) 12 14 361(2.8) 1∠l 6

野 上 25 1,155(7.0) 2▲l 22 333(2.5) 20 23

平 LU 15 690(4.2) 14 7 187(1.4) 6 1

千 手 39 1.290(7.8J 3.1 27 435(3.3) 22 24

西 脇 40 I.24.JI(7.5) 38 39 1,291(9.8) 3tq 21

計 234 7.777(47.2) 218 215 5,285(40.2) 201 130

抑 棚 25 781(4_7) 21 25 651(5.0) 23 12

鍵 棚 21 402(2.4) 17 21 344(2.6) 18 17

中 浦 20 55く1(3.4) 18 22 529LLl.0) 21 19

大 柿 10 302(】ー8) 9 8 114(0.9) 8 1

柿 27 1.378(8.4) 27 27 i.025(7.8) 27 18

師 楽 51 2,6【)0し15.8J J9 49 767(5ー8) 43 43

前 払 29 550(3.3) 25 26 271(2,1) 20 39

汁 183 6.567(39.8) 166 178 3,701(28.2) 160 1LJ9

紫利郷 34 155(0.9) 19 36 869(6.6) 30 20

同 感 31 270(1_6) 19 38 600(4.6) 29 28

畑 A 27(0.2) 2 13 318(2.4) ll 4

中 村 15 260(I.6) ln 20 399(3.0) 17 8

西 輔 22 253(I.5) 22 30 681(5.2) 27 27

上浜 21 187(1.I) ll 24 38▲l(2.9J 17 16
24 623(3.8) 20 26 581(4.̀1) 19 20

下 29 370(2.3) 25 ユR 322(2.5) 16 13

.汁 18〔) 2,1▲15｣ ⊥_3十OJ 128 205 七15L1(31.6) 166 】36

町 n引. 597 16,J89(JUO.U) 512 598 ■o(100.0) 527 L115

f押l:｢1975度業セ ンサス｣
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(単位 :戸.a)

瓜 キ 十 ベ ′ レ タ ス

収 嘩 面 相 版 売 収 健 収 嘩 面 稲 版 売 収 健 収 倭 面 相 販 売
虚 家 数 出 家 数 段 家 数 段 家 敢 JEt家 敬

5(0.2ノ 1 25 315(3.8) 23 2 10(1.1) 2

27(1.1) 5 9 134(1.6J 8 - - -

1( 0) 6 J2LO,4) 3 - - -

53(2.2) 1 10 3(20.4) 1 -

186(7.8〕 14 17 103(1.3) 10 9 17(1.8) 2

35(1.5) 3 8 91(I.1) 7 1 (70.8) 1

51(2.2) 6 9 96(I.2) 8 7 64(6.9) 7

60(2.5) 6 12 66(0.8〕 7 2 - -

2(0.1) 1 2 1 日(0_1) 8 - -

115(L1.9) 12 17 163(2.0) ー 11 4 ll(1.2) 3

24(1.0) 36 431(5.2J 36 9 6(0.6) 2

559(23.5) 49 151 1,473(17.9) 115 34 115し12.4) 17

99(4.2) 7 18 155(I.9) 16 - -

113(4_7) 8 19 137(ユ.7J 15 15 121(13.0) ll

4(0.2) 7 93(1.り 7 6 55(5.9) 6

229(9.6) 16 22 i_12l̀(5.lJ 22 19 263(28,4) 19

432し18.2) 27 4∠l 393(4.8) 3LI 26 128し13.8) 13

354(14.9) 2'l 56 3,2▲llL39.3) ■56 7 34(3_7) 3

1.321(55.6) 81 188 5.2lLl(63.3) 169 75 626(67.5) 53

74(3.1) 7 27 160(1.91 17 - - -

61(2.6) 7 29 9F;(I_2) l 12 7 3(0.3) 1

20(0.8) ワ 7 5<I(0.〟 ｣ 2 21(2.3) I

34(l.4) 4 ll 6 t(07) 7 6 32(3.5) 5

120(5.1) 18 23 129(1.6) 17 10 19(2.0) 4

60(2_5) 5 15 131LL6) 10 4 13(1.4) 3

49(2.1) 4 2∩ 371(4.5:1 15 10 50(5.4) 8

78(3.3) 吊 21 54】(6.7) 21 10 48(5.2) 7

496(20.9) 55 153 1.551(18_8ー loョ 49 186(20.1) 29
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表 4-1-13 牛窓町腿 協における野菜の生産計画

(1) 春 庄 作

区 分 面 fLY偏) 区 分 面 村山

負 ホ イ ラ ー 24.30 13.66

雲 仙 0.85 -

メ ー ク イ ン 4,50 2_17

用 ゴール ド 1号 10.22 4.55

局 出 島 5.38 6.19

鈴 ゴール ド 3号 0.52 1.680.08

暑 大 白 0.31

そ の 他 -

計 46.08 28.33

南孤 芳 香 44.65 42,02

赤 1,63 1.l9

え び す 27,90 41.35

小 菊 1.61 1.61

黒 皮 1,28 0.38

錦 芳 香 0.15 -

そ の 他 - 0.17

計 77,22 86.72

香 春 風 0.61 -

春 光 0.99 1.86

2 月 樺 0.13

蛋作 SE 1.92 1.87

千 銀 み ど り 1.57 1.52

千へ 金 糸 201 - 1.96

+′ 中 早 生 - 1.61

そ の 他 1.39 1.】5

計 6.61 9.97

春作白 極 早 生 3.85 2.96

無 双 1.29 1.51

さ く ら 0.98

也 天 屯 6.05 3.28
革 帯 4.15 1.69

日 雫 レ ッ ド 3.79 5.97

瓜 そ の 他 1.53 1.37

小 玉 0.20 0.30

計 16.72 12.61

瓜 プ リンスメ ロン 4.02 6.09
白 瓜 2.10 1.06

胡 瓜 0,03 -

准i lプ 瓜 0.21

そ の 他 0.05

計 6.15 7.41

洋 花 野 菜 1.79 2.01ブ ロ ッ コ リー 0.34 0.24

栄 レッ ドキ 十べ ツ 0.45 0.70

計 2.58 2,95

レ G 366 3.18 2.07
グ リー ソレイ ク 0.23

メス トップマー ク- イ ラ ン ド - 1.69

計 3.Lil 3.76

そ ス イ ー トコー ン 1.50 1,71一 寸 そ ら 豆 0.02 0.03

の他 甘 薯 0.10 -

資料 :牛悪町E3臨調査
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(2) 秋 冬 作

区 分 '両 手i'.i山 ー 政二 ,r 分 面 相 摘

品El 品 摺 伯和 51年 LrB-n52年 fla門 lIiP.- 価 胴和 51年 僻和 52年

威局鈴普 大 白 ~ 14.86 20,2Lj 末 広 - 2.14
ゴ ー ル ド出 払碑 ゴ ー ル ド 1.092一39 2.862242.08 そ の 他 9.57 12.64

計 32.82 43.10

描 ス ノ ーキ ン グス ノー クラウ ンス ノ ー ダ イ ヤ 0.363.900.58 1.087.121.13

計 l8.34 27.47

食 大 日 l o.14 -ホ イ ラ ー 2.8H - 野 申 Liこ!- /E I.85 2.64

用 ゴ ー ル 卜 1.76 I,2Ei 瀬 新 春 1.43 0.70

局 出 EI, 5.27 5.55 初 冬 0.37 0.38

節音 そ の 他 060 1.16 そ の 他 I.01 1.73
計 10.65 7.99 L汁 9.61 l4.78

甘曹 綴 系 1 4 号 0.05 0.12 プI 1'プキ(中生 緑 〕ヒエイ(申晩生 緑 ) 0.380.89 0.360.62

自棄 自 覚 3.56 6.62

60lコ 1.44 1.08 ツ~コ 舘 緑 0.42 0.40

金 将 9.19 14.07 リF 間 組 - 4.39

金 将 2 号は ま れ板 東冬 に し き宅千 蹄 9.3214.460.770.5710.827.50 7.489.0〔)0.6 リ10.077.26 そ の 他 1一72 0.56

占｢ 3.41 6.33

jレキノド1へツ ル ビ ーボ ー ル 5.94 8.50

し/♂AI G366 0.19 0.33

そ の 他 5.30 プ リ ノ レ イ クト ヅ プ -7 - ク- イ ラ ン ド 0.730.15 0.010.37. 0.12

計 59.7̀1 63ー57

甘贋 早 秋 0.48 0.49

S E深 み ど り2 月 健晩 抽疾 風金 系 2 0 1弓. 1.245.4l2.88l2.280.180.78 1(一.233.7513_310.5Jl そ の 他 0.05 0.21

計 1.12 1.04
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写央 4-1- 1 長癖のビニール-ウス栽培

先駆的野菜燥渚の一つである肺炎のアンケ-ト調菅結果からその概要を把握 してみよう｡対象 とし

た出家は表4- I- 14のとおり38声 (嫁菜 18戸.適業 20戸 )で,これらの出家の 1戸当 り

の経営昏原は平均で耕地水田 26.4a,畑 65.5a,計 9213aの規模 (戎 4- 1- 15)であり,

1戸当 りの出濃吋従者は平均 19人 (表 4- 1- 16)で,経営方式別の格差は大きい.

表 4- 1- 14 経営方式別 F.17･瀕菜 (帥楽 )

区 分 専業 -放 二兼 計

小規模経営 2戸 7戸 6戸 15声

中規模酪曲野菜 5 - 1 6

中規模野菜 8 4 1 13

大 〃 3 1 - 4

資料 :年寄町股脇

荘 lJ木表は岡山虚業改良普及所邑久支所の5 1年実施7/ケー ト資料 よf)記入不郁

lJものを除いて媒計 したものである｡

2)経営方式区分は畑地面fl'ltこより50a以下 (小規模 )51-100.I(申腹膜)101

菜 4- 1- 15 1F]･当たり耕地規模 (師楽 ) a以上 (大規模 )としたo

区 分 水 田 他 樹 畑 地 計

小規模野娼 19.5ii 33_5【l -a 52.9a

中規模転出野菜 35.2 90_8 1.3 127.3

中規模野菜 27.3 72.8 0.5 100.6

大 〟 36.3 123.8 - 160.0

平 均 26.4 65_5 0.4 92.3

任二義 41 1-8に同 じL, 資Fl:年怒町農由
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糞 41 1- 16 1戸当た り旗濃従軒音数 (師炎 )

区 分 Eii菜従事者敬 左の うち専従音数

小規模野菜 2_3人 I_0人

中規段齢段野 栄 3.7 2㌔7

中規模野菜 2.8 2.1

大 〃 3_8 3.3

平 均 2.9 1.9

任 :蓑 4- 1- 8に同 じ

資料 :牛窓町塩協 一

経営方式別の 1戸当 り作目現焼 (表 4- I- I7 1では,野菜,乳牛 は先の賢帝投入状況に応 じ

た大きTL差がみ られるo しか し,排他規蜂および作目規模を専従者 1人当 りにしてみると(表 4-

11 18 )桝地面鰍 iざまぼ 5Uil前後にIiLるし.吋東面和 も,齢虚類型 朋 Uにすれば, 49- 70

aと比概的近接 してくる｡ただ し,野柴の且FT別構成 に刷 ､ては経営方式別に際立った特徴が蓋わ

れる(菱 4- 1- 190) つまり,野栄規僕V)大きい農家ほ ど般約的品目の概成が宿い傾向にあ り,

小規膜野菜ではノミL,イン=,の比煎カ;低 く.メ .)I/スメPソ.白瓜等の新原果菜軌 洋梨類の割合が I

高まってくるo特に人規範野栄取 の似合その軌 r'.]が著 しい.､

このように,個別経営の L,ベルではそれぞれql符節の虫と矧 こ応 じた適応形態がみ られ ,これが

また品 目 ･晶確の多様化 を招 く一成 となっているように思われる0

歳 411-17 1戸当 り作目規蚊 (師紫 ) 表 4-1-18 良 案-*従 者 1人当 り規模(師楽)

. 区 分 水 稲 野 栄 乳 牛

小規模野菜 8.3とL 50.bIt 一頭

中規模幽段野菜 17.0 63.7 20.5

中規模野菜 6.9 101.0 -

大 〟 15.∩ 227.5 -

平 均 8.6 89.4 3.2

法 り 表 4- 1- 8に同 じ0

2)水稲は販売農家 しか記入 していlJい

ので参考にとどめる｡

資料 : 年寄町良施

米 4- 1- 19 野盛の作付構成割合 (師発 )

区 分 排他面相 野菜面相 乳牛頭数

小規鹿野丑 52,9tL 50.8a -政

中風模範段野栄 L17.8 25.8 7.7

巾規模野栄 48,4 48.6 -

人 〃 49.2 70.0 -

荘 :安 4- 11 8に同 じO

資料 二年暦町1.tiW,1

区 分 馬鈴留 tヨp~常 痛 瓜 I西 瓜 ′リソスメロ二/白 瓜 白 菜 ギヤべ./ 洋窮類 その他 計

/い魂模野菜 68.ユ 6_6 之.ド 1ー3 16.3 4.5 0.7 - 100

中規模齢恩野党 24.3 4.9 L3..3 2.9 13.3 41..3 - - 100

中規模野菜 44.2 16.0 13.t) 3_d 14_7 5.6 1.5 0.8 100

人 〃 28.6 6.6 12.I 148] 4.i 19.8 3.3 10.4 - 100

平 均 42.9 1.8 ll.5 ll.5 3.i 16.2 9▲0 3.-5 0.3 100

r

荘 :衣4-1-8に同 じ∩ 資料 ニLll嘗町府施
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(.,) 販売の実闇

個和 50年軟冬作-5 1年の希以作の年若町皿掛 こおける販壱実幻は表 4- i- 20のとお りで

ある｡

この表にみるように.舶 作の錘 ,排冬作の,F一分近 くが慮阪神に出荷され,それが主産な販売

市場 となっているが,頗則的に -̂Ft品目は人中市iL古-.少位品目は中小市場-.といった出荷Ti.と

市場の規模 や晴好を考hB した販売職鴨がとられている｡そして,｢lp<rtL家が作ったものはすべて服毒

する ｣という資勢の巾で,砧erlの多様化で一応日の出両肘 H]7)唯 長 されるばか りか,多品目を組み

合わせることによって閏年的に周-而助-山何LJLJ.tるという生産の特質 を販売面の合BA化に結びつ

けているのである,,

なお,戦机からあった伸iLヨ業者 との娘侍シェ7Jかいは現在でも鼠1止ものを巾亡､.こ岩干伐っている

しまた.--#では新たにIib助 剤ilTJへの個人山崎も億生 している )が,年掛 け脱 酸の ノェアは 95i

ごあるといわれ,JB協の麻･T,'a軌噂 を左石Tるほどのものでは(Lいo

(3) 産地の組轍 とマネジメントJJ一式

什) 産地組粒 とその(昏倒

午監ミ町 (牛窓町農奴田内 )における産Jul孤鰍 まtq14- I- 7のとおりであるo

L--- -一一 日Ei鮎 腎 門 ) -一一一一--一一｣

図 4- 1 - 7 産地の軌抱囲

まず,良脇では脈局部 (部長,噂捕常股指導礼 式断簡担当技術員を含め7名 )が虐接の担当と

rJり,管内のLt産計画の苅定,営出府等 .阪完東成を遂行するo生産計画は.作付前 に生産盟家よ

り作付.lH･画をとり.それを僻みあげて股鮎の'J:産;順 を立てる,,指導面では,品貝別部会 と協議 し

て品目別桝抽盛準を確定 .配布するとともに, 46年以釆ベテラソ技術者を配 した試験間を設監し,

qTたT.I品田･見様のテストに収 り組んでいる｡そして, 51年には等税経営指導員を採用 し,目下,

試験閲 と段家圃場 との横合による指導面の充実が企図 されているO

鳩荷 ･蝦竜面では,各喋落単位にある損荷脇 (.12)より的荷 し,lrll速のような販売職略で,経
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済連 との連絡をとりながら出荷 しているoまた.版竜真顔の一環 として出荷規格に関する組合員誹

習会,殿脇職員による規格快食がTj･TJわれているoかって険愈業務は戯家の代表で行litっていた時

期もあるが,それでは品JAが一定 しに くいので,現在では,特定品目(プ1)ソスメロン･スイカな

ど｡今後 ,洋来朝,白菜等-及ぼす予定 )に対 して職員自らが検査に当 り,品質管理の効果を荷め

ている｡

このほか,出協では地力維持源の一つである羽虫の鰐人を斡旋するとともに,家畜糞尿処理利用

ンステムの形成 (事業主体 ),生産基盤也僻-の胞-の働 らきかけなど,生産過程の改善にも主体

的役別を果 しているo

次に,股甑下部組縦の 1つとして位首とItづけ られるLLLIH別部l余描,① .(レインヨ部会 (役員 9名 )

②白菜部会 (伺 10名 ),③拝受部会 (同 9名 ).④っるもの部会 (同 10名 ),⑤ かん らん部会

(同 8名 )の5つの部会か らな り.これに関係する良家がそれぞれ加入しているoこれ らの部会で

は.出払販売部および役員を中心に経典すべき品目 ･品倭の検討 (これにはfrL,<払試験間の成果 も反

映 させる ).緋磁場準の検討,出荷規格の協演等が行 Tiわれ,その結果は生産出荷組合を通 じて生

産既家-伝逢 される｡本部会は,昭和 46度に組織され,年 3- 4回の役員会が行なわれているが,

その後の品目構成の変化に対応 して稚貝の再選 (組合長委嘱 )が予定 されている∩

同 じく,)B組の下部組織 として位田づけられている生産出荷組合は,班荷城を騨位 とした18の

組織が結成されている｡この組臓には,組合員J)ほとん どが野菜を作付け している関係から,一般

の腿協でみられる出家組合的な地縁的組織を兼ね備えたものであるo生産出荷では,個別生産計画

のとりまとめ,生産資材の配分,部会やJn脇の連綿-J拓項 を伝選する役割7iLどを持 っている｡

その佑助の一例を,帥梨 出荷組合についてみとと,肺炎 では組合長 (1年交替 )と15人の1Jl員

(1年交替,したがってはぼ 2年に lLF]は全日が就任する )がおかれ .各戸の販売収入の 10 00

分の 1を徴収 して佑助掛 こあてているしこの うち,半分は視察旅行や懇親会将用に,のこり半分は

役員の自由戯伯で支出する )o具体的な癌動 としては,咋 1回の総会を捌 くとともに.日常的には

出荷の也.請,出荷苓黙こちの抽入配分 ,稲米や桝摺機等の管理に当っているo

この生産出荷組合は.部落 を単位 とした競争的共存の似 し部落内の他の人より多く収穫 しようと

する鏡争の以であると同時に.技術公開や苗の譲 り合いなど,共存の場であるoまた,他の部落に

対する襲争のた11位でもあ り,-一般には個別閲の威争広瀬より こちらの万が強 いといわれる)であ

り,El脇でもJ&重要7d'良家 L/ベル組織 として位監づけているo

以 Lのような産地組椀の中で,個別良家は圭1三産過程を担 うとともに,自家盛栄 ･荷造 り脅して張

荷itliへ出家するところまでを担当 しているo

(ロ) 産地KL感 とマネジメント

年寄町 (年若町出払暫円 )における野菜産地のソステムをマネノメソトサイクルに即 して描 くと

図 4- 1- 8のようになるo

まず,計画の段階では,各段家において前年度の収応や脱塩からの全体の方向づけに幽する情報

(荷車方針 )をもとにして,その年の作付計画杏樹荘する｡瓜胞では,これを和みあげて産地 の生

産計由 とし,これに見合う野村等の鵬巧計画 と市朋対応 としての販売.汁虚を樹立する∩
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(生 産 の相 計 )

実 施

缶料 :牛窓町出船 狂

幽 411-8 産地の ･/ステムと7ネ･}ノノトサイクル

＼ 反 省

=====⇒ モノの流れ

〉 情報の流れ

次に実施の段隅で,生産過段では緋i･Ti埴呼や比脇の主la段府専情報 を参考 にしながらそのすべてを

段家が過当するoそして.出家は′巨産物を収笹 ･rl家運蝦 ･荷造 りして娘荷協-搬入するoB3臥 ま

張荷出の調唾を行fiうため,価刷 rJ報を出家に流すとともに.特定品目については職員による規格

倹恵 を実施するo販売過樫では,出払が市城･選択Tjの一切の権限 をまかされ,販売計画に基づいて

市場-砲送するn 販竜代金は,毎111-ルとし,出荷包袋狂材や避托,手数料を差引いて各段家の

貯金口座-振 r)込むJryでTlkl辞されるo

さらに反省の段階では,品目LLIJ邦乱 堤脇舷苛冊 に別 ,て,その呼の市況や股家の経営突縦等 を

参照 しながら反省 し,これらの資糾 こ段地試験悶nデータを加 えながら次年度の方針を決定す るO

そして,これらの怖軌 ま,出家自身の反'#結蜂とともに,習年の広志決定 (計画 )に作用するo

概ね以上のようltfサイクルを描 くのであるが.′ト窓町におけるシステムの特徴は.個別生産農家

の自神性が強 く.したがって,年産傑位の脈,rB対応がみ られることであろうo産地 としての生産計

画は,個別生産計歯の総和そのもの (段脱段肝での生産.朴歯は,個別に軌 丈フィー ド,: yクされ･

個別生産計画を惨正する化組みにはなっていない)であ り,しかも,生産良家における意志決定の

ための伯報源は.壬として良家自身に依存 している LR-1- 2 1)∩E3協も武威緬の成果を活用

した り.品目的掩会での組成を止 じて,生産を誘4する野ノJ卑しているが･これよりも｢臼分自身

,=よる判断 ｣によるものが多いのが実腰である巾

このような生産鮭位のあり方が,品目 ･麻縄の多様 化を詐窄する1-凶になっていると感われるO
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表 4- I-2 1 作付方式 ･規模決定における情報源

区 分 自分の判断 近憐出家の畑き tF_産部会の塩蔵 JEt脇の指導 そ の 他

中規模野東 6戸 2戸 2戸 1声 一 戸

大 〃 5 1 1 1 -

大規模齢段野菜 1 - - - 1

圧 l)中大規模出家 15戸 (上か ら 8Jヨ,5戸 . 2戸 )の粥杏 に よる｡

2) その他は股業雑誌 等

3)複数項目記入

資料 :年寄町袋臨

これに対 して販売は最短の横限のもとに進められてお り,品目 ･晶長石の多様化に対応 した中小市

場への多品目による周年出荷という膨懐を採用 し,ふ沌7jえを歓迎する市場の嬰求に応 えているo し

か し,多品目の採用 と,別在の自家選果 という/jL式は,しミよしば段家間の品質格差や規格の差 をも

たらし,プール計罪 (共｢司販売 )に対す る出家の不信感を招 くもとになるoそこで,牛窓町戯曲で

は,｢多拍日･多,qEriは微気象や価値変此 -の安全性から考えて容認せざるを将ない ｣したがって,

先のような多品目hLd年出荷 を行な うと1la時 に｢市場 では,般高価格をね らうのでな く中高値を目ざ

すoその代わ り,生産1止の催休 (多収 )で他産地 と轟守rする ｣という線で生産 tiB家 )と鵬苛(堤

臨 )を結合 し合,a )し.さらに.品価別娘荷 ･販売や職良に よる規格倹背を強めるな どキノ細 い措

把をとることで,産地評価 を落 さない対術 を講 じているO

以上のように,tll一昔町では,段家の遜択 尊顔 らせないよう/A:情報 ./ステムを形成する中で,生産

を活かす形のマーケティ/クを採用 し.安息-1lL=i向JHの経営が環用 されている.ということができるO

(,う 両税朗における産地の課題

これまでみてきたように,/i-懲町における班f柴産地は,胴和 40/JT=代の後半から,近効的/i,PElU1

-と変ばうしてきているo現在,生産の多様化に対 して,Li'l駄 J々ll心 とする版,JIwL.面において .それ

な りの対応がなされているので,産地破壊を1'7,81させるよう/i聞題点は見出 しがたいo Lかし,産

地を歴史的に考察 し,将来を感C逢してみる,いくつかの閲歴 点が潜在 していることがわかる｡

問塩点の第 1にあげ られるのは,菜 JI- i- 22で出家自身に府摘 されているように,多/T71日.

衣 4-I-22 経常上の問頗点

区 分 労捌過程 生産盛 艦 職似分散で 価格変胸で 後継者雌 酌Eit鮎臓(飼 不 良 低 能 率 収益不安定

中規模野菜 6声 1戸 1戸 2戸 1戸 一 戸1

大 〟 2 1 1 2 i

大規模鮒越野兜 1 - - -

荘 日 長 I1- 1- 15に同 じ

2)枚数頃 日記入

資料 :/1.-番町出払
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多品用の周年的組み合わせからくる労働の過重 し密 )の間庵 である｡虚業改良普及所の.ある染簿

の調香においても疲労症状を訴 える人は非常に多 く.この間越に対 して何 らかの対帝が必要である

ことを示 しているo

第 2は,生産基盤の問題である0 71/ケ- ト鮮架では,これを基本的な問題 としてとりあげる農

家は少ないが.現在一部に兼用 トラクター化が進みつつあることを考 えるならば.潜水施設の間組

とならんで,農道,圃場区画等の生産基盤D劣感性が次第に顕在化 してくるものと魁われるoこの

問題の解決は第 1の間組とも無関係では/Jいo

第 3は.)1本的な一輪作巧'!が崩れ,粗大市債物の攻入が減少 してきていることであるo 調査出家で

はそれな りの有機物投入が行なわれているが,円苓的に粗大有機物が少ない傾向にあり(糞 4- 】

-23).連作陣等対矧 こおいてもとくに配感 していない良家がかなりある (衷 4- 1124)o

現在,萌薬類に偏 った土地張約的な作付方式が広範に採用されてきているだけに,このままでいけ

ば間組の発生は避けられないであろうr.

菱 4- 1- 23 調香出家のイ｣一機物抑

区 分 現 先 鶏 糞 .堆 肥 牛糞悌 牛 糞 . 堆 肥 租肥 .稲 ワラ

中規模野菜 一 戸 4声 一 声 2戸 1戸

大 〃 1 2 - 1■ 1

大規模解Ln野菜 - - 2 - -

計 I 6 2 3 2

108当り投入丑 1.000Kク 曳蛮600- 8OOKg十堆肥 700- 200Kg 800-1,000Kg

荘 :衣 4- 11 15に同 じo

資料 :q-.患町腿臨

軍 4-1- 24 舶億良家の連作降苫対頂

品 目 品目交換 接 木 ･品目交換 深 耕 . 出 癖 .- と く に
･接 木 有 機 物 有 機 物 配収rJL

中規模野菜 1戸 2戸 1戸 1戸 一 戸 3戸

大 〃 2 - - - f l 2

大規模齢LB野菜 - - - - - 2

任 :糞 4- 1- 15にrplじo

第 4は.生産側が要請するunEIILlu縄の多様化と販売が要誠する統合との矛盾の表面化が執念さ

れることであるO いままでの ところは生産に対応 した版竜機略の採用で,それほど矛盾は顕在化 し

ていないが.いくら多様化を活かすとはいっても限皮があり,きめ細かい対応を要求 される戯曲側

にも限界があろうO生産に対する販売の僻か らのフィ ー ド′てノク頗能を強めて 許容 しうる′くラン

スを保 ち,産地利益の浪人化をはかるようにすべきであろうo
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以上のような問題点に対 して,今後対処するべき方向を指摘すれば次のよ うになるであろうO

第 1は任産盛盤整備の促進である｡Lf産基盤の鍵仙 こおいては.耕転 ･運搬手段の中型化に対応

した出道 .圃場区画の偉仏'J,生産U)多様化 に対応 した増水施設の設眉が急病であるo後者の頑水施

設については,多 くの出家が耽設地での効果を認めている し,今後の設蔽希望 もある(費 4- 1I

25および女 4- 1- 26)o Lか し.生産基盤鍵備については,専業化 ･兼業化の分化があ り,

これに見合った経営方式の変化がみ られる今日では,事業実施-の地紋的な合意が得にくくなって

いるo蝶落 と町 ･農鼠という線で合点の議成に努めるべきである∩生産基盤の軽備は公性器と賢ぬき

には考 えられないし.地域における出紫のttLL挺づけも合志形成に大きく作用す ることから考 えて,

とくに町の努力が朗待 されよう｡

菱 4-1-25 嘘水施設 'こついて

区 分 設 超 の 状 況 感/水魔殻の必要性 事 業 導 入
設 LE 済 一 部 済 TJ L あ り な し 必 要 不 必 要

中規模野菜 一 戸 6戸 2戸 5戸 3声 5戸 3戸

大 〃 1 3 1 4 1 4 1

大規模搬出野菜 2 - 2 - 2 -

荘 :表 4- 1-15に同 じ｡

資料 :牛窓町出脇

表 4- 1- 26 傭水施設の効果について (皮斑氏家 1 2戸を対象とする 〕

区 分 効 果 の 有 無 効 果 の 円 等
あ り な し 不 明 適期作付 生産安定 省 力 薪 品目導入

中規模野粟 5戸 1戸 一 戸 3声 2戸 2戸 2戸

大 〃 3 - 1 - - 1 3

大規模酪股野菜 2 - - - 1 1

荘 二lJ表 4-1- 15に同 じ0

2) 効果の円容については.枚数項目記入

賢科 : 牛君町脱塩

第 2は.適正規模 ･適正樺営方式の実現 であるO現在問題 となっている労働の過密化 を促 し 有

機質資材 (肥料 Jの製造 と投入の機会を狭 らている現行の経営方式 を攻香 し,健康問題 はもとより,

生産の持続的安定のための措upiをi'fujじなければ/i･らないo

この経営方式の収苗のためには.)l!家 として(lnTT得がflR状 より低下す るようIiL対'Ji-は採用する気

になれないであろうから,LD労助力 (土jtb-哩)_の戯家は,適 正規模面相 まで野菜規模を縮少させる

よう.輪作目的作目を感入 し自分で作るか,他の股家にまかせるかは個別射 創こよる )する.,②労

働力 )土地-型の段家は,土地生産性のより市い品目を導入 して土地 に余裕を生み出すか,労働力
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(土地出家か ら桁地 して適lE規模を発現する,,i.3)この個に熱血家を介在 させ,糞尿の処理 .利用 シ

ステムを形成するとともに,野典畑 と飼料rF･JIIlの受験利用を行な う.など経営条件に応 じた方向づ

けが必要である∩そして,その促進のためには.姓港や町 IBt協等による土地および労働力等 の利

用調軽機能を催止 し,地域複合化を志向する必要があるo

第 3は.価格 ･販売対策 の充実である｡生産の蔀市近郊化は,販売担当者にメノセンソャー的な

きめ細かい機能 を要求するor1号Jにも述べたように,それには限皮があるので,現在行なわれている

規格倹充の強化 (一部権限を股家9-L』に肺 ろし.良家の相互 作用 による憤怒も再検討する必要があ

る ),その前段階における生産過度(純増技術 Ju')標準化等 .版菟面での夢前をd:-産過程によ り強

く反映 させることが必要となる｡また.価借対舵は生産の多様化 にもとづ く危険分散的対応にとど

王らず,国県の価格安定制度の改善 を要求 しつつ相馬的に利用すべきであろうo

第 4は,腰選者組織および皆既府中機能の歯化である∩産地組織および営凸掴串機能の強 化であ

るo産地組織においては今の ところ出家- 生産出荷組合- JE!曲とい う線が強 く作用 しているが,

試験閲や品目別組織の灘能 もよ り強化 して,出家の窟志決定 に対する権威ある博熊野 を形成すべき

であるo営iiB指導においては,試験間 と出家Ⅷ相 との簡渡 し,あるいは販売の要請を踏まえた技術

相碑をより徹底 し⊂いく必要があろ うO

(4) 左蓬莱振興施術

'ト窓町の出菜振興施lR･については, 卜分/J缶鞘が得 られず,詳細に述べることはできないが.概

ね国の政策は出家の実状に対 して後手に凶 r)がちで.確乗に成果の上がってい構造改善群業はきわ

めて稀 であるように思われるo

ここでは,定着 しつつある事業の一 つとして,西脇のみかん園 を取 りあげてみよう｡

西脇のみかん閲の横越は,もともと,みかん産地 として有名な広L3県人長の良家の二 ･三男の職

業対策として生 まれたo新たなみかん畑開抗の地 として,温暖で,適当な丘陵地形 である西脇に,

白羽の矢が立 ったのであるO加 えて,JB和 39年の疏疋不況に見舞われ .後継者不足の点か ら考 え

ても,あまり人手のかからない換金作物戒塔を日ざす必要が認識 された｡そこで,町長が先頭 に立

って指揮 をとり,昭和 41年,地元虚業者 20人が租 会員となって共同で出資 し,通路を含めて18

町 5反 (道路 を除 くと15町 5反 )のみかん園として出発 したのであったo

ところが,結実する頃になると,みかんは全国的に生産過剰気味で安価 にな り,換金作物 と して

は期待はずれであった｡そういうわけで,昭和 J6年頃か ら観光みかん齢 こ転向 し. 2年後か ら軌

道に乗 るようになった∩

現在では, 3町勘 まど規模を縮小 して, 10′〝間隔に道路を走 らせ,機械化を進めた結果,害虫

防除について言えば, 2台の防除機 を用 いて. 12町歩のみかん畑 を3 I4日で散布 し終 えること

ができるようになっている∩そして,観光客が増加 したため,道蹄が整備 され,西脇の姿を変 える

までになり,観光串箕としての一つの ピークを迎 えている｡現在 はまだ収益 も少なく,戊家の 7ル

′(イ トの域を出ていないが,今後は,県外にも宜伝 して商腹 を広げることで戚客を増や し,事業 と

して解{lJしていくことが望 まれている｡

しか し,そこには,まだ多 くの開拓 が残 されている.一つは,岡山みかんは敢味が強 いので,滅
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酸処理をしたいが,適切/i減酸処朋剤が見当たらないという技術面の間組があるO

長 4- 1- 27

観光みかん歯の概要

･資 本 金 699万 3千円 組合員による成金出資 (出資配当な し)

(労務牡を出資金に振 り替えた )

･長期借入金 】.9 00万円

･年間絵収入 鵬和 52年度 1.500万円

〔32万 9千円の黒字 )

･tf 金 目当 (男 )3,500円

(女 )2,900円

･労働人員 組令員 19人

その家族 23人

季節雇用者 3人

･販 売 みかん園での画布 がほ とん どし99飾)

わずかに段臨に出荷

･みかん園閲歯の時期 10月初旬～ 12月初旬

･年間入場者数 約 2万人

また一つは,観光主体で腿菜を就けていくことが,JlA家に とって望 ましいあり方であるのかどう

か,という間脳 であるo出家が コマーシャ リズムに乗って観光事業を維持拡大 していかなければ/i

ら/Jいという現実をみるとき.あらためて,良家が安心 して生産に専心できる段政を切望 しないで

はいられない∩

荘 :西脇のみかん園に関す る出述は,すべて,みかん幽組合長 .為EhE協 和氏のお.活によるもの

である∩

(木庭秀子 )
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第 2節 畜 産

1 和咋同乗の変古

く1) 概観

(ィ) 牛懲町甑段の地位

岡LLl掛 こおける醜段の主要地域は.(i)邑久耶咋窓町を中心 とする南部平坦水田地帯 (2)応梁市

をrll,心とする吉備楢原西帯の山間稀 (3)Tf!LLl市i･巾心に求西に伸びる津山盆地列 .及び その周辺

(4)主rl匪郡北部の蒜LIJ.I.i-糊 とFf1回山地をあけることかできる｡

この中でも邑久郎牛劉 汀を中心 とする地織 ま.岡山の厳段の発祥地でもあり水田敷皮地相であ

る｡ この地域の軌良経皆の純理,lLま.堤船の献血にみることができる｡

まず米 4-2 -1.4-2-2,4-2- 3からわかるように耕地串が高 く.水田化串 も.fTJJ'く,

一戸当 1)の乳牛頭数が多い｡また昭剛45- 50甲の掛 こ飽出家激がほほ一半減 し総頭数はあまり

のびていない｡

つまり水m載腿哩で専業化するものと齢出をやめるものとの分化が激 しく進んだJようであるQ

但 し.この地区で年寄はかな り性解が迎 う｡加の比率がさかめて1甘く.･ku作髄良 として展開 して

いるもの と思われる｡戸数減 .頭散村で一戸当 tl鋼玉威数は,水田転段の長船 とILらんで県下の

瓜砧水準 となっている｡

表 4- 2-1 L3 作 物 仮 性 塵

45-46年 51-52年 45-.16年 51-52年 45-46年 51-ち2年

水陸風 作 付 面 依 185 ⊥54 1.330 1.320 795 790収 牲 丑 638 LI70 6.000 2.770 3.560 1,600

水稲 作 付 面 田 185 154 1.330 1.320 795 790

10a当 り収唖 345 305 ▲151 210 448 202

収 硬 化 638 470 6.000 2.770 3.560 1.600

小一麦 子実 作 付 両群 6 51 2 25

10a当 り収糠 78 88 230 85

収 鞄 屯 5 45 5 21

6秦人左 子 実 作 付 面払 1 2

1Oa当 r)収種 205 200

収 唖 迫 2 4

2莱大麦 子 実 作 付 両部 lュo 8 120 18

lOa当 り収梗 251 200 267 265

収 穫 昆 276 16 320 48

裸麦 子 芙 作 付 面切 7 145 3 10 1

108当 り収俊 20 1▲13 220 29 240

岡山県段杯水産統計年報

-195-



表 4- 2- 2 耕地条件と齢段動向

乳 牛 乳 牛 -戸当 段 家 うら Jilj某寧 耕 地 水 田 一戸当 水田率
戸数串 頑 敬 り礼牛 戸 数 噂薬 り耕二触

牛 窓 ll.3 ロ 9 23.7 hJ Fー a73 i1.727 19.6 782 185 568 179 32

邑 久 5_i 1.286 12_0 2.206 250 ll.3 1.649 1.280 75 78

(句 年寄町髄腿の歴史

rせ とうち産業風土記 Jtこよれば ,乳

牛がはじめて岡山掛 こ出現したのは明治

12年 ,邑久ノ郎牛窓町長浜で .搾取より

も子牛を生産 して大阪地方の搾乳業者に

売 るのが目的だった｡乳牛を封入 した年

窓の岡崎佐次郎は.剛治 18符大阪に転

じて搾乳業者となり郷里の邑久郡一相の

出家Iこ子牛の生産を依頼 し.子牛生産が

これを桂に県南各地に普及 した. これよ

り先 .明治 8年に岡山市で和牛の乳を搾

り販売する人 もいたが.乳牛 (ホルスタ

イン)の飼養は牛窓が始めてであるとい

う｡

その後 ,明治 37年岡山市lこ県の成畜

(S 50 )

表 4-2-3 牛窓町における主要段家畜の飼 養

段家数

乳 用 牛 肉 用 牛

飼 養良家数 頭 数 飼 養良家救 軒 数

31-46年 174 300 492 556

33--38 134 220 564 607

35--.40 154 481 295 443

37一一.42 150 480 290 440

38一一.43 150 530 290 510

39.--44 150 960 290 870

42--.46 130 1.320 140 670

45--49 110 1.620 50 450

46-う0 95 1β50 40 400

単位 :戸 ,敢

場がつくられ,大正 6年邑久郡牛窓町艮浜に県下lこはじめてバター工場がつくられた.

たとえば.S.23･3･22における牛乳生産地帝の現情調充によると次のようであるC

凄 4-2 -4 昭和23年の牛窓町の畜産の概況

全 戸 289戸

農 家 数 165J]

牛 馬 飼養 戸数 81戸

乳 牛 の み 2戸

乳牛及び役牛婿 79j]

取引工勧進の距離

豊村練乳会社へ自動車にて

媒乳所より絶遠 4里

騒 乱 戸 数

耕 地 両 班

放牧採草地面班

飼 養牛 馬頭 数

搾 乳 中 頭 数

畝

畝

つJ

Lr)

反

反

所

6

7

ケ

町

町

1

4

2

3

7

田

畑

頭

頭

頭

頭

頭

5

2

8

4

3

9

3

2

1

年

上

砺

以

末

用

川

棚

8

8

乳

1

1
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(2) 牛窓町酪良の現況

(1) 肉用牛頭数と飼益農家数の推移

裳 4 - 2- 5からもわかるように肉用牛は.

岡山県においては,と殺頭数はわずかながら増
加 しているにもかかわらず.年寄においでは ,

かっては近 くにと殺場 もあり遠 く京阪神(こまで

送 っていた｡そして.その年を売った利益で農

協の世話【こよって牛を伊入していだが,しかし

なが ら価格の不安定きゃ広い耕地が必要なこと

fJどから,一戸当り5- 6頭では採井のあわな

いことなどもあり輸入しT:りしてい7二が,現在

は.表 4-2-7のようにほとんど行われてい

ない｡また.これからも子取 り用めす牛が全然

飼養 されていないので行われないだろう｡

この飼巷情況はま 4-216,4-2-7か

らうかがわれるように肉用牛としてよりもむし

ろ役用牛としてのために飼養されているのだろ

う｡というのは,表 4-2-8より機械化が進

むiこつれて減少 していったと考えられるからで

ある｡

表 4-2-5 成年 .子牛,豚の

t e &

成 年 子 牛 蘇

33年 12.996 2.883 13.722

34 14,479 4,112 16.706

35 12,492 3.974 12.923

36 ll.946 4,977 18.183

37 12,675 4,625 33.401

38 16,659 6,265 28,303

39 16,628 6.687 29.401

40 16.539 5.267 32,813

41 ll.464 2,800 63,461

42 ll.766 2.599 73.731

43 12,240 2.244 56.154

44 14.868 3.957 48,619

45 lB.535 4,225 48.142

46 19.008 2376 55,034

47 19.893 799 55.587

48 13.789 349 55.093

49 17,494 2.508 54,043

50 19.367 1.443 44.057

衷 4-2-6 肉用牛飼養鹿家故と頭数

(単位 :頭 )

(単位 :戸.頭 )

飼 養良家敢 飼養頭 数 手取 りを王とす る牛 肥 背 中 の 牛
良家歎 硬 軟 うち乳用趨 2 3 5 l4 以上良家数 頭 数 農家数 頭 数 1

0,3ha未満

0,3--0.5 7 26 1 2 6 23 2 1 2 1

0.5-...0.7 13 24 13 24 9 2 1 1

0.7- i.0 49 197 1 I 48 196 2 41 25 8 1 5 9

1.0..-1.5 74 236 1 I 72 234 6 38 35 18 5 3 ll

1.5- 2.0 19 109 191 109 2 25 ll 2 1 5

2.0- 2.5 I 7 I 7 1 7 1

2.5- 3.0

3.0.-一5.0 l

5ha以上 I
I



糞 4-2- 7 肉 用 牛 飼養 粒 家 数 と頭 数

飼 養段 家 数 胴 亜 戸 数 肥 育 中 の 牛 売 る予定の子 牛 頭 数 肉用牛飼養腿 家 箪う象用椀 LEi家数 頭 数 乳用種

1975年

飼 養良 家 数 飼 養疎 数 子 とり尊王 とする牛 肥 育 巾 の 年
出 家 敬 l う ら 乳 用 種

皿 家 数 頭 数 股 家 数 頭 数

(戸 ,頭 ) 1970年

表 4 -2-8 機 械化 へ の変 葱 〔台 )

7l動力桝 動 力 助 力 El用 トラ,ク.オート三輪 dih 力 スピードスプレヤ ー ; )i/* - irfb 力 動 力 バ イ コ ン
うん横 脱投機 唄要職 撒粉機 籾摺機 田植機 ンダー パ イン

S25

30 18 306 6 23 15

35 490 444 59 66 12 43

∫lo 953 281 132 56

45 1.436 368 296 489

(b) 乳牛頭数 ,軸腿家数の推移

衆 4-2-6あるいは図 4- 2- 1,喪 4- 2- 9か らわかるように推移を飼養戸数 と戒数 と

の舶連でみると,職融 37- 38年頃までの曲敏 もふえTこOいわば外延的ほ拡大 した特則 と.そ

れ以降 45年頃までの硯盤戸数の減少 .頭数の増つまり一戸当 りの頭数規模が拡大 してい1T=噂

臥 更に 46年以降の戸数と頭数の減,イ且し.-戸当 り頭数規峡が史に拡大する時期の 3一､の時

期に分けることができるC
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0,05 0.1 0.3 0.5 0.7 1.0 1.5 2.0 2.5 (ha)

図 4- 2- 1 経営規模別乳年収養戸数

昭和 37- 38年までの棚 は一戸当りの飼追規段は子牛を含めて3敢未満であり.零細副菜

的飼養が支配的であった時期であるo しかし･37年々- 戸数のピークとして･その後は零細

飼養良家が漸次脱落し.一戸当 りの頭数規模が急速に拡大するoこれは･ちェうど日本経済の高

度成長掛 こあた｡.畑 瀬戸内の工場地相が展開し･- 縦尽日和事道の廷敦が閲始きれる時期

であると同時に.零細醜良家の脱軒伽 ,･はじまる時畑 と符合 している｡そして･その後は残され

- r99-



表 4-2- 9

飼 養農家数 飼 養頭 数 2歳未満の ものしかない 2歳以上の乳用牛を飼養 している農家 2歳未満 の 2歳以上 の
農家数 飼 養 良 1 3 5 7 10 15 20

頭 取 家敬 2 4 6 9 14 19 29 頭 数 頭 数

0,3ha末梢 21 19 2 1 1 ll 8

0.3.-)0.5 ll 45 5 9 6 2 2 2 15 21

0.5--ノ0.7 8 61 1 1 7 2 2 1 2 19 41

0.7.-1.0 39 231 15 18 24 7 6 3 5 3 2 90 123

1.0- 1.5 70 556 18 30 52 9 14 9 12 2 4 193 338

1.5一一一2.0 18 193 4 6 14 1 5 2 3 3 64 123

2.0--2.5 2 20 1 1 1 1 5 14

2.5- 3,0 3 33 3 1 1 1 16 17

例外規定 1 7 1 1 1 6

合計 154 1,165 44 65 ll 22 26巨 20 12 7 2 414 686

(1970 )

T=酪農家の頭数規模拡大が行われていったO

また.これ以前 .っまり合併前のようすは,表 4-2- 11の示すとうりであるO

表 4-2-12か らは.年寄町においては.やは り年寄が乳牛飼巻数では 1位であるが .箇か

らの中心地 .長浜 もそれに劣 っていないことがわかる｡

衷 4- 2- 10

飼 荘 戸 数 2年以上 1- 2年 1年未満 価 格 1風 当 り価 格 生 産

1 2 3--一4E} 計 9 8 早 6 早 3 早 8 早 6 早 8

T12 159 10 1 170 出 産 成年の死 成 年 頭 数 価 格 一戸当脈絡
5 3 1 0 169 7 8 0 560 - 70 -

S2 145 19 1 1 166 178 I 3 5 3 3 180 12() 60! 4(, 7 3

3 140 24 1 165 167 2 10 2 5 7 250 210 50 30 4 8

12 143 31 5 1 180 192 1 24 1 10 3 750 150 75 50 10 3

14 9 5 3 1 176ケ月以 6ケ月兼 LIL 14
8 5 56 33

統計報告兼良 よr)
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安 4-2- 11 乳用牛飼果良家数と頭数

駒 井農家数 飼 養頭 数 2 才 未 塀 2 才 以 上皮線 悪 霊 含● 一段家政 i-､-2薮 3 5 79 10.-- 15.....-1 20ロ 4 6 14 9 29

牛窓 55 507 14 27 Lil 5 6 10 12 3 4 1

曲忍 41 174 19 23 22 8 7 5 1 1

長浜 45 336 10 13 35 7 ll 4 7 4 1 1

大官 13 .148 1 2 12 2 2 2 5 1

2 牛窓町離農の現況 と間短点

(1) 飼料の健保

扱盛期の l/3以下に減った軌良家が平均 12頭以上の乳牛を飼い,総頭数の減少 をくいとめ

るという結果になっているわけであるが.これら倍良家の多頭化に伴って,飼料基盤の開成や糞

尿処理開成の発生が新 しい問鬼 として振起されてきている.

特iこ岡山県では全体 として水FET鯨艮型であり.経営現俸が零細であるため飼料基盤を主として

水田lこ求めなければ/i'らず,南軍=乍物 と他の作物 (米及び.その他の商品作物 )との成合が激し

い｡ 40年代以降 .低乳価のFトでの多敢化がすすみ(表 1- a - 3)水田の裏作利用などで,兼

茂良家の稲作の粗放化や土地改良(こついての鼠 畠綻-の困難さなど飼料基盤の拡大での困難がで

きている｡

また.水田以外の山林原野の開発利用I乙つ(ても地権者 との同意がむずかしく,そのため一層

水田利用に髄斜せざるをえないということもてている｡一方.私見家弟田における飼料裁膚技術.

飼料貯蔵技術の進歩や畷団的葵的裁港などの鮎屯的対応.構造改善申菜など各種の行政的擾助Iこ

よる土地開発の促行もあり.激しい自然淘汰の巾での生き成 り.砕闇の経営規模拡大 もまた進ん

でいる｡

これを牛窓町iこついて考えてみると.戯盈摂節の大部分が帯作 との投合経営であるので(酪農

経営の 7割が粒合経皆であり.その8割が稲作を主たる借合作物 としている｡ ), 齢良の飼料

麦 4-2- L2 土 地 経 営
1970年

畑】 のあ る良家数 総 面 研 普 通 柵 牧 草 専 用 化良家数 dr)J St 牧 草 .也 良家軟 両 班 一年間作付なし

良家敢 t百 位 農家数 面 倒
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表 4-2- 13 作物別収種農家数と収穫面献 1970年

腎刈 と う もろ こ し 家 畜 用 根 菜 用 その他 の飼料 用 作物

盟家教 収横面班 販 売段家 農家数 収穫面倒 桓 家 良 家 数 収 健 面碩 販売農家数

基盤として水田が盗要であり.稲作との胸連が罷要である｡ (表 4- 2- 12.4- 2- 13)

そして.水田塵作による飼料生産には.その作付を可能とする水田の耕圃条件が必要 となるほか .

盛作牧草 (イタリアン)収種期と発作水稲の田植朋との接近 .集中による土地利用 (作季 )及び

労働配分上の横合の問題があるO

そのうえ,近年の稲作では虐席や威苗機械移植栽培 と早生品超の普及から早植栽蟻が進んでい

るため作季競合が-fil強まり.それが期間借地 (轟小作 )の増加を強 く制限する条件 ともなって

いる｡

轟小作にはこの他,借地捉供側の裏作牧草跡地での水稲生育特番-の危快や表作準備作薬への

自由の制限などの関原がある｡牧草根茎の分解による跡地稲作-の陪賓に対しては,すでに具体

的な技術対帯が示されてはいるが借地提供者が兼薬用作曲家の場合には実施され難い｡このため

期間借地における飼料作が低収量の草撞 (レンゲ )に限定 されることが多く,桝圃条件の不適切

さもあって荘小作利用を等易に広げえない理由とされているO以上が水田鼓作の借地利用が進ま

ない｢椴的理由であるわけだが牛藩の場合これが.どう解決されたかをみると.1つは黍作 (借

地 )には育刈麦を作付し.その作美は4月中下旬iこは収蔵 ･貯蔵を終えていることである｡(こ

れは,その後に行なわれる甑鹿家のイタ リアンの収穣 ･貯蔵の機棟化 ･共同作業による省力化-

108当 り2 5時間を13時間に削減-とうまく組み合わされている｡)表作小作地lこ厩肥が投

入されていることも貸手の地力維持に対する要求をみたすものであると患 う｡

これらは技術的な面であるが.組織的な面 としては敷皮家来団は8割を自給自足で済まし,残

りは農協がまとめてイタリアンを購入している｡

資料として具体例をあげてみるとま 4-2- 14の通 りであるO

衰 4-2- 14 乳 牛 飼養 農家 のgl例
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宅 地 21且

畑 普通.m l町 3枚0畝 (lha30a)

うち過去 一年硯に朗料作物 をつ くったのは 1lta30a

この うら借入地は 85a

総経営面田 lha30a

原野 (来塾の野草地など) 5a

山 林 所有林 lla

保有林 118

過去一年間 こ̀採草地や放牧地 に利用 した二ヒ他

採草地や放牧地 5a

飼料用作物

牧 草 lha30a

育刈 とうもろこし 30a

その他 (れんげ tfLじ) llzLl2Oa

乳 用 牛 20誓 志 三:≡)29頭
供用機械 動力耕 うん機.最用 トラクタ- 5- 10馬力 1台

動力噴蛮地 1台

ミルカー (バスケ ' ト塾 ) 2台

瓜朋 トラ9ク 1台

過去一年胤の農産物 700- 1.000万円

販売部門販売金筋の順位 と総販売金軌 こ対する割合

甑段 1位 LO割

専弟 b 世 帯 主 62才 150日以上

安 55才 /V

次男 26才 〃

宅 地 lla

田 稲をつくったm 1皮 2畝 (12a)

うち二毛作をLr=田 12a

畑 普通畑 30a

うち過去 一年間に飼料作物をつくったのは 30a

総経営耕地面慣 4 2a

過去一年間の収穫面6l



ばれい し上

か ん しェ

結球は くさい

きゃペつ

す い か 4a 販売なし

飼料用作物

牧 草 3 0a

腎刈と う もろこ し 30a

乳 用 牛 2歳以上 23頭

ク 末尚 8頭
31頭

良問機械 軸力耕 うん機 ･良用 トラクター 5馬力未満 2台

動力唄盛機

米麦用乾性機

ミルカ ー (パ ルケ 5,卜型 )

毘用 トラヅク

5-10馬力 1台

1台

1台

3台

1台

過去一年間の毘産物の総販売徽 700- 1,000万円

販売即 日販売金額の順位 と総販売金軌 こ対する割合

醗 腿 1位 9割

野柴原 2位 1割

才

才

才

才

才

4

4

0

7

4

4

人｢

2

1

6

150日以上

30--′59日

30- 59日

1- 29日

30- 59日

宅 地 78

田 稲 を一･くっT二田 5八iO止れ 50a

畑 普通畑 40a

その うち飾.]剛 乍物 をつ くったのは 10a

総経営面tll 90a

耕作放棄地 50a

山 林 所有山林 40a

過去一年間に採草地や放牧地 に利用 し†こ土地

採(.‡地や放牧地 30a
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一年間の収穫面訂

水 稲 46a 販売 あり

結球 は くさい 2a

きゃへつ 2a

す い か 5a

そ の 他 30a

牧 串 10a

肉 用 牛

瓜用機械

肉用 として飼 っている乳用感 80頭

動力耕 うん機 ･皿tflトラクター 5馬力未新

制力唄密約

動力田植機 ･バ インダ一 ･

位用 トラジク .

台

台

有

6

1

共

2台

過去一年間の粗密物の総販売総街 1000万円以上

販 売矧 1勺版売金瓶の順立 と総版71='n金軒に対す る判合

醜腰 1イ止 10割

帝-親筆 J3

世 相 主 42才

芸 3 7才

1,1才兼職 2人

150日以上

0

3a.

普速加 60a

牧草専用Jul 10a

一時間作イJLfEか っ1=のは 10a

総経営山763 LL12tl

耕作放申地 10a

原 野 711

所 信 林 I a

過去 丁年間の収機面的

水 府 47EL

ばれいし上 J16m

結球は くさい 85tL

き ゃべ つ ii1

そ の 他 lifL

飼料用作物

牧 草 408
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符刈 とうもろこし 7a

そ の 他 31a

乳 用 牛 2歳以上

o 未満

段用成城 動力桝 うん槻 ･見開 トラクター 5馬力禾lm't 3台

助力Irii諾機

動力取掛機

ミルカー (バ 7.ケ , 卜型 )

過去一･年間の農産物

2台

1台

1台

200- 300万円

販売部門販売金篠の順位 と総販売金額に対する割合

酌 良 1位 5割

野菜類 2位 3割

一年間に虚業 に従 申した日数 碓われT=日数

世 帯 主 43才 150日以上 60- 99日

賓 42才 ;y

父 80才 30- 59日

母

長 男 18才 30- 59日

宅 地 5a

tI] 45FL

稲をつくった田 40a

作付 しなか ったのは 5;i

樹園地 果 樹 園 2El

畑 普 通 畑 60a

牧串噂用地 7a

総経営面積 119a

所 有 山 林 100a

うち人工林 20a

過去-年間の収種面倒

水 稲

ばれいし上

か ん し 上

は く さ い

き ゃベ 二･

飼料用作物

一一206-

a

a

a

a

a

1

O

2

3

9

4

2

hソあi.t]

ヶ

版

h
ノ

h
ノ

あ

あ



牧 草 7a

腎刈とうもろこし l A

家帯用根来頼 4 a.

乳 用 牛 20%芸志 :芸 巨 頭 1 ,

脚 ≡;≡三_&h機 ;誓 言芸芸 …≡ I.l

動力散粉機 1台 Ll
バ イン ダ ー 1台 I

l米麦用乾燥機 1台
l

ミルカ- (バ スケ ヅト塾 ) 1台

殿用 トラ ック 1台

過去一年間の段産物 7O- 100万円

販売部門販売金箱の順位 と総販売金蘭に対す る割合

穀 粒 1位 4割

野襲炉 2位 3割

第二凝業B 世 相 主 62才 150日以上

顎 50才 6,

長 男 31才 30- 59日 150日以上

長FJの襲 26才 1- 29日

次 9-J 25才 150El以上

14才未満 2人

宅 地 6a

田 稲 をつくった 37a

その うち二毛作をLT= 37a

畑 哲通.m 30a

うら飼料作物 TIL1をつ くる 29a

牧草専用地 168

総経営面田 77a

過去一年間の収捜面懲

水 稲 34a 販売あ り

飼料用作物

牧 革 39a
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背刈 とうもろこし 7a

乳 用 牛 2oa芸mt 140芸 巨 頭

E3用機械 動力耕 うん機 5- 10馬力 1台

動力散粉機 .バインダー 共有

ミルカー(バスケ ,,ト型 ) 1+_T

じ土用 トラ,.ク 1台

過去一年間のE3W.f物 200- 300万円

舵,;:部門販売金額の順位 と総販売金額に対する割合

酌 段 1位 9割

水 稲 2位 1割

(2)糞尿処理鮎鼓

uB和53年 ,牛窓町振興計画 ｢畜席振興 と帯産糞尿処理 システムの形成 ｣において ,酪毘経営

の規模拡大に伴い畜産公賓が顕在化 し.生活環境を感化 させているので,畜産糞尿の適切な処理

を行なうよう処理 システムを形成する｡

そのため畜産団地の形成による央rll処理や意趣良家 と一般氏家の協力を強め,見地への還元に

よって地力 を広めて生産振興に役JilてるようにするO

と3)るように屈位上.衛生上の用由から長浜に どこ-ルJ､ウスの中で何回 もか きまぜ11が ら天

火によって乾燥 させ ,それを製材所か らIyigほれたオガクズと混ぜてLn肥料 として,1トン 3,500

円で完ろうとす る計画がある｡こうすると1反 (10JLa)で4 トン(1万円 )くらいになる予定

である｡

(3) 労働報酬

1970年(こおいて .乳牛飼養良家のほとんどが家族労働力に依存 している｡表か ら考えると.

農地軽謬規模が'B組であるほど光風 こ依存せ ざるなえず . この階屑で乳年別裳皿家数が減少 して

いったの も不恩軌ではない｡

つまり.およそ1･5haを境にして ,それ以上の耕地を経邑する乳牛飼IR良家数の増加 と,それ

以下の耕地 を経謎する乳牛飼生皮家の減少が見られる｡ (表 4-2- 9 )

そこで.先に上げf:資料について考えてみT=城合 , 噂繋段家では一人当 りの吐産額が,I:古いのに

比べ ,帝二度雑業あるいは帝二価兼某になるに従 って-̂ 当 りの生産瓶が減少 していることがわ

かる｡特にそれは.第二位並実Aにおいて顕B=であり.しか もその一年間における鍵版琵金額の

70- 100万円の うち齢段lこ幽適した割合は 4割にすぎ/Jいのであるか ら乳牛の飼避(こ対する

搾酬がいかに微 々fこるものであるかがわかるだろう｡その結果が世相主が働 きに出かけることに

なると説明することができると思われる｡

同様のことが第二成瀬菜Bにおいて もいうことができる｡しかし. ここでAにおいては総版式
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金街 (こ対する割合が 4 :3であるのにBでは 9 :lであるとい うのが問題になるo

(4) 生乳の輸送 .販売 と関税点

牛乳 .乳製品などの宙産物を生産する産某は軌 こ国民の食生活の高度化のT=めE.tTごけでなく.

都市と比較して所得水準の低い後進地銭.と†)わけ投票地域の開発のためIこもひとつの職曙産業

としての性格を備 えているが ,今日,牛乳.乳魁品の-人当 り消費,TLTが欧米の平均水準の 5分の

1軽度にすぎず後進地域における醜瓜地域の形成がそれほど進んでいないに もかかわらず.最近 ,

牛乳の生産は鮮将的であり｢甑股危機 ｣がl叫 よれるような深刻な事態にたちいたっている. (表

4- 2- 15)

一般的Iこいえば酪良の地助付展開は位iJll的 .自然的条rFfこ塵礎づけられT=牛乳の生産 .流通過

程の地観杓儲様 lこよって規制されているものと考えられる｡今日.ETu述 した ｢幽艶危横 ｣を生ぜ

しめTこ厄接の勢機が配合飼料価格の薮凍(こあることは明 らかであるから流通退席の間組は重要で

あるが.自走の小股的醗比経旨者は一般lこ牧草や飼料作物の刺増に関する不慣れにもよるが.主

として戯地経営規模が零細であるため飼料の多 くを防人馳 飼料lこ依存せざる脅えず.僻入磯原

袋 4-2-15 Li乳rJi産過及び.用戯 リ消放任 (i)

J1 f=&:.狭 長ヒ 県 外 へ移 出泣 蝿タ拍 らゝの移入皿 l 県内哨班樹 数 飲用 向 乳製品向 そ の他

33年 26.668 2,114 ･1,46〔) 29,014 ll,482 15,030 2.502

34 34.Old 1.827 3,360 32,847 13,809 15.707 3.331

35 42.638 10.383 3.984 36,239 17,580 14.873 3ー786

36 55.464 14.498 7.052 JIB.018 19,957 23.020 5.041

37 66.324 15.236 7.692 58.780 20,512 32.309 5.959

38 72,436 15.861 7,735 64.ユlo 23.849 34.108 6.353

39 75.921 22.705 6.932 60.l48 29.942 24.590 5.616

40 76,977 22,508 5.935 60.404 32.930 22.561 4.913

Lll 79,485 25.433 6,077 60.129 37.819 10.630 4.680

42 79.150 2LJ.995 6.24l 55.396 39,457 ll,436 4.503

43 91.0一l5 28,516 9.677 72.206 42,947 24.462 4,797

4l̀ 108.030 30,116 12.568 90.482 46.171 39,329 4,982

45 118,058 32.686 17,557 loョ.935 52.812 44,767 5,356

'16 120,491 34,357 22.275 108,409 55.558 48.313 4,538

47 l28,172 4′1,216 2O.460 IO,I.416 58.732 41.210 4,474

48 130ー359 48.112 16,027 98.274 60,213 34.249 3812

/19 132,536 51.129 ト1,892 96.299 62.165 30,311 3.823
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飼料に依存する皮合いが敵 ､ゆえに飼料の滋牌によって深刻な｢酪段危機 ｣(こ血面せざるをえな

かったのであってみれば,飼料価格や乳価の間超など流通過程の開成とともに小段的醜段経営者

のAT7芝地経営規模の問題 もまた解明す-き証重な問題 となってくるのであるO

では.いったい日本においては献血はどういう条件のもとで発展 し.どういう条件のもとでは

発展 しないのか ｡この間髪副ま.それほど申純ではなく.主 として斬良収入の主体を構成する牛乳

の価格 と生産兜の主体を構成す る飼料の故買 .価格などとの地域的態様によって輿なる農薬労働

所得に規制されているが ,その地域では酌戯が他の皿産物 と比較 して.いっそう高い労働所得を

あけうるか否か.あるいは,その地域では解脱が他の農薬部門 との複合経削 こよって応い労働所

得をあげうるか苗かなど他のSt菜部門との競合 .投合幽係によっても規制されているO

この点について,盟文構造 との関係について分析 してみると,まず第--1E加工用原料乳保証価

格制度 (不足払制 )の発足 した 1962年以降国土の周辺部に位配 し,耕地経営規模の大きい北

海道の寒冷畑作地や九州の柘冷畑作などの原料乳地帯では牛乳生産の対全国比および絶対Liが上

昇 し.とりわけ北海道ではE]本の牛乳の約 3割 .なかでも北見.帝広支所ではそれぞれ日太の牛

乳生産の約 1割ずつを生産するβこいた っていること｡第二に大都市近郊における経営耕地の零細

化 .地価の上昇 .畜産公苗の発生などとともに近郊の由良が衰退し.大都市に市乳を供給する醜

段が耕地経営規模の大 きい大都市か ら遠隔地の段菜地相で発展 していること｡

つまり19 62- 72年まで東京都と大阪府では絶対塾か らみても牛乳生産の著しい減少がみ

られる (配合飼料の暴騰 とともに 1973年の牛乳生産副 ま全国では,前年の 493万 トンを下

回 り4 91万 トンに低下し,特に耕地経営規模の零細な大阪の牛乳生産虫が激減したことは注 目

すべきであるO )とともに甑段の先進地である神奈川 ･埼玉などの南隣東諸県における牛字L4三産

の対全国比がかなり顕著に低下しているのに対 して.大都市から相対的には遠いが南開東よりも

耕地経 営規模の大きい栃木 ･茨城などの北牌東諸県や阪神1りも新地経営規模のはるかに大きい

宮崎などの九州の若干の県における牛乳生産の対全国比がかな り較著に上昇 しているのである.

これらの通膜(こおいて酷遇が発展 したのはなぜか .すでにかなり言及したように.これらの道

風では相対的にではあるが経営耕地と範段 との結合の仕方が強 く耕地経営規模が大 きか ったか ら.

あるいは,それを拡大できたから牧草専用地や飼料栽培地を拡大できたし,その結果 として酪農

が発展 するわけではないが .いったん酌段が導入されると耕地経営規模が大 きくなければ齢既が

伸び悩むことが今 日ますます明確にな りつつある｡これは,保庇価格制皮の実施,大都市近郊に

おける販売乳価の相対的低下憤向という条件の もとで,むしろ耕地経営親睦の大きい地方に研芽

的利潤がある世鑑は発生 していること【こi:るものである｡

股近 ,献血の発展 した諸県をみると,東京 .大阪などと比較して 10頭以上を飼養する多頭嗣

租酌 ;取掛 こ上削 口しているのである.この多頭飼奄剛 ま｢瞭 こ̀少敬頭飼養層よりも多頭飼韮周の

方が一般的には多 くなっている牧草噂用地面bIll.こ依存 している｡さらに 1- 4頭飼避屑 さえ も酌

段の発展している府京 ･大阪よりも.いっそう耕地経旨規供の大 きい屑 と結びついていて減少の

しかたも少なかったといえる｡

酪虚が発展 しTこ諸規では全乳年飼溢血家政があまり減少 していないことと姻適 させてこのこと

-210-



を考えるならば,相対的には経営耕地規蜂と酌凸とが結合 し牧草等用地を拡大することのできた

由良発展県では乳牛飼観 象教があまJ)泣少せず.1- 4頭飼隻層の大部分が多頭化することに

よって軌恩を発展 させることができf二ということができるD これに対して帝京 ･大阪などの大部

市近郊に位促する都府県では,f=とえは耕地経洋魂投を拡大する腿家は規模別にみて絶対数では

皇つT:く存在せず,相対的'割合でもわずかに増加しているのにすぎないのlこ逆に 0.5ha以下層が

相対的割合では扱者に増加している｡

これらのことから牛窓【こついて考えてみると図 4- 2- 1か らいえるように0･7- 1.5llaが大

部分を占めてお り,桝地面位を拡大することによって乳牛の飼養勧 rlが進められT二ということが

できると魁かれる｡

牛乳の販売協定やその結果 として生産者-支払われる価格は地方lこよってしばしば異なってい

る. この価格を決定する並木的な要因は筒給脱鱗と市場への距離であるO仮に ,都市 (消費地 )

の周辺(こ存在する躯乳地域において.その地域における滞空をはるかに上回る市乳が生産 される

ならば過剰牛乳は不足地域まで遠 くにモ庄び山されるか.あるいは加工へ振 り向けられるfごろう｡

その結果.市乳の舶製品が少なくて大淀の過剰LF乳があるところでは牛乳の価格は低下すること

【こなる｡

1966年実施の不足払い制度は形式的Iこは従来の乳質による十等乳 ･二等乳の区別をなくし

T=Oそして.乳肺はブールきれ.いわゆる混合肺杓 として生産者に支払われるように変わった｡

しかしながら,この場合においても生産され[:LFSLが乳業資木によっていかなる用途tこ使用され

たかによって各地方の酪堤経営の利潤iこ大 きな謹賀が生ずるということには木質的(こ何 ら変わる

ところがなかっ′このである｡

いわゆる｢原料乳地滞 ｣の代蛍的地域のひとつであるjt端 近の東部は受け取 り価格が相対的に

低い牛乳生産地 として特色づけられる｡このような条件下では牛乳生産の不利は免がれないので

あるが .十勝地方および釧路地方を中心とする北海道深部の許他方は.生産 されT=牛乳の大きな

割合が大都市での市乳消費【こ向けられる厳粛 ･Jk師を中心 とする大都市地域の周辺部の乳牛飼養

と並んで我国の中では乳牛飼養について盤面的lこは少なくとも発展的な可能性を有している代安

的な地域であることを多面化の岨向を掴横として指摘することができる.この事実は,乳牛飼養

の地域的な発展の様相が乳価の高低のみからは,丘堺されえないということを物漂っていると同時

に,また乳価が乳牛飼養の地域的な展開を規定する正夢な要因であるとい うことを暗示 している｡

次にあげるのは,伯東酪瓜組合における乳価の防格変動の決定について調べたものである｡こ

の組合は年寄のtR乳串で毎網.恥められた牛乳のほとんどを扱 っているO伯東齢段は.大阪乳英

を扱 っていた邑久転出から成 っf:ものであり.もとはオハヨー乳菜へ収めていたが.単価が低い

ことなどから分裂していたが現在 もオハヨー乳貫へ収めている.
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S.53. 7. 13

岡山県指定生乳生産者団体

6月分支払乳価について

飲用向乳価につきましては ,5月 18日付岡酪連帝 350号をもって交渉結果の御報告を申

し上げ.次いで6月 3日付岡鮒遵第 472号をもって交渉経過 (その後の情勢 )について御報

告申し上げて参 りましたが .その後 ,現在に至 るも新乳価の支払い時期等甚だ混迷の状闇にあ

ります｡

しかしなが ら.本会と致 しましては.中央の覚宙さの内容に沿 って県内取引乳其 メーカーに

対 して6月分飲恥句乳価について 1Kg当り 5円76銭 上乗せした新乳価で請求いたして

おりますが.7月 13日に至 っても入金せず .乳価値上げは混乱の様相にありますので,7月

13日,急拠本会理LF会を開催 し.これが取扱いについて情勢分析を行ない,頃歪に辞政教 し

ました鮎果 .この際 ,全国情勢として止桝 昏ないので暫定乳価 1円95銭を除外 し,下記乳価に

より会ll組合へ支払 うことと致しました｡

つきましては.JH組合におかれましても,この点を十分御理解の上 .生産者-の支払計許を

されますよう御願い申し上げます｡

6月分 加 工 比 率 0.480飾

6月分 プール乳価 109,97円

6月分 利給金単位 0.I 17 4 104円

S.53.6月分プール乳価及び補給金単級

計辞明細

加工数柾 64.8840 (tO)

加工比率
648.84()

】3 . 5 7 7 . 9 97.1
A 10O確 - 0 480飾

補給金支払馳 T 言 57973,芸写ヲ '(那 - 01174】04

プール乳価飲用 110,196× 99.520飾- 10966円

加 工 6J.30 〔円 )× 0480 飾 - 0 3 1円

合計プール乳価 109.97円

捕給金加印乳価 110.09円

前年ff-q月乳昆比
i3672987 1 日o)

134,307,307 (t9)

5 月 分

加工数i止 1.】81,8 49t9

加工比率 I,】8 1.849tg
】43.8】4,096

-2】2-

x 】00LA- 10 1.8帝

× 100飾 - 8217飾



補給金金街

補給金支払単価

プール乳価 飲用

加工

合計プール乳価

補給金加界乳価

前年同月乳昆比

1,18 1,849tOX21･57円- 29,038,029円

.≡ 39,･BO:≡:三言69等- 2･0 19 1364円

1I2 146円x 91.783帝- 102.93円

6130円x臥2】7年- 5,28円

108.2 1円

110.23円

ll.4.チ; ;-08･≡….3臣 100年- 102･5年

牛窓から毎日

6月分 8,66 1･6tO E月から加工乳があるとき

飲 用 年間の価格はきま っている｡

飲用と加工を妓【こプールする｡

(6) その他の畜産

その他の畜産 として雀3nと感豚がある｡表 4-2- 16.4-2- 17か らもわかるようlこ.

養鶏を行なっているg塚 は 19戸で2 1,29O羽 というのが現伯であるが,その うち長浜を中心

に自給用 として6戸で280羽を飼養 している｡また,そのrrlで注目されるものに岡村フ卵場が

あるoここでは,成馳 13.000羽,ひJ:こ (60日の もの )が 7.500羽がいて.それを女性

従業良 11人でLtr話 している｡しかし,採卵を目的にしているのではなく柾nを目的に行な って

いるのである｡

この牛窓においては,ほとんどの良家で怨を伺っているが .これは熟 こあるように 49羽以下

が大多数を占めていて自給用としているのであり.その残 りを個人か ら農協が買い上げてスーパ

~ほとりついているのである｡というのは,採卵では価格が不安全.あるいは飼料の値上が りな

どの理由か らあまり利誌をあげることができないということが原因になっているのであろう. (

濃家数は782戸でありながら餅屋良家鞍は$3戸である｡ )

-# 4- 2-16 豚 とに わ と りの 加重 頭 31;J数

3 8 --4331-36年 33-38 35一､ノ40 37-42 39-44 42-46 45-49 46-50 51-′52

豚 飼 養良家数 6 7 13 20 20 20 20 15 7 4

頭 数 25 22 162 2.160 1,080 1.600 1,470 1.560 1,700 496

煤 飼良家数 457 163 250 190 120 90 45 40 21

(戸.頭.羽 )
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表 4-2- 17 にわ とりの 飼養 股家 政 と羽数

飼 養良家数 飼 養羽 数 採 卵 艶 6 ケ 月 以 上 の 採 卵 鶏 飼 養
6ケ 月未 満 6ケ月以 上 50羽未 満 50･■-99 100- 299 300一一.499 500--一.999腿家敬 羽 敢 段景教 羽 軟

(戸 , 羽 )

餐豚は.現在ほとんど行なわれておらず (閑菜出家数 15戸 )飼茸頭数 も1戸当り3.5頭と少

ない｡ これは養豚で利益を上げようとするためでなく,牛窓におけるCく-⊥部の地域で自家用と

して飼養されているためである｡というのは.亜麻の場合.乳牛の飼巷よりも衛生上の問題とし

て糞尿処理が大 きな原因となっているためと思われるo

表 4-2-18 養 豚 良 家数 と頭数

飼 養農 家 数 鋼 等堅頭 数 子 取 り用 めす 豚 肥 育 中 の 豚段 家 数 頭 数 段 家数 頭 数 9頭以下

121tl-



第 3節 漁 業

1. 漁某の現況 ･

牛窓町は,粁戸内海に面 し,海岸寺刺よ本土約 2OÅb,良し上約 17LlhIあり,中に数ヶ所の港湾 を

抱 く｡ その中年窓掛 よ古来より良性 として知 られているO海岸線の屈曲と海底の投雑 さに伴い潮流

も複雑な流相を里しており,これかため羅lf岸一梢にif:息する魚類は極めて多い｡

年寄町の産業別従丑者数をみてみると,節 1次 ･第2次 ･第 3次産蓋 それぞれ 3分の 1樫硬の就

丑冊進 を示 してお り,怨敵商工等がかみあった形闇をT.L･しているO

漁第 ･水産雀確実に従一打している者は,昭和50年の時点で 211人,その榔成比は全体の 43

飾となっている(表 11 3- I歩附 )D地底別は放嘗LR-脚数をみ ると.西町,本町,西脇,子父粧

地区に比較的多いが,すべての地区に散在していろ｡

袈 L1-3- 1 産 業 分 舟 別 従 某 省 数

菜 種 罪 女
総 数 構 成 比

第 1次 良 男 1,297 26.3礎 639 658

産 業 触 発 . 水 産 益 軒 其 211 4.3 131 80

･雛 2 次産 業 鉱 菜 7 0.1 7 0建 設 菜 265 5.4 228 37

製 逝 二賢 1.343 27.3 833 510

第 3 次爵 認 卸 売 菜 . 小 諸 男 689 14.0 334 355

金 融 . 保 険 男 81 1.7 39 42

不 動 産 ;質 12 0.2 10 2

戯_ 輸 . 通 1,1 丑 317 6.5 273 44

1正負い ガス.水JlLT.熱tl齢 菜 ll 0.2 8 3

サ ー ビ ス 某 567 ll.5 258 309

公 選 llLl 2.4 91 28

分 塀 不 能 の 塵 讃 ･.1 0.1 0 4

(昭和 50年 国勢調禿 )
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(1) 漁業経営体数

主な漁業種類別経営体数をみると(表 4- 3- 2参照 ),総数は除々に減少してきてお り,小型

底びき,刺網の減少が目立 っている｡ これに対し小型定限網 の増加が目立つ｡附和52年度の漁菜

穣類別梢成比は.小型定性網 27%,/J項坐底びき,釣 各 22多,の り養靖 13%｡ となっている｡

衰 4-3- 2 主な漁菜種類別経営体数の推移

種 別総･年 数 小壁氏 刺 網 釣.はえなわ 小型定 その他の 浅 海 葺 殖

同 ま 釣 はA 総 の か 異

ぴき 定 き なわ 旺網 漁罪 敬 り き 珠

38 156 64 22 3 21 14 15 17

43 163 39 52 36 4 25 3 4 3 1

45 167 40 47 48 28 3 3

47 159 30 35 40 24 1 28 28

48 153 26 26 28 9 21 2 41 32 9

49 144 34 20 20 10 28 32 24 8

50 152 29 15 35 】1 29 33 24 9

51 147 35 17 31 8 38 18 15 3

52 142 31 12 31 7 38 23 19 LI

(出梅水産統計 より)
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次に中英 ･適業別経営体数 をみてみる と,(表 卜 3-3参照 )旧札 47年,野菜 22虜,兼遜

78啓(漁菜が主 46藤.漁濃が従 3 2蕗)とTi･っているが, 48年以後,専業約 4 0秀,兼弟約

60啓(汲某が主,従それぞれtd等 )とILる横向かも加､ている｡ まTこ,益軒的粗文従事者の年令別

経営体数(慨和48年 )をみてみると,噂兼票 とも司0代が虫も多 く,ついで 50代, 60代 とな

っておt), 40代以上で8判以上を占めている.

基幹的漁某従部署が 20代の経･F,ti.体はわずか 滋 4- 3-3 1J文,灘薫別経営体数

13糾こすぎないO このことからも漁菜労働

肴の老年齢化が進んでいることがわかる｡ ま

1こ,後継者が少ないという悩みをかかえてい

るともいえる｡

.出漁日数別経営体数をみると(穀 L1- 3-

4参照 ), ｢90- 199F日 の粧7:JT体の減

少が目立ち, ｢30- 8 9日｣及び ｢200

日以上｣の経営休の増加慨向が見 られる｡ま

辛 ほ 貰の み 兼 業 計計 漁コ掛 油二掛''

J7 35 122 72 50 157

∠19 63 77 17 30 140

50 60 88 45 43 148

51 60 87 46 41 147

52 57 83 ･13 40 140

(虚休水産統計 )

た,噂水菜別出漁日数は全体的に増兵の方が

多 くなっている｡ このことから,吋某化,兼菜化がより一層すすみ,政男経営体の二重構造が見 ら

れるようになっている｡

裁 4- 3- LI Lt!.軌口数別締fJVl'体数

午 汁 29口以下 誕)- 89 90～ l▲19 150- 199 200.～ 249 250日以上

47 159 - 23 36 53 30 17

49 144 - 29 29 22 22 42

50 152 - 46 33 35 19 19

51 147 - 46 31 29 21 20

52 140 - 36 30 26 32 18

(曲林水産統計 )
tlt

一
｣

Jd後に,漁換金街別 にみると(衣 31 3- 5参.鮎ミ)i. 100)5円までの漁錘金筋をもつ経営体で

表 4- 3-5 漁牲金敬別経緯体数
(単位 :万円 )

10万 10 30 50 100 200 500 1000 総 他 種 ｢経営陣

未満 30 50 100 {■200 500 1,000 5.000 令 あたりの漁獲金故

総 数 7 16 lil 37 3ll 32 15510 1 29,282 191

W.(t L!i 2 3 4 12 20 17 1 14.257 222

(第 5次漁菜センサス)
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経営体数の約半分を占め, 1.000万円以上の漁連金額 を もつものは,わずか l経営体である｡ ま

た,｢経臼体当T=りの汎神金範は 191万円で,岡山県計のそれ 202万円よりも低 くなっている｡

これらのことから,牛窓町は粗砕金頻の低い零細規模の経営休が多いといえるC

(2)漁 船

昭和5 2年において無動力漁船の岡山県平均は 32番であるが,牛窓町は 4車となっている｡

表4-3-6 敵某に使用した漁船隻数 ･トン数

午 無 動 力漁船隻数 船外横付漁船隻数 動 力 漁 船 トン数規模別動力漁船隻数蛙 数 ト ン 数 lt未満 1 ～ 3 3 .-′5

47 2 15 177 335 35 102 40

49 8 34 158 300 45 74 39

50 8 34 165 296 51 77 37

51 6 28 169 310.8 43 87 39

52 8 34 159 278.2 47 75 37

(空き林水産統計 )

まT=,その隻数は岡山興において減少しているのに対し,q~寄町ではほぼ平行線をたどっている0

-万,船外機付漁船隻数は増加 してお り, 169%を占めている｡ また,動力敵船は 159隻,

278-2tで, 79車を占めてお り,動力漁船の割合が商いといえる｡ これを トン数規段別にみる

と, 5t以上の大型船はなく, 1- 3Lの規模の ものが, 75隻 37番と最 も多い｡

4, 5年前からFRP漁船が普及 しているが,価格が高いなどの問題点があり,まだまだ木造船

のJjが多いQ現在,FRP漁船 (5 t未満 )は 6件,かき遵席に用いられているO

(3)漁 獲 .'缶

漁雑物噺 別にみると(表 4- 3-7

図 413- 1参照 ),総漁糠位は除々に

ではあるが減少傾向を示 している｡ その

うちわけをみると,魚類は嗣和 50年を

境に減少を示し,水産動物獄は昭和 49

年以後著 しく泣少 しているO養殖におい

ては,の り･かさ車鮪の増加が日立.って

いる｡のり獲租の昭fr150年の落込みは

水島コンビナー トの石油流出解放が原凶

である｡

年番では,このしろを除く,チヌ･め

ぼるなど魚が軒並減少しているO昭和52

年の魚税別晩鐘虫 (鼓 4- 3--8 )をみ

袈 4-3- 7 漁獲物穂類別漁獲虚

(単位 :i)

午 総糠漁丑 漁# 良類 水物物産類 浅 海 避 席 業総数 の り かき

434445 597495494 365 15 129 235 193 17

46 467 336 131 42

47 584 336 234 291 243 48

48 534 323 3 207 471 390 81

49 563 341 3 219 646 595 51

50 571 423 2 146 196 130 66

(缶林水産統計 )
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図 4-3-1 漁 種物 種類 別 漁 種丘 の推移

1日十川
川U

I

ーlU
I

-1一
＼ のり養殖

､一一 魚類

-､ __/･･かき養殖

＼ 水産動物類

___ __ __ _.貝類

43 44 45 46 47 48 49 50 51 52(午 )

ると, このしろが 126tとJilも多 く,うしのLTこ頗 421･,Lやこ源 37t,ほう類 28t･え

び類 27t,いか筋 23tと箭いている.寒帯では.のり(生換許虫 )546t･かき(むき身 )

154I.とT,i'っている.
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未 4- 3- 8 魚擬 別漁 狸 Li
(昭和 52年 単位 :i)

あ じ頗 めいナ二がれい うしのL,T=# その他のかれい却 にべ .ぐち茄9 え そ 頬1 くろだい き わ ら は ら 筋2 1 42 17 22 18 28

す ず き あ な ご このしろ かきご桝ざる き つ ぽ まながつお あぶらめ その他の魚 類 くるまえ び

9 16 126 9 21 6 7 21 1

よしえび その他のえび斬 が ぎ み その他のかに棚 こういか その他のいか頬 ま だ こ いいだ こ てrJがI_J こ

1 25 5 7 8 15 1 2 8

な ま こ L や こ 貝 類 の り か き(むき身)

漁菜唖類別漁樺山 (表 4- 3- 9)やみると,小型定匠網が位 も多く, 184L, 40多を占め

ており,ついで小型底びき総 (縦びさその他 )147L, 31飾となっているO的述 した漁業租塀

別経営体数とあわせみて,年寄町の汎発は小型定匠網をFrl心とした漁業といえよう｡

表4- 3- 9 漁業種類別漁連虚
(昭和 52年 蝉位 :L)

小型 庇 ぴき槻(縦ぴき1種 ) 小 型 底 びき網(縦びきその他 ) 刺 し 網 釣 り は え な わ

小 型 定 荘 網 た こ つ ば

(4) 養 殖

のり養殖の昭和 52年の実経営体数は 29で,関山舶全休の 58藤を占めているO坂のり枚数は

14･539千枚(県全体の 7･6飾)'JI換罪放 546 L(同 77車)となってお り,B敷市･岡山市

笠岡市 .玉野市に続 き,県下5位であるo

のり獲蜘 ま,昭和 42, 3年頃か ら始まり,犬l;丘の凪 出島の南で,現在約 28件行なっている0

9月に種をつけ, 10月中頃まで本張 り･そして2山科にへT流 しをするD 11月掛 こ加=された

のりは･ 1枚約 15円 80銭で漁協へ送 られていくO労軌わは乾燥卿 こ多 く贋するので, l件につ

き5- 7人屈っている｡

かき養殖の昭和 52年の実糧･註JT体数は 17で,県全体の 58頚をl三池 ている｡むき身収鍵証は
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154 L(県全体の 4.4% )となっておr),これは邑久町 ･日生町に続 き.県下3位である｡

かき漣椿は,耶和 12年ぐらいから始められ,掛 こ昭和 ･t5年以後大きくなった0 4月～ 5月に

本づりをし, 9月末に月を広げて身を入れ, 10月中～ 11月初旬ぐらいまでにひいで身をとる.

このむきみ作業は技術を密 し,女性か主に庇われている｡出荷先は,名古屋が主で, 90車をも占

めており.他は岡山 ･石川とIi･っているo岡山 ･I;砺 神への出荷が少ないのはすでに広島のかきが

大虫lこ出回っているためである｡

牛窓町における-&姉は.のりとかきのみであり.年 々助 口傾向を示しているo

表 41 31 10 水産加工占占/=F産丘
(単位 :トン)

午 ね り 拠 点 そ の 他 計

計 やきちくわ かまぼ こ なると.はんペ人.そ叫也かまぼこ類 あ けかまはこ

47 105 13 59 - lO - 15248 19 45 4 37 45

49 116 20 50 5 41 10 126

50 124 22 53 5 44 - 124

51 171 30 74 7 60 - 17 1

52 165 31 70 7 57 - 165

(度杯水産統計 )

(5) 漁種の組み合わせ

漁種別桂,得体数はすでに前述した泊 りである｡牛恵町においては,小型定田網を主流 とした小規

段の沿岸軌薬であるO

ここでは,聞きとり調査からさらに詳しく漁租の組みあわせをみていくことにする｡

袋 4- 3- 11は,昭和 50年の漁種別に見た各特徴をしめしたものである｡

その組み合わせをみると,小型店びさ十のり産婦の組み合せが,28人とLtkも多いO小型底 びき

十流し網十かき養殖の組み合わせが 4人,小型店びき十かき屋姉の組み合わせが 3人,いそだて網

十つぼ細の組み合わせが6人となっている｡

この他に, 1本釣 りのみ 40人.いそだて網のみ2人.つぼ栂のみ 6人,小型底びきのみ 50～

60人となっている｡ また, 1本釣 りの娘合は,油漁は少ILL､が,副収入としての観光釣 り船から

の収入が多い｡
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また.根元制度についてであるが,これは漁業胤n]組合が結成 された時点で,株を組合に持たせ

て,協同して管理したため,網元の仰習は完全に丸くなっている0

1

2. 振興について

擬声内掛 こ而し,古 くから弧男の発達 していたZl晋町は,近海を中心として相当の漁獲もとをあげ,

地域産菜の中核として発展 してきたC しかし,lLミi山よ触族だ源の激減等,沿LJl圭漁業において,いろ

いろな問題が生 じている｡今後,このJ:うな用瀬の変化に対応 し/Lが ら安定した漁菜経営 を続け,

地域の主匪虚実として発Jjiしていくため(こ,坊樹 (iJrL研究と振興僻が展開 されている｡

施術の方針としては,次の 6つがあげられるo

(1) 魚健の設m,鮮魚の放流等により田横的/L水産中原の櫛保と脚筋をはかるo

(2) ノリ,カキ等の環殊他案の振興をはかり,そのための加工場等用地の僻保に努める｡また近代

化資金,肺近攻苅資金等を楢川 し裟鵬の近代化 '6力化をすすめるO

(3)牛寄港については,-一般港朽解揃 とあわせ漁又施設塵備をすすめ,生産基盤の強化をはかる｡

(4) 西脇,子父雁両独港の姫僻をすすめ,一層の地車鞍櫛をはかるO

(51 両-T一狩り等の観光敵菜の振興 と･㍍櫛的援助を行い,あわせて遊泳者対'&,違反漁菜の取締 りを

強化し,健全fi'レジャ-の育成に窮める｡

(6) 関係機関 との協力体制を強化,将来の漁票のあり方にたった研究,開発をすすめるO

実施されている鋸菜,まT:は予定 されているIJi一対 こ次のような ものがある｡

① 沿梓漁菜弘僻和幸

15mX l.5mのブロック(魚僻 )を葬瓜及び小父肝を中心に 200- 300m沖に入れる｡

年に約 500個を予定｡

② 小規模漁槻保全事業

7- 9月兼に小型漁船で庇びき柵を使用 し.海底をfF'i掃するQ (年に 1回 )

③ 輿礎投石林菜

500K9- 1000KクのカコウキL‡を小父催付近の掛 こ沈め,魚をつける｡

⑥ かき処理施設の盤僻

むきみ作謡の能率をよくし,労力の削減か よかるO

(参 事菜振興特別対繁坊弟

あいTLめ ･ペらの稚魚を明石常二比漁B組fTから購入し,来島 ･ITU島の中間等の梅に放流｡

⑥ 漁船 ･触臭ひさあげ噂菜

船の捗理 .船だてを行fi･うC耐用年歌を伸はすことにより負担を少なくし,経営の安定をは
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かる｡

⑦ 人工ひがた

昭和 51年から実施｡ ヨシエビ･クルマエビ･ガザ ミを中間帯成 し,放流｡

以上の1うに,魚族安野の減少に丸=ノては椎魚の放流等を実施して,横鹿的に相席をはかり,衣

殖晩発においては,加工施設の拡充/1;.産姿脈の近代化等にっとめ,｢とる漁業からつくる漁菜へ｣

の転換を強 く推進している｡

まTこ,西脇に建殻 きれていた県栽培軌菜センターが,昭和 53年か ら菜鞘を朗姶 し,県水産試験

場と合わせ,本地Jj-の触菜振興に役立つだろう｡

観光帆菜においては,櫛干狩り.観光釣 り船等の部菜を実施 しており,大きな収益をあげ漁業者

おi:び触菜協同組合の経営上相当なプラスになっており,税光レクリエ-ションの振興に力を注 ぐ

年寄町全体としてもそのウエー トは大きいo しかし,遊他者対策,適反漁菜対策を強化することも

必要であり,関係機胸 との迎係の もとに,軌選者の生活の場である漁協の保鯉をはからねばならな

い｡

51- 88 郷田澄子

51- 203 古川恭子
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第 4節 塩 業

1 媒染の歴史

(l) はじめに

胤 ま食料 として人間の生活にluも欠 くことのできない必風IL'nであるのみならず,今日では工

業原料用 として広い用途を持 っているOわが国の肝史杏ひもといてみても,人の住む所には必ず

米と垣を健保する･[:めの光則なカブJが行なわれ,また紛争の掩 となった市 もしばしばみられるo

わが国には岩塩.かん軌 かん泉のようJE天然の塩TI軒がないために,昔から海水より塩を製造

する労力が続けられてきたo

鯨に関する申柄を知ることができろのは,少なくとも今日まで伝えられた古記鮎や過物が作 ら

れた時代以後についてであるが,それ以前の舶丈文化や弥生文化を成立せしめた原始時代におい

ても,人が生存し生活していた所では, llんちかの形で塩の哨於が行なわれていたことは考えら

れるoしかし塩の生薙 ･流通などの経済行為に関する資料がないので,今日の知熟ではこれを明

白lこすることは困難であるが.その納期においでは.塩の要求に適応するため,おそらく海水を

液体のまま使用した時代があっT=であろうOそしてその後.なんらかの形で海水から塩分を分離

する動塩のための真剣な努J)Jが.試行錯誤法の中で長期間にわT=って行なわれてきたと思われるO

一般に海水からの製触法としては.末口によって水分の蒸発を進めて塩を分離 .結晶させるか.

あるいは人為的に焼いて続晶させるか,または両者の混合方法によって結晶させるかの 3方法が

考えられるが,初めのころには天lヨ法による製助技術の=夫が行なわれたようであ(),わが国の

ように多湿多雨な気象条件のもとでは.この膜的犬rl法は一一般に不通であった†こめにあまり発達

しなかったものと思われる｡

生産技術水輿の低い社会の製塩は.先簸 ･地形li･どの自然的諸条件の制約を受けることが多い

ので,鹿 も生産諸条件に慰まれていた地方において駄々に最遠 していったと思われるO ことに奈

良～平安時代の製塩妓術は.虎姫の軟人たちによって残された｢度磯 き｣の多くの歌を通 じて知

らされているOすなわち当時の製ih'技術は,いわゆる｢並歯焼 く｣段階であったと考えられ,塩

を含む梅軒を天ロlこさらし,それをかき盤め,さらに海水をかけ.それより垂れた液状の鮎水を

気良 く蛸いて水分を鵜発せ しめで塩分を結晶させろ万疫であり,r垂塩 ｣という一種の棚 過程

を思わせる作策が行なわれており,素朴な天日製塩滋や簡素な厄煮作業tこJ:る敏塩(こ比較して数

段進歩したものであった｡このような製塩技術発振方向の上に,瀬戸円徹 也方の製版方法が成立

していったLののように思われるO

平安時代より錐缶初】馴こかけて,｢塩浜 ｣による動盤法 (海岸地相の遠践の潟が干いた後,也

分が凝固 した砂をかき染めて, これに塩水をそそいで浪厚71かん水を得て,それを塩ガマでせん

こうして水分を蒸発させて梅を魁する方畦で.出所 としてはほとんど人工を加えない方法すなわ

ち環かん75法 .せんごうプ抱くともに人工を加えることの少ない状懐のもの )が行われたといわれ

ているOしかし鎌倉時代の来期になると.｢塩浜 ｣にfJんらかの人工が加えられ.整備されて,

｢塩ril｣に一歩近付いてさたと思われる. さらに室町時代になると,｢海浜 ｣は著 しく技術的発

展をとげ,自然の干潟に堤防が梢蒸され,人工が一層加えられてきた｡四囲に軽防のある一定面
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郡が ｢瓜田｣として成立 していくわけであるO堤防の出現によって,糊の干鰍 こ直接影響される

ことがなく,また土砂の流出するおそれ も少な くな り,塩の生産は大いに向上 したものと思われ

るoまた堤防に囲まれfこ｢鹿m Jには,糊の導入と排水のために縦横に走る滞 (人工的水時 )が

必要 となり,やがて槻坊に納まれ.満が縦横に走 り,湖水を導入して恐縮かん水を製造する｢塩

的 ｣の形式が次第に出釆上がってきたわけであるO このような形式の ｢軸m｣において,塩分の

付若 し[:砂土をかき淡め,この上から潮水をかけて蔽縮水なしほり出すための設備である｢士舟｣

といわれるものが利用されていたことが知 られており,後の ｢入浜式艦m ｣の ｢澗井 ｣とほほ同

様な目的のために利用 されたのであった｡

以上述べてきたように,古代からrTl世に至る製樹技術発展の方向は,海水を面接熟 し製塩する

｢莱水法 ｣的技術からより進歩 した海水を濃縮する方法を工夫 し,その方法の 1つとして｢塩浜｣

が利用 され,やがて｢塩Erl｣が考案されてきた過程であっTこOそして徳川時代になると.塩Eq開

発によって濃縮海水を掛 等し,それを煮詰めて塩にするせんこうの方法と技術が一府発展 し,そ

の結果.近世における穀塩の生産力が飛軽的に増進 していったのである｡この戯縮鴨水を掛 等す

るために利Jllされた脆mとしては, ｢勘択式塩田 ｣と｢入浜式塩田 ｣の2つがあるが, この 2つ

の塩FItこついて. ｢El本塩薬史 (日本専売公社発行. 29- 30ペ ー ジ )｣に次のように述べら

れている｡

『揚浜式垢Ellが入沢式塩mに必ず先行するものであったとは考えられない｡両者は.坂田の地

形的 ･天候的諸条件によって規定 きれて,訪地方に併存 していたのである｡ただし,製垣技術

の発展方向よりするならば, ｢揚浜式塩田 ｣より｢入浜式坂口 ｣へ という展開が韮本的であっ

た｡この人浜式塩田による魁垢は,塩円の開発という巨大な土木明菜の成立をまってはじめて

可能であるところからして,加m胸先を完成 しうる大きな力の発展が前提となってくる｡ この

ような垢m開発が緒につき盛んになり出 した時｣馴ま,座長頃からであって,元禄期以後急速に

塩ET]の開発 .#.僻が進められた.すなわち入浜式壇印による魁巌 も,おおむね右の時期を出発

点 とし,地形,海浜の状態,天候申倍等から有利な擬声内海のいわゆる｢十州地方 ｣に特に展

開 して行 っTこものであって. こ こはわが国の垢の供鈴の最大要地 となり, この瀬戸内掛 こおけ

る定位庶人浜型式の製塩技術は他地方の掛はの模唯となったのであった｡入浜式塩田は,米作

(麦作 )のための新田開発に随伴 して開発された崩合が多 く.在来の｢自然浜 ｣や ｢揚浜式塩

m ｣に比して, きわめて能率的な塩Elであった｡このように,肺戸内海地方には入浜式塩田が

禿達 し.それとともにせんごう技術 も進歩し,福い生産性 をあげつつあったか.梯川時代Iこお

ける封建的社会組抱が,各滞ごとに一応の独立 ･自給 自足休制をとることを原則 としていたと

ころか らして,梅浜に面する大名は,地坪的.先験的にさわめて感条件が存在している場合に

あっても, (例えば南部清の三陸地方 ･能登地方等 )それの克服に努め.生産性が きわめて低

し噸 合でも,生産を続けていたのであった｡徳川時代の製触地方は 掛声内海のr十川地方 ｣に

次いでは九州,東海,東山地方であり,東北,北他,山陰地方は.三陸の-一部や維登の一部沿

岸を除いては,ほとんど坂を産出 しなかったO以 下には｢揚軟式塩飢｣および｢入沢式塩托目

について若干説明する｡
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まず｢掲浜式塩田 ｣の生窪技術について概説すると,この揚浜式塩田は,地盤が海面より高

く.海水を塩田に干満の差Jを利用 して導くことか困難な地形的条件の下において行われるもの

であるo拐浜塩田の構造は.地方によって多少の相違がみられるが,海岸には触EE]防卿のため

石5'は 防を築造 し.汲狼の侵入を軌 とするへBlmの地盤は多 く粘土質の土を五寸内外敷きつめ,

その上に悔紗を撒布し,聴水をかけ,臨み固めて地盤面に私製が生 じないように整備されてい

るO塩田には人力で海水を汲みあげ,海水をまき,地盤中に漏洩することを防ぎつつ,太陽熱

と即 コによって,水分を-#発せしめ,海分を放抄 に転昂せしめ, この撒砂を抜き集めて操作し,

恐縮塩水をつくるのである｡ もっとも,損訴式塩山の中には,右のごとき地盤を棉築せず,天然

のままの砂浜を利用 して製塩を行 うものもあったO秋乱 新潟,石川,福軌 京私 高知等の

海岸地柿の一部に,行われていたものがこれであり,常電地方には最近までこの方法が営まれて

いた｡

次に｢入浜式虚附｣における敷庖技術忙ついては,人前式が近世以後において基本的な,一

般的な技術 として尭展 したものであるところから. しばしば論せ られているが.ここでは,｢
揚浜式垢m ｣と対比して,その大略を述べておく｡｢入浜式塩田 ｣は,海浜の三角州や,砂州

の発達 した地方に帝辞される坂田であるOまず,患ロの地鰍 ま,哩防によって外部の梅酒と区

別され,海水の不要な侵入を防LLする｡地盤面はおおむね海水干満の中位の高度 となし,地盤

面の一部を振って溝をつくり,艇防の取入L=Ltt)蒔かれTこ海水をこれに通せしめる｡塩田面を

井鮭の目のように掘った疾稀の梅水は.塩DI]地盤に浸透するが,毛細管現象によってこの海水

は塩田面に上昇し,地盤面に撒布 した嫌砂に附若しやすいようにしてある｡撒砂に附帯 した海

水は,日光と風力によって水分を超克 してかん抄となるのである｡銀砂を天日にさらしている

闇lこ栴水をかけることがあるが,これは毛細管現象を旺掛 こするための-1名｢呼び水 ｣といわ

れ,この呼び水は勘訴式塩刑の水まき(赦籾 )とは本質的に性質を輿 にするものである｡この

かん砂を｢沼井台 ｣にijl-め入れ,｢蔀満水 ｣で上よりかけ砂を洗い.かん水を得ろ｡かくて.

姓得 きれた濃縮塩水はせんCうされて塩となるのである. この人浜式塩B]fこおける技術は,撹

浜式塩mのかん水採取の技術に比粒した壌含.苦しく経済的であった｡入浜式鹿田が誰により

発明され,何時頃から実地されるtこ至ったかという点については,文献の上では必ずしも明白

ではないが,おそらく,近世紡顕に板戸内海十州地方の海田業者が経験をかさねて行 くうちに

偶射 こ案出した独特の技術であると考えられる｡ J]

入浜塩田法によるかん水洩椿化の技術は.徳JH時代においてはば完成をみるに至っT=のであり.

徳川末期よt)明治時代にかけても,依然 としてこの人浜塩田法が,かん水濃縮化の手段として,

主要製塩地掛 こ維持されてきた｡そして明治以降岡部 20年代にかけてこの製塩技術の発展方向

は.大浜塩田法による塩水濃縮化過程 (珠かん部IJl)iこ含まれる技術と横桁化されたかん水をせ

んこうし,塩を結晶する過程 (せんCう部門 )に必要な技術に関するたゆまない研究のプロセス

であったQすなわち,操かん部門における棟弊おJ:び玉土手の整理 ･沼井および蔀垂霞の改進 ･

赦抄の選択 ･持浜時刻の繰 り下げ ･確蚤の多良採取 ･かん水自動輸送装匠の設備 ･かん水天日浪

椿装匠の設備 (憤斜式,障段式.任免衆式などL)守.またせんこう部門における茶気抜きの設備
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･かまどの改善 ･煙突の改造 ･骨炭lこよるかん水の『過 ･小型自動絵炭親の設備 ･釜屋内動力の

FLEZ化 eST式魁億法の普及 ,合同機械製腰法の%･及等は製塩技術の進歩を物語るものであるO

既述のように入浜塩m法は,われわれの祖先によるfr塩な経鋲の所産であり.これに平釜式 ･

蒸気利用式および共要式茶魔法が採用 されて,わが国独特の巧妙な魁塩法とffっていたのである

が, この人浜塩m法にも,人手を要し,また降雨のために作業が中断 し,かん水採収丑が減少す

るという欠点があるので.入浜塩田法を流下式塩田法に政審 してかん水収丑の増加および労務費

の節減をはかり,平釜式並びに蒸気利用式せんごう設備を其空式に改善 して燃料の節約をはかる

製塩技術が,昭和 20年代の終 りCろから昭和 30年代にかけて聖地に移 されたO この流下式塩

m法は,瓜田を短冊状に区痴し.それぞれ l/ 100- 1/ 120の趣勾配をつけて海水を流下

せしめ.そのhTi]lこ蒸発を行い,まT:枝集架を併用 して濃厚かん水を採収する方法である｡ なお流

下式瀕m法の改良熊 として塩化 ビニールシートを塩田面にしきつめ,かん水の漏洩を防ぎ,収LTt

増大をはかる試みも行われた｡この方法によれは,入病魔F]法に比較して年間の採かん日数は向

上し.かん水の増収になるのみならず.入浜塩田の所要労務者が l町歩当 り5- 6人であるのに

対 し,流下式塩mでは0.5- 1人ですみ,人件数を著 しく節約することができたのである｡

しかし科学技術の進歩は,わが国独特の製垢技術である鹿田法によるかん水濃縮化の技術から

イオン交換樹脂膜駁塩法に移行 させることとなった｡たとえば爺海塩梁株式会社は,徳山曹達株

式会社の開発 しT:イオン交換馴 旨節製瓜法を帝人し,昭和 39年 1月イオン膜法製塩筑故工場 (

年産 3,000トン)を建設 し,昭和 42年 10月第 1次イオン膜法製塩工場 (年産 36.000ト

ン)の稼臥 昭和 46年には収納限度正全部をイオン膿製塩法に切り換えた｡ このようにして澱

軒桁水を柑るfこめに利用 され†こわが国特有の塩EIは,日本か らその姿を消 したのであるO

(2) 年寄地方の雌業史

以上,わが国における製塩方法の歴史的親展過程を概観 したわけである｡次に牛怒地方におけ

る製塩の歴史的過樫をうかがってみようと思 うのであるが,今回の調杏においては,それらに的

する焚科があまり得 られなかったので,この頃の不十分さのお許しを願いたい｡

｢丘浜村放線痢 (編者野口匠苗太, 37-38ページ )｣に,

｢新に埋立 られT=海相以外師楽iこは土器の出ることは土地の人は皆から知って居たO同和三

年十二月山本唯二.lrl｣本満#一両氏の改新 こよt).水原放泉氏の調香 となり,師楽式1常 と名

付けられ1=｡椀形の物にて口辺の厚さ一一分五鯉鑑部は五厘位.口辺外面に平行線格子総目形麻

の環形鳩目形格子形耳他各穂の文様あるもの多 く単文の付いT=もの もあt)鮮手の物は文様ある

もの少 く文様の種類 も少い｡両者は地域を異にして出土し同位 による相違は恥 1任である.形

状は椀形及杯状糸吸付の物 もあるD肺炎式土牌 は,良.海岸旧海岸から出土するので,長概煎

氏は製塩用であろうと唱えられた｡

近藤態郎氏は此説に賛成され爾来魁塩土幣説を唱える人が多 くなったO帥楽式土祭の出る所

は窯跡であろうと思 っていたが,軌晦壌跡であると云われている｡附近で焼かれf二であろうO

食器として使用 され′こらのもあるかと思 うo盃状糸数は弥JJi式土器に もあり師楽式i蘇のみで

はない｡ ｣
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と述べられているように,師梁武士軌 よ跡唯-古墳時代に製嵐用に使われた士祭 と考えられ 年

窟町における製塩の歴史の一端をうかがい知るLとができる｡古代から中世lこ進むにつれて,当

地方においても海水春田接熱 し魁戯する｢薪水法 ｣的技術から一周進歩LT=海水を浪縮する方法

を=夫 し,｢漆原焼 く｣段階から｢舶浜 ｣段僻へ さらに初期 ｢塩田｣段借へと発展していった

と考えられる｡

年寄地方は気候的 ･地形的に塩の生産酪条件に臨まれていたので,近世になると｢入浜式塩田｣

が開発されるようになったo ｢邑久郡結節二尉 (相帯小林久暦堆,490ペ-ジ)｣に,

『由米備前は,所謂如塩十川の-にして缶の宮越の垢焚 く煙は膏に詩人の好材料たるのみなら

ず,亦本県に忘るペからざる項数産物の･-,r人草解式 ｣に草生毎歳の食料中の垢は肺前国司

に命 じて毎年正税一千束を出し,苑利息を以て雷叔せしめLを以て知るべく.邑久都塵忍村は

其盃なるの地也｡

脚 国之内fl17々 瓜浜多 Lと畔も邑久郡のEペ曲忍村にて解版宜し,外の所にては焼塩はにが り

をさす故不宜,鹿忍掛 こはにか7)を不入而恕 こまかにて名物とす江戸-も大分廻る｡〔鵬胸記 〕

鼠,磨忍村より出る巻上品とす.7E俵(樹仁けり ,小棒 (長浜村 ),組海 (拙山村 ),久々井

(即日村 ),等塩浜多し〔節税国点〕,埋野又は拍野塩浜 〔金毘羅参謂名所図会〕』

とあり,また岡山経済文化史 (若者岡段平.80･-81ページ)にも,

『垣も日本通用の備前のQ.物であるO

｢鹿忍塩 ｣(邑久都塵忍の所産 )は,搭州赤松の ものと供に.深自美味也 として,｢和漢三

才図絵 ｣が載せてをるから.E]本的にも可成 む汚名だったことは想像に難くない｡

｢巡見留所職,Ⅷ虚数 )(類纂 )によると.邑久即す軒,児島郡石七十一軒,内,鹿忍五十

九軒,小中村四十七軒,味野,m非十六軒宛一等で,鹿番が髄屋敷でも備前第-IUcL-って与る｡

詮 り,光政転封よt)文化頃までは,礎に,魔道が腕前脂の主産地だった理であるO 』

と述べ られているように,全国でも有名であった術前髄の中でも,魔祖廟は特に良質の食塩とし

て天下にその名を知られていたわけであるOま1.. ｢牛窓風土物帝 (部者刈虚栄昌,239- 24

1ペ-ジ)｣lこは,当地に姻係のある鮎U](/再n付塩臥 大輔塩札 紺浦坂肌 鹿忍塩田 )につ

いて,次のように記碗されているO

｢ 小津相加Eq

小津村の垢LBは,国噛 ･票利郷 ･菩九郎浜の三ヶ所で,万冶年中 (1658- 1660)に

開発されたO国垢の坂浜は-町八反七畝六歩半,粟利郷の坂浜は八反四畝九歩半あったが,国

塩の浜は文政年中 (18I8- 1829)lこ,収外の埋没が烈しく水抜けが惑 くなったので,

一町余畝歩を加地に開拓 した｡
(

大浦塩田

大輔塩田は,埋立工卦 こよって土手町 ･出来町が完成 した雅文元年 (166 I)に開発 され

たが,その後荻水の出入が不可能になり.文化 出F(1810)に新口に開拓されたO

相補塩田

紺711減 圧tは,寛永(鑑永元年- 16Li▲l)以前の閲見 で,当時は僅かに四畝歩の海浜に過ぎ
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なかったが,詑政八年 (1796)に至 り,牛懲村の匹平 ･右八の両人が,共同額薬 としてこ

れが坂田の拡張を立案 して,浦庁の許可を受け,紳堤防の築設の大工可 に掛 り,五ヶ年の年月

を宮守して,約五町捗の広大な侮日lk開発 したけれども,築堤工事の粗雑から石垣は棲み,漏水

は烈 しく噴出して,海水は満々と塩浜にみ/Sぎって如何ともすることができなかったOそして

既に軒金掛 こ陥ったのか,これを牛窓村の杢兵衛.和気郡 日生村の宗兵術の両人に一切の権利

を訴渡 した｡両人は堤防 と湘洩箇所を修理修復して,文化二年 (1805)に漸 くこれを完成

させたのである｡

宗兵衛の持分は,中浜-町八反四畝歩余,下浜 反̂五畝歩余,杢兵衛の持分は,下浜-1町七

反余歩,と区分せられ.塩辞を除 く総計四町五反余渉の大塩田はこうして造成 されたのである0

鹿忍村塩m

鹿忍村の塩田は,何時頃開発 されたか詳かではないが.池田家文四 (損琴線 )に,

宝永六丑年 (I709),下役人改め,塩浜畝数七年四反三畝十八歩半.台数九百六 卜,置

屋五十五軒｡

とあって.既に七町四反余畝少の大塩田が造成きれていたか ら,恐 らくは相浦塩田よt)遥かに

占い歴史を有することは間道いない｡頗忍塩田でその後記録に残されたものは,事保 (事件元

年- 1716 )以後が多 く,いずれも塩の販売に的する浜元の訴えのみであるから,多良生産

に裾捌きが追われる結果を来し,市軌 こ鹿忍額が汎濫したことを物語っている｡

沖浜塩mの開発に就いては.崩弊録に邑久耶商事田村の案之介なる者が弘化二年 (1845)

から三ケ年計画で開発 したと記 され 長尾家文円には,天保十一年 (1840)に機屋fr右術

門が開墾に着手した, とあってその正否は決 し難い｡

規の儀装 と販職

江戸時代の塩の俵鼓は,六億臥人は四斗,一斗八升の二穐類,差垣麦梓俵は四斗四升,凹斗

二升.四斗の三種類,藁俵は二斗三升.二斗二升,一斗八升の三種額とする定めで,鹿忍堀の

俵髭には周囲角形に鹿角形の焼印.抑珊&-の俵茸には,角形に吉の焼印を押捺 したo

蕗私腹の阪鞄は広 く,大阪を第一の詔要地 とし.閲束 ･北陸 .九州に及び,江戸ではにが り

を碍びない鹿角形印が人気を呼び.池田家の江戸屋敷では,鹿忍塩のみを常Jflしたと伝えられ

ている｡近 くは,津山方面は膏井川の高齢 叶を利用 して,鹿忍塩の取引きが行なわれたか ら,

作州方面の物資 も又必然的に曲忍年寄両村に運搬 されて,市場を賑わしたのである｡｣〔(

)内の年数は選者が記入 〕

しかし,小粋相原Fuのうら粟利郷については,｢｣言訳付託 (編者小林#太. 149ペ-ジ )｣

lLY-.

『新浜は字粟利郷天神山の繭普蔵閏の河北にあり,元蓄蔵柄と一桁の梅面な+)L,が ｢箆保三年

亥 (1743 )の秋東のわだ垢浜に相成 り鑑 地々主代り,天保年中 (L830- 18′13)那

に作 り侯云々 ｣

｢投資面｣に文政七年甲申 (1824)六月

小粋村之内字東利郷fJ京浜八反四畝九歩半迫年外晦埋感水抜不定浜某桐山挟二付筋鋼線揚Ejlu願
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下役人見分立上帝届云々
元免五ツ八分九塵

浜畝八反四畝九歩半吊-石八斗五升六合物成一石三斗下免五ツ四分変成ナシ内二反八畝二歩

半肪細五反六畝七歩繰掛鮒高一石二斗三升八台物成六斗六升九台但当巾年分ヨリ子年迄鍬下五

年 』〔( )円の年数は聾者が記入 〕

とあるように,粟利郷塩田は水抜けが恵 くなt), 11代将野徳川家斉の時代に廃止きれ,やがて

加地に開拓された｡

以上のように,江戸時代において塩の生産が盛んであった当地方の塩業は,明治以後どのよう

になったのであろうか｡小印村塩即について,｢1主煎村誌 (肘者小杯寿太. 150- 151ペー

ジ)｣(こ,

『釜谷垢山は字国威の束にあり,此地元長浜満の浦慣なりLを万治元年 (I658)脚重 した

るものの如 しO ｢擬盟蝕 ｣に

小津村塩浜

宝永六丑年 (1709)下役人改

塩浜畝-町八反七畝六ZG-半

とあり元禄元年 (1688)十月二十八口付都塵fTJ石丸平七郎の｢小津村定免相 ｣に銀百六十

二匁八分塩釜屋御運上と見えたり｢長浜村記録 ｣に
良沢付塩田は木村民音九即と云へる人二百年前 (元禄時代か )海面を埋立て新に開墾 したる

もの,故に蓉九郎浜と称す明治十八年 (IR85)大に改良を加へ面目一新す云々

かくて数百年間塩釜の雁絶ゆることなかりし机 明治四 卜五年 (1912)地主赤松武平次其

筋の許可を得桝地盤理法によりB]肌 こ変換し,今や庁噂貴職の穣々悪たるを見 る｡ 』( )内

の年数は来者が記入 〕

とあるように,長浜村 (明治 8年 12月小津村 と典71FF村が合併して長浜村を赴き,同 22年 6月

1日村制を契鮎,阿和 29年 10月 1日昆浜村は年寄.鹿忍の2町と合併 して,新たに牛窓町を

斑き.大字長浜 となるO )垢即は明治 18年 に改良されたが,明治 45年には廃止きれ,田畑に

的拓された｡この明治 45年坂田廃止は,杉山台三郎氏による長浜帝 (錦梅酒 )干拓野菜 と第 1

次灘塩地難度 (明治43･JI4両年度 )の影響を受けたものと思われる｡第 1次魁塩地整理が行

われるようになった簡僧は.次のようである｡す(.L･わち,原専死創設 (塩専売法明治 38年 1月

1日公布,同年 6月 1FT施行 )以来日も瑞く,ほとんど全国の海岸至る所に製艦地が散在し,当

時内地塩の生産虫が約 60万 トンあり,加えてlJ析 ･El雷の両軸争後,台湾,関常州に坂田が多

くできて安価な垢が生産され それを17わざるをえ1Eくなったので,塩常絵の調節 と塩価の低減

という目的で.瓜田境理が行われた｡

また江戸時代に閑発された鮒珊瓜田の外に,餌治になって柑輔湾の塩田化=田が計画されたが,

｢牛窓風土物語統 (著者刈屋栄昌, 40-41ぺ-ジ )｣に,

｢ 相ノ内i湾の塩m化

岡山県霞岳郡倉敷村字粋も?平氏は.年寄村酵晒(柑構帝 )地前海面二十一町七反十四歩の塩

Fl]香道成するE肋 で出願し,明治 卜三年七T]二n,允許より十八カ月限 りの成功を条件 として
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許可を受けると料 こ,海岸の埋立.噸田造成のための堤防築設に君手 した｡

まず帝促の基礎 として投石は開始されたが,泥質が軟弱なために投入する岩石は埋没 して難

工串なることが判明 した.しかし根気強 く大曲石は投入され.和み菰ねられて.翌十四年三月,

堤防の石組みがほとんど完成した時に,堤防の西方部の大半が-時化陥没 して,手の施しよう

がなく,遂に工司i杏放辞 し1:｡｣

とあるように,塩刑造成工野はその中途で挫折 した｡ しかし,抑輔塩田は明治,大正 と昭和に入

っても製崩が続けられていた｡ところが,第 1次大概後に訪れた不景気,昭和 2年の金融恐慌.

昭和4年の世界大恐慌,個和5年の良薬恐慌と金解禁のための物価の泉藩という不況 と恐慌の続

くもとで.帝 2次製塩地盤期 (昭和4 I5両年度 )が実施された｡この第 2次製境地軽理は.塩

霜給の調節 と胎価の低減という目的の外に,低コス トで生亀虫が増加 しつつあった台漕および関

東州の植民地生産鮎の市場確保の意味をも持っていたのである1 このような恰勢の もとで,鮒浦

塩田は昭和 5年ついに腐止され その塩EU光掛 ま二度と見 られlJくなった｡

次に.江戸時代に良fiの食塩としてその名が広 く知 られていた鹿忍塩は.明治以後 どのように

なったのであろうかO鹿忍垢B]は魁船齢として明治,大正,昭和と塩の生産を就けてきたが,昭

和 30年Cろから,これまで行われてきた入浜塩田法から流下式場F]法 (枝条架を併用 )に移行

する状勢となり.また大塩円の造成 (蹄栃湾 500ha余 )と近代化きれた魁塩工場の建設を目

的として昭相 31年設立された銅梅摘果組合の迎設工軸が着々と進行 し,唱和 34年 4月 10日

製塩工場が完成 し,運転が掬始されるようになった｡このような伊勢のもとで鹿忍の塩業者,掻

束塩薬 (慰問 22ha)と服部有呑舎 (娼m 7,5ha)は,研和 3LI,_'rF12月製塩菜を廃業する

こととなり,長い歴史をもつ鹿忍堀田は,ついにその姿を糾したのである｡

かくして長い歴史と伝統をもつ当地の雌mは,すへてその姿を消し,代って新たに親猿虚業が

頗洋一の近代的製粒場 として,その雄姿を現わすこととなったのであるO (蜂谷哲人 )

参 考 焚 料

小林野太 :長浜村法

野口匠暮太 :長浜村誌続編

小林久磨雌 :邑久郡誌第二編

岡長平 :岡山経済文化史

刈屋栄昌 :･'仁慈風土物語

刈屋栄PJ:牛懲風土物爾続

日本専売公社 :口本塩業史

2 銅板塩英株式会社

現在,虚業について牛窓町と関係があるのは,節晦塩菜株式会社のみであるので,次に同社を

取 り上げて見てゆ くことにする｡

(イ)会社の沿革

第2次世界大槻末期及び耶臣後の食料鮎の不足が食軌の不足 と同位に国民生活に与えた不安 と恐

怖は,われわれの記憶にま1二新 しいところであるが.当時わが岡食料塩の年間需要血 110万 ト

ー 2 3 6 --.



ンに対して.生産漣はわずか45Tjトンに過ぎず,その不足並は外塩の再製に依存するよりほか

達がなかったOかかる新.昭利 27串 5月,団円垢 EI給に旅する固辞が閣議で決定されたので,

印加久宜氏は.近代的設備と合理的な経常によl).腰の増隆 ･晶質の向上 .生産費の低減という

製脚 菓近代化の念願達成のため.jLi的化された大塩田の造成 (錦海湾 500ha余の干拓地内

に )と近代化された製庖二亡解の建設を目的として.唱和 31年 3月 5日錦海風策組合を設立 した｡

元来錦海湾は地形上略円型に湾入 し,額南方に隣り.付近に流れ込む河川がないので,海水の

濃度が高 く.海底は浅く平坦で,土質や気候lJ.･どの自然現象 も塩の生産に好適な条件を備えてい

るので.湾口約 2,000mを締め切t), 500h a.余の千恥 地内に大集約塩刑を造成することと

なった｡しかし,新海帝一柳 i深度 30m余に及ぶ赦弱粘土地盤で構成されており,従来施行の

オランダ工法では長期の日数 と多大の経費を要するため.如何なる工法を選ぶかが当面の大間超

であったが,種々研究認否の結果,当時世界土木界に出現したアメリカ土木の新技術サンド4ド

レーン工法が収適であると判明 したので,同工乾の採用を決定し,昭和 32年 1月 18日外堤防

締切 り工事の起工式を挙行した｡

工軌 ま西松埋設株式会社によって苛々と進行 し.新工軌 ま心配された軟弱地盤にその威力を発

揮し,昭和 33年5月 26日延長 2,000mに及ぶ大堤防の鍛造締切 t)に工貯 6億円で見事成功

を収めた(児島湾の農林省堤防 1.500mは4か年と工牡 26倍円を要 した)0

その後塩田造成の排水作薬 も順書跡こ進み.次いで干拓地円の諸設備の建設に取 り掛かろうとし

ていた昭和 33年8月 12日,堤防中央部約370mが突然沈下するという不軌の大事故に遭遇

したが,復旧工印於 1億円余と短期 7か月で墜闇な雌防を復旧完成 したOその後.探塩設備の建

設 も行われて操業を開始申.昭和 35年8月の台軌16号,翌年の室戸台風及び集中豪雨などに

よる相次 ぐ災禍に見舞われ,枝集架の別儀や塩m内に雨水が充油するなどのiB書を受けたが,よ

く苦難を克服 して, 167基 (1基の長さ 100rn,幅 20m )の枝粂架が放列するようになり,

500ha余の干拓地内に造成きれた340hLの大塩田と近代的な製塩=場の雄大な景観は,

求洋一の製塩場の伶容を示すこととなったのであるO

写舞 4-4- 1 釣瓶坂印 写真 4-4-2 饗場 工場

既述のように当社は昭和31年 3月 5日錦転心業組合として発足したのであるが,さらに坂梁

の一層の合理化と統一的経営を行い,将来の企業安定のために,昭和 37年 2月 23日幣本金 4

位円の株式会社に改組した｡
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流下式塩田法 (技粂架を併用 )は,入浜塩田法に比較 して年間の採かん日数が向上 し,かん水

の増収にfJるのみならず.人件費を新 しく節約 して製瓜原価を低減することができるが,輸入塩

価に比較すれば,なお著 しく高い｡しかし既述のように,科学技術の進歩は,塩田法によるかん

水衷新化の技術からイオン交換蛸胴段製塩法lこ移行させることとなら,製塩業界に-大変革をも

たらしたのである｡すなわち,節海由美株式会社は,徳山四連株式会社が多 くの年月と研兜録を

費や した結果開発 したイオン交換蛸胴膜製塩法をいち早 く導入し,昭和 39年 L1月イオン殴法製

塩試験工嚇 (年産 3.000トン)を班設 し,企業化に進む第-渉を踏み出し,昭和 42年 10月

には節 1次イオン股法製塩工勤 (年産 36.000トン)が塚舶するようにな り,昭和 44年 5月

21円賢本金 5位円に, さらに昭和46年 3月 31円祭本金 6倍円に増や し,昭和46年 12月

25日にはついに収納限度韮全部をイオン脱穀垢掛 こ切 り換えた｡

袈-4-4- 1 . rJtl 発 の 経 過

摘 要

E]本専売公社か ら塩業鼠合設立認可

塩田築造のため,公有水面埋立免許節を岡山県知弔宛提出

外堤防締切工研起工式

公有水面埋立免許 (岡山県指令港第 39号 )

製塩工場用地造成のための公有水面埋立免許申請

同上公有水面埋立免許 (岡山県指令塔第 173号 )

取塩工場完成,運転開始

秩父宮妃殿下御命駆

虫 薬製臓臨時括旺法によt)収納限旺磁 90.7 70 トンとil:る｡,

(許可高 112.000トン )

外樫防潮止締切工J_B起工式

外収防中央部一部陥没

台晩 16号によT)枝粂架倒壊外被ai

鮎旧堀轍止完了

鍋梅化学株式会社設立

折海製鎖株式会社設立

塩 草凪合 を改組 し,株式会社 と13る｡汗本金 4倍円

.公有水面埋立免許権辞液中前 (塩田部分 )

同上認可

塩田および工場敷地県公報告示 (県公報 6257号,岡山県告示

278号, 292号,277号 )

同上土地の所有権保存登記完了

高松宮妃殿下御台庵
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年 月 日 摘 要

196419671969 4A 82ー 徳山曹達 (株 )との挺舶 イオン旋法穀塩試験工場 (年産 3,000

トン)建設

天皇,皇后両陛下行や啓

lO 節一次イオン肺法艶鮎工切.(年箆 36.000 トン)複軸

5 打本金 5低円

l970 6 22 鍋櫛 汚水 ｢築け式会社設立

1971 3 31 宍本金 6伯円 '

12 25 収納限度L!全部をイオン悦製塩法に切り香 えるo よって全塩田 490

(ロ)会社の現状

錦悔塩菜株式会社の板要 (昭和 53年 3月 31日現在 )を表示すれば,次のようである｡

義-4-4-2 蔀億 塩菜株式会社一覧 欄 和 53年 3月31日現在 )

所 在 地 邑 久郡 邑 久町 尻 梅 4 3 9 6番地

株 去 数 1 6 6人

代 襲 者 氏 糸 山舶 久 宜

役 可 駒 締 授 1 2人 .監 恵 投 3人

賢 本 金 6倍円

竣 工 年 月 (許 可 ) 昭 和 4 6年 8 月 2 5 日

製 晶 放 題 , 食塩 .特 例塩

lか年 の 魁 造 指 力 I15 3,0 0 0 トン

生産契約 5 0年 度 L5 6.3 9 5 トン5 1年 度 15 5.8 3 JIトン

5 2年 鑑 l6 4.8 3 2 トン

従 業 員 人 数 1 7 5人 (明 1 3 1人 , 女 4 4人 )平 均 年 齢 4 1.4&

平 均 給 与 1 4万 8千 円

取 引 銀 行 株 式 会社 百 十 四銀 行

踊 孫 会 社 航 海 化 学 株 式 会 社. 前 転型 袋 株 式 会 社 ,



別業以来昭和46年ま

で行われていた流下式塩

田法では, 12- 13万

トン(年産 )製塩するた

めに広洪たる大山日二は従

業員 360人を要 したの

に対 し,現在の イオン交

換樹脂膜製塩法では.従

菜員 175人とわずか7J 写茄 4- 4-3 釣梅垣菜株式会社全員

工場敷地で16万 トン(年産 )の廟を生産することができるようになった｡

(A)会社における現在の製塩工程

現在の製塩工程は海水取入=程,前処壇工程,珠かん工程 (透析工程 ).せんごう工程 (煮詰

工程 ),脱水 .乾燥工程.包装工程の6工程か らなっている｡

(a)海水取水工樫

鮎 に使用する原料栴水は,工場岸壁 よ り沖合約 200mの所まで海底に設けられた鉄管から,

取水用 ポンプと送水用ポンプによって取 り入れられる｡

(b)前処理工程

取 t)入れられた原料油水は,操かん工程で不都合をおこさな

いために漣過給で滋出される｡由定過材 としては川砂が使用 され

ており,漣過水の濁度は0 1- 0 2p.p.m.であるO

(C) 採かん工程 (透析工程 )

溶過 されT=海水は透析掛 こ入れられ,海水中のNa十イオン

とCElJオンを氾気を使用 して捕射 し,塩分粒度 165み//l

- 1709･/tの塩分の濃い塩水 (かん水 )にするo透析楢

のイオン交換膜挿入法には水槽塾 (助 イオン交換膜 と陰イオ

ン交換膜を袋状にして用いる )と締付型 (イオン交換膜を袋

状にせず, 1枚 1枚のイオン交換膜のr帥こ絶縁パ ッキンを入

れて締付枠で締 め付ける法 )があるが,当社 の主体は水槽塾

で,締付型は就験 として使用 しているO 当社の使用 している

イオン交換膜は徳山四連株式会社の製品であるが,股メーカ

ーには外に旭化成=菜株式会社,旭硝子株式会社がある｡
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写寅 4-4-5 イオン膜践煤かん
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(d) せんごう工程 (煮詰工程 )

塚かん工程で得 られたかん水の水分を,蒸発価で.発I

TE後の雑気の熱を使 って蒸発させ塩を析出させる｡ この

過程で塩言分洩度は2602L/ C-3009･/ √とtJ.･る｡

(e)脱水 ･抵埠工程

この工程では生坂器 (析出塩を嫉める ),遠心舟艇濃

(遠心力で水を分離する),乾娩馳 (熱風で水分を甫尭)

が使用される｢すなわち,せんCう工腰で析出Lf=スラ

リー状 (塩液混合 )の題は姑瓜器に触められ,次はこの

柴垣器より惑い垢スラリーとして抜き出し,次いでその

塩スラリーを,遠心分那鹿の回転体のFrlに張 ってある金

網の串に入れ,回転遠心力で金牌の伸 こ水を損 t)LIJ,し,

金網の内に塩が残る｡遠心力で脱水した願は水分が 1-0 写其 4-4-6 せんこう工場

- 1･5%程度 となる｡さらに遠心脱水した塩の水分香城少させるために,乾娘磯の熱風に塩を接

触させ,垢の水分を祇発除去 し,塩の水分は O.1%(遠心脱水の 1/ 10)となるO

(f) 包袋工程

包法工程では,必要な設肺 として自動計広軌 自助包装横,パレットローダーが設置されてお

り.塩稚別に包装し,パレットに耶臓するO

写英 ′1-4-7 地軸用パレタイザー 写fiI4-L1-8 並塩用自動計成句泣顔

以上のような製塩工程ほより, 1日当り約500トンの塩が生産 されているo

J むすぴにかえて

軌 ま生命の源泉として古今東西人間の生活とは切っても切れない関係にあるものである｡世界

主要国は自国内に宕虚,かん糊,かん泉などの塩賢帝を豊富に保有してお り,またこれらの塩幣

源を欠き,海水に塩a)給源を求めている国々でも.太滑熱の利用に有利な気象条件を備え,廉価

に塩を供給 しているO しかし.岩塩などの塩幣原に慰まれていないわが国では,多湿多雨の気象

条件にもかかわらず,管から海水より塩を作ってきた｡海水から塩分を分離する製塩方法は｢政

初のころの天日や磁器によって海水から直掛 こ塩を作る努力 ｣から｢海水をまずかん水 (浪縮塩

水 )にし,次にこのかん水の水分を蒸発 (せんごう)して結晶塩を製造する方畦 ｣へと進展して

いった.そして我が国における魁塩技術の発展方向は,より進歩した採かん技術 とせんこう技術

に関するLff霞な研究努力のプロセスであったOすなわち,採かん方法は,いわゆる｢髄垣焼 く｣

段階から｢塩浜 ｣矧管へ,次いで｢歯田 (粉浜式塩田 ･入沢式塩田-流下式番田 )｣段階へ,さ
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らに今日の｢イオン交換樹脂膜 ｣段階へと進歩 し.またせんぐう方法 も.かまど･釜 ･燃料など

に関する幾多の改良進歩の変速を経て今日の訳空式 ･加圧式多重効用熟無権へと発展してきた｡

このような製塩技術の飛躍的向_L_により.今日では昭力 .石炭等エネルギーの得られる海岸の適

地であれば,米銀条件に制約されることなく,製触工脇を建設 して食料塩を生産することができ

るようになった｡

以上,当地方の塩薬について考察 してきたのであるが,当地方の塩菜史は一いわばわが国海業

史の締周であるとも言えるであろうO しかしなが ら,わが国内において外国垢なみの価格で塩を

作ることはなお困稚/A.-状況にあって,園内塩業の行 く手には規多の容易でない問題が存在してお

り.天然の塩賢帝 (曽厄 ･かん瑚 ･かん泉など)に怨まれないわが国にとっては宿命 とも考えら

れるが,塩菜に関係きれる方々,とりわけ鈴梅塩莱株式会社の方々には,この宿命 とも言える困

難の克服に一桝寄与きれんことを切にm)待 してやま/iLL､｡ (岸刑明久 )

参 考 幣 料

鈴海協業株式会社 こ新海脈にl開先の沿革

軒海職業株式会社外 .一頼公書地鋪梅

錦海海業株式会社 :工場案Fl,A
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1~T T

第 5節 工 業

1 工業の発選 と現況

(I) は じめに

旧年窓町 (明治 22年 6月 1日町村制による牛窓村.明治 29年 2月 26日町制卸 亨).鹿忍町

(大正 13年町制施行 )および長浜村 (明拾 22宰相制施行 )が昭和 29年 10月 1日合併 して,

新町名も牛窓町 として誕生 し,その後さらに昭和 3OrF3月 31別口大宮村の千手地区が編入 され

て,現在に至っているO したがって年君町の人口推移をみる場合にも,旧 3カ町村全体から考察 し

なければならないと思われる｡

表 4-5- 1によれば,観前の'-F窟町の人口は的 LJ,400-9,600人傑旺 (明治 35年の 9.0

78人および大正元年の 9,585人は,調香時点が 12月 31日現在であF),大正9年から行われ

菜 4-5- 1 人口の推移 t二

牛 窓 町 鹿忍町㈹ 長 涙 町 汁

明治 35年 4,302 2.773 2,Ooユ 9.078 12月 31日現在,現在人見

大正 元年 4.583 2,952 2.050 9.585 〟 ,現住人口

〃 9年 4,730 2,717 1,953 9,400 10月 1日現在,現住人口,国勢調査〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃J′ 〃 臨時国勢調香

〃 14年 4,776 2.722 I,911 9.409

胞和 5年 4,789 2,857 1,9▲15 9.591

〃 10年 4,795 2,863 1,931 9.5B9

〃 15年 5.03Ll 2,753 1,870 9,657

〃 22年 6.55) 3.616 2,429 12.596

l 〃 25年〃 30年〃 35年/y 40年〃 45年〃 50年 6,679Ir1l 3,592 2,347 12.61812,328ll.52910,3319.61̀09,469 〃 滞庄人口,国勢調査〃 〃 〃〃 〟 〃〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 〃

(荘 ) 昭和 54年 4月 (推計人口 )は統計おかやま(1979年 7月や ),昭和 35,45,5O年

は岡山県統計年報 (昭和 38.47,51年 ),大 LE14年,昭和 10,25年は国強調萱報

告第 7巻 (岡山恥 ).その他は岡山県続.引 10O年史よ りo

るようになった国勢調杏は.昭和 22年までは. 1作中で殿 も人口輿動の少ない 10月 1日に現存

する人口をとる現住人口方式で調べるようにlLL･わ.その後の国勢調査は,調香時点 IO月 1日に調

香場所に3か月以上住んでいる人口を調査する御庄人口方式に変 更されたO )であったが,戦後の

昭和 22年には 12,596人に.さらに昭和 25年には 12,618人までに急増 している｡ これは.

第 2次世界大槻の激化にともなって起こった都市か ら郷里への疎陸削こよる帰郷者の増加 .職後の復

員 ･外地からの引き軌 デによるものであろう(,しか し.観後 日本産業経済の復興 ･発展にともない,
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長年の懸案であった過剰労助力は経済成長のなかに漸次吸収され,ff金格差も次第に縮小され ,む

しろ労働力不足が収在化 してくる過程のなかで.当町においても都市 ･工業地碍-の就収による人

l｣流出現毅がみられるようにfsり.当町の人口は昭和 30年 12,328人,昭和 35年 11.529

人,昭和 40時 10.331人と年々滅少傾向をたどり,昭和 45年の人口は9.640人と1O.000

人を判 り,さらに昭和 50年には 9,469人に城少 している｡ しかもその後も依然 として当町の人

EJは減少Lxも味で,昭和 54年 4月末の推計人Llは 9､339人に減少 している｡

次に牛窓町における産業別威業者数の構成割合の推移をみると(表 4- 5- 2参照 ),第 1次産

業は昭和 5年の 59.3啓から昭和 25年には57_6針こ減少 し.昭和30年に578帝と一一一時微増

したものの,その後昭和 35年 514%,け日和 LI0年 46.3飾,昭和 45年 37.8帝,昭和 50年

306帝と減少傾向をたどf),これに対 して第 2次産菜は昭和5年 15.9帝,昭和 25年には197

針こ上即 nL,昭和 30年には一時 16.3針こ賊少 したが,その後脳向 35年 21.8帝.昭和 40年

237率,職和 45年 29.3多,胸柵 50咋328弟と漸増傾向をたどり,また弟 3次座薬は暇和

5年の 24･8%から姻和 25年には 226かこ減少 したものの,その後昭和 30年 259多,旧和

35年 26.8帝,昭和 40年 300序,阿和 45年 328番,臓和 50年 365魂と増加幅向を示

しているo Lか し.脈和50年桐山県全体の産長別就業者数の構成割合 (第 1次産業 1617帝,節

2次産業 37･0帝.第3次産業 46.1解 )と比舵すると.牛窓町は第 1次産菜がかなり高 く.第 2

次 ･第 3次産農 において低い｡

また.牛窓町における｢製造柴 ｣就業名敬の焼成割合をみると,昭和 5年の 15.8帝から昭和 25

年には 17,1かこ増加 し,昭和 30年に 13.5卓へ一時減少 したものの,その後昭和 35年 16･1

帝,昭和 40年 194飾,昭和 45年 251弟,晒和 5O年 273帝と増加傾向をたどってお り.

昭和 50年岡山県全体における ｢製造業 ｣成典番数の構成割合 (27.4番 )とほとん ど同程度にな

っている｡

牛窓町は岡山県南部碩寄 りに位荘 し,油戸内海に面 して昔より内海の良港 とせられ .江戸時代に

おける参勤交代の大名や朝鮮使節等の寄港地 として名蒔く,江戸初期には,すでに年寄千軒 と歌わ

れ,円晦航路のjtll･衝であり.備前額部の拝所の拠点であったO岡山地名事典 (巌坪政右縮門鮭臥

43ペ ージ )によれば,牛窓は r江戸時代には櫛戸内海を航行する朝鮮宿便の寄港地に指定 され.

木蓮苛は信蚊一行の宿泊にあてられたO僻前席ではこのようなこともあって牛窓港の整備に力を入

れ,元禄7年には長大な一 文字渡止臓 を築き,灯向台を設け,遠見番所 , 茶早を建 て,在番の者を

臥いて管理 させた｡ ｢吉備温故 ｣に牛窓村,棋TLり,軌 山京橋 まで6里 28町,海路 7軌 Lld-628

石6斗 4升,田畑 122町 5反 5畝 11歩半,家 883軒 ,男女 4,241人,池 28ヶ所,船 165

也,愛蔵 とあt).商家軒 を弛べた大きな在町 (ぎいまち )であ-)たo･-･･･明治 22年 6月 lEl,

町村制による牛窓村をLlき.同 2i)年 2月 26日,町制を実施 して年寄町 とするo鉄道運柏の発達

にともない,港湾 としての繁栄が収得できなくなると.後方の丘陵を徹底的に閲畑 して,ばれいし

上.かぼちゃ,はっか,たばこなど特殊作物の耗席や奨励 し,一万では島塊や海浜の抗観 と豊田Ii

史跡地跡を資材にして観光方面 の開発を行馴 ､,昭和に入ってからはオ .)-プ歯の経'gfがはじま り.

観光と産業のマ ッチした郷土色を加 えたoまた木造船の造船が盛んであったが,太平洋戦争後は鉄
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鋼船に切 りかえられたoJとあるO

今回の舶盃においては,戦前の工業についての賢料がほとんど得 られず,また得られた資料も断

片的なものにすぎず,ことに大正初刺から昭和 10年ごろまでの江村である現勢調香時 も一部分 し

か保存 されていなかったので,当町のエ某に馳する考察も職的Ii省略せざるを得ないO

(2) 昭和 29年～昭和 42年の工其

既述のように,当町の人口は枇後の昭和 25年には股苗の 12,618人とな り,昭和 30年には

12,328人とやや減少 し.また就農音数 (表 4-5-2参岡 )においては昭和25年 5.560人,

肥和 30うード5,567人,lW和 35年には現店の 5,940人を示すようになったが,しかしそれ以後

今日まで人Uならびに武漢者教はともに減少の一途をたどってきているoこのような事情から.当

町の工菜についてまず哨和 29年 -昭和 42年の間の推移を概観 してみることにする｡

盛 4-5-3によれば.ヰ選所数は昭和 29年の 上18番某所から昭和 35年には42番菜所 (昭

表 415-3 製造繋種別郎箕所数 ,従某省敬i=3よび製造品出荷敬等 (単位 :万円)の推移

英 和 別 昭和 29年 昭和 35年 昭和 38年 昭和 42年

*# 従菜 製 造 品 llf菜 従業 製 造 品 撃菜 従業 製 造 品′ヽ 解菜 従糞音数 魁､遺 品出荷額等R L E) P 出 o ■ P 月

食料品軌道其 10 73 8.907 13 127冗XX冗X 9.118 10 102XXXXXXXX26 13,167XXXXXXXX1,461 9 106 17.951繊 維 工 業 312 18XXf 43 473XX5,679Ⅹ377 2 X 2 1 X X

衣服その他つ繊維製品製造柴木材 .木製品製 造 業家具 .妓備品製 造 業パルプ.紙 .樵加工品製造業出版 .印刷 .同閑 適 座 薬 12 XX 22112 721121 11972XX104Ⅹ337 4,31323.4581 XX14.038

化 学 工 業 3 1 X 1 汰

窯業 .土石製品 製 造 其 15 X16 1 X 26 2 67,768

鉄 鋼 業 1 X X 1 Ⅹ X

金城製品製造裳 4 13 602 616 25122 2.62827,067

-般機観相典製 造 某喝気韻械器具製 造 英資習 管 掌その他こ軌道菓 8114 131X103 5,961X5,030 5ll1 7090Ⅹ 6,4866.669X 31】 8297 5.69616.082

合 計 48 608 42,052 42 711 70.758 LI∃ 791 108,025 49 885 157,223

昭和 35,38,42年は岡山県統計年報 (昭和36.38.42年 )よりn
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和 36年 39串某所,昭和 37年 38琳某所 )に減少 したものの,昭和 38年には 43事業所に.

さらに恥和 42年には49番某所に上馴 nL.従業者数は昭和 29年の 6 08人から昭和 35年には

712人 (昭和 36年 810人.胸和 37年 吊86人 )に増加 ,昭和 38年 791人 .昭和 42年

885人 となり.1事業所当 りの従讃音数は昭和 29年 12.7人,昭和 35年 17.0人,昭和 38

年 184人,昭和 42年 181人と漸増傾向がみとやられるoまた製造品出荷筋等については昭和

29年 1̀2,052万円,昭和 35年 70,75871円.昭和 38年 108,025万円,さらに昭和 42

年には 157,223万円 と大きく増加 してお り,14f某所当 りの製造品出荷頂等は昭和 29年 876

万円.昭和 35年 l,685万円,鵬和 38年 2,512万円.相和 42年 3,209万円と増加 し,ま

た従業者 1人当りの製造品出荷額等も昭和 29年 69万円.昭和 35年 99万円.昭和 38年 137

万円,昭和 42年 178万円と増加 しているD

さらに業種別にみると,昭和 29年において相違用瀬城辞典製造菜が 14･･S某所 (串菜所組数48

の29･2帝 )と股も多 く,次いで食Fl品製造菜が 10事業所 (同 20･8帝)と多 く,また唱和 42
一′

年においても輸送用機械鰭具 16番楽所 (串繋所揺数 49の 32･7帝 ).次いで食料品 9事業所

(同 1814飾)となっているOまた蛤推工菜は昭和 29年 3部業所.昭和 35･38年それぞれ2

番某所,昭和 42年には1胡:某所に減少 しているのに対 し.衣服 ･その他の繊維製品製造英は昭和

35年 l功貨所.昭和 38年 2ヰ某所 .昭和 42年には74r某所に増加 しており,化学工某は昭和

29年 3群某所 ,昭和 35138･42年にはそれぞfL14f薬所 となり,一般磯城糖具魁遺業にお

いては昭和 29年 8号‡某所 .昭和 35年 54【某所.昭和 38年 3事業所 と減少 し.昭和 42年には

ついに姿を消 していることなどが荘目される｡

次に当町の製造業全体では,昭和 42年は昭和 35年に対 し串某所数 l.2倍,従業者数 1.2倍,

製造品出荷額等 2.2倍に伸びてお り,岡山県全件に掛 する嚇某所数 11倍 (昭和 35年 10,899

串某所 ,昭和 42年 12.198番某所 ),従薬草敢 1,l倍 (昭和 35年 147,484人.昭和 42

年 204,667人 ),製造品出荷額等 34倍 (昭和 35年 23,217,504万円,昭和 42年 79,

534,648万円 )の伸び率に比較すると.昭和 35年～昭和 42年の間の伸び率は,辞某所 にお

いて当町の万がやや措いが.従業者数 と製造品出荷顎等においては岡山県全体に比較 してかな り低

い∩

(3) 佐近 10年間の工業 (昭和 42年～52年 )

最近 10年間 (昭和 4 2年～ 5 2年 )における牛藩町および岡山県全体の製造業種別邸薬所数,

従業者数および製造品出荷租等の推移を茸示すれば ,髭 4-5-4のようになるOまず岡山県全体

についてみると.昭和 42年～ 52年の間に.叫某所数で佳日されるのは,屯気親域賂良が3･4倍,

金属製晶が2.2倍,一般成城器具 ･鴨密機械館只がそれぞれ 16倍,非鉄金摘 ･鉄鋼 ･倫送用機械

器具がそれぞれ 1.5倍に増加 していることであるB従共著数では,栢密機械器具が 4 4倍,fE気機

械鰭具が 39倍 .石油魁品 ･石炭製品が2･1倍,鉄鋼が 19倍.金屑艶品が 14倍 といったところ

が大 きく伸びており,また製造品出荷額等では.IiE気機械器具の30･3倍,珂僚機蝶番具の205

倍.鉄鋼の 11,2倍,石油製品 ･石炭製品の84倍 化学工薬の 6.1倍,金田製品の5 0倍,一般

磯城器具の4.8倍などが特に顕著に増大 しているL.このように岡山県全休 としては誼工薬中心に増
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大がみられ,軽工賃には串来所数 ･従業者数 ･製造品出荷領等において,製造業全体の伸び率より

低い菜#.が多く.ここに県南,特に水島臨栃工賃地相の彫轡がみられ,軽工業から塵工菜へ塵点が

移行 してきたことが明白に うかがえるo

次に牛窓町についてみると.昭和 42年では,既述のように串某所腐数 49.従糞老嬢数 88 5

人,製造品出荷顎等総雄 157,223万円で .そのうち坊某所数では愉送用機械器具が 16(事業

所総数 49の 327飾)とL良も多 く,次いで食料品が 9(同 18,4飾).衣服 ･その他の輸推製品

7(同 14.3飾) 食餌製品 6(同 123帝)と統いており,従業者数では峨連用機械磨A･が122

人(従業者総数 885人の 13｡8飾),衣服 ･その他の繊維取払 119人 (同 134多),食料品

106人 (同 120帝 ),金屑製品25人 (間2.8人 )であ り,また製造品出荷額等においても輸

送用機械器具が27,067万円 (製遊晶出荷鞄等総研 157,223万円の172飾)と最 も多 く,

次いで食料品が 17,951万円 (向 11.4多 ).衣服 ･その他の繊維製品 4.313万円 (同27帝),

金屑製品2,628Jj一円HhJl.7飾 )であったoそして 10年後の昭和 52年においても,事業所総

数61のうち輸送用磯城終兵が295別こあたる 18と最も多 く,次いで食料品が 12(串某所組

数61の 19t7飾),衣服 ･その他の繊維軸品が9(同148帝),金屑製品 5(同8.2帝)と統

いており.従業者数では輸送用機械賠良が 257人 (従業者総政 1,055人の 244番),衣服 ･

その他の繊維製品 137人 (同 130飾 ),食料品 61人 (同58飾 )などであり,また製造品出

荷額等においても輸送用機械終具が509.302万円 (製造品出荷確等絵顎 1.265.375万円の

40･2串)と最も多 く,次いで食料品が 40,829万円(同 32飾),衣服 ･その他の繊維製品が

19,702万円 (同 1.6帝)などとなっている｡このようにみてくると.昭和 42年～ 52年の10

年間において,輸送用機械牌具製造業の当町製造男全体に占めるウェイ トは,事業所数では32.7

帝から29･5労にわずか低下 したものの,従業者数では138歩から244多-.製造品出荷額等

では 172労から402帝-大きく上昇 していることに注目される｡

なお,昭和 42年-52年の間における当町製塩菜全体の伸び率を岡山鼎全体 と比較 してみると.

水菜所総数 ･従選者絵数 ･製造品出荷箱等縫取の伸び率は,いずれも当町の万が岡山県全体よりも

高い(串某所総数の伸び率 :当町 1.24億 ･岡山県 102倍,従業者総数の伸び率 :当ulJl.19倍

･岡山県 103倍,製造品出荷衝等松髄の伸び率 :当町 805倍 ･岡山県514倍 J o

(吉野智率 )
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糞 4-5-4 割遊濫用別{TL某所敷 ,従業者赦および製造品出荷徴等の推移

叫 業 所 数 従 業 者 数 製 造 品 出 荷 朝 等 (単位 :万円 )

牛 窓 町 岡 山 県 牛 懲 町 岡 山 県 牛 窓 町 岡 山 県

昭和 42年 昭府l52年 42*%lUOとする 昭和 42年 昭和 52年 42年%lOOとする 昭和 42年 昭和 52年 42年を100とする 昭和 42年 昭和 52年 42年を100とする 昭和 42年 昭和 52年 42年%100とする 昭和 42年 昭和 52年 42年を1(刀とする
辛 併収 失敬偶成 'R放 flV成 実教 構成 実数 構成 英数 偶成 実 数 柄成 実 数 純成 実 数 構成 実 数 構成 偶成 実 数 構成

也 比 指 数 也 也 f旨 救 比 比 指 数 比 也 府 政 也 比 f旨赦 実 数 比 也 荷 敷

食料品製造菜 9 18.4 12 19.7 133 2.OOB 165 1.鮎0 13.4 83 106 12.0 61 5.8 58 19,826 9_7 19.976 9_5 lOl 17,951 ll.4 40,829 3.2 227 8.766.110 ll.0 33,519,008 8.2 382

縦 椎 工 芸 1 2_0 2 3_3 200 I.602 13_ユ I.623 13.1 101 冗 X X X X 29.271 14.3 18,570 8.8 63 Ⅹ X X 冗 X 6,194.964 7_8 13.684.379 3.3 221

衣日脚 止の繊維魁品製造策 7 lLl,3 9 14.8 129 2.108 17.3 2.ユ94 17.6 104 119 13.4 137 13.0 115 31,009 15.2 33.829 16_U 109 4,313 2_7 19.702 1.6 457 6,114.792 7.7 23.ユ62.780 5.7 379

木材 .木魁品魁 遺 業 2 LLl 1 1_6 50 714 5_9 575 4.6 81 冗 I X X ヽ 8.394 4.1 6.662 3.2 79 ヽ X ヽ Ⅹ 汁 2.139.980 2.7 6.495.632 1.6 304

家只 .妓備品製 造 業 1 2.0 2 3.3 200 483 4.O 545 EI.4 113 ヽ 冗 X X X 3.723 I,8 4,125 2.0 111 ヽ Ⅹ Ⅹ X X 642,848 0.8 2,Sol,163 0.7 436

バルブ.舵.紙加工品魁遺業 1 2.0 2 3.3 200 222 1.8 197 1.6 89 X X X X X 4.939 2.4 4.280 2.0 87 冗 X X X X 1.723.195 2_2 5,379.291 I_3 312

出版 .印刷 .同 幽 迦 産 衣 2 4.1 2 3.3 100 319 2.6 422 3.4 ユ32 X 冗 X X ヽ 4,509 2.2 4.884 2.3 108 X X X X X 782.456 1.0 3,6Jl9.203 0_9 466

化 学 工 菜 1 2.0 2 3.3 200 115 0.9 105 0.8 91 Ⅹ Ⅹ X X X 12.761 6.2 12.517 5.9 98 X X X X X 10.852.297 13.6 66,050.027 16.2 609

石油製品 .右腕鮎晶製造業 I 1.6 ヽ 25 0_2 24 0.2 96 A X X I,481 0.7 3,051 1.4 206 冗 X X 9.723,603 12.2 81.328.098 19.9 836

ゴム魁品魁遺業 85 0.7 85 0.7 100 5.170 2.5 4.223 2_0 82 833,252 1.1 3.594.543 0.9 L131

なめLb､わ 同製品 毛髄製造業 86 0_7 6-2 0.5 72 1.Ll32 0.7 714 0.3 50 332.420 0.4 435,233 0.1 131

惣菜 .土石製品 軌 道 菜 2 4.1 I 1_6 50 547 4_5 72l 5.8 132 X Ⅹ X X X 16,089 7.9 15.612 7.4 97 Ⅹ X X X X 4.006.043 5.0 15.937.382 3.9 398

鉄 鋼 某 1 2.0 1 1.6 100 6.I 0ー5 95 0.8 lLl8 ヽ X X X X 8,230 4.0 15,420 7_3 ユ87 X 冗 ∫ X X LI,925.650 6.2 55.368,033 13.5 1.124

非 鉄 金 属熱 遺 業 26 0_2 39 0.3 150 1.637 0.8 1,736 0.8 106 2.478.741 3.I 7.089.146 1.7 286

金 屑 製 品数 遺 業 6 12.3 5 8.2 83 323 2.6 696 5.6 215 25 2.8 15 I.4 60 4,402 2.2 6,145 2.9 140 2,628 1.7 6.213 0.5 236 I,051.794 1_3 5.304,087 1_3 504

-般機械鰭具製 造 菜 2 3.3 i E115 3_4 672 5.4 162 X X X 9.516 4.7 ll.231 5.3 118 X X X 2.634.055 3.3 12.656,076 3_1 480

昭責も機械離具製 遺 糞 60 0.5 205 I.6 342 2.436 I.2 9.460 4.5 388 296,186 0.4 8.980,334 2.2 3,032

峨送用機械器14 割 造 兵 16 32.7 18 29.5 113 292 2.4 433 3_5 1.18 ー22 13ー8 257 24.4 211 27,423 13.4 26,966 12.8 98 27,C67 17.2 509,302 40.2 1.882 14.016.372 17.6 53.049.947 13.0 378

稲密機械器具軌 道 菜 13 0_i 21 0.2 162 265 0_1 I.157 0.5 437 47,134 0.1 966.162 0.2 2.050

そ吋也の 獣道菜 1 I_6 X 2.691 22.1 2,〔65 16.5 76 X X Ⅹ 12.154 5_9 10,809 5.I 89 X X X I.972.756 2.5 9.254.094 2_3 469

合 計 49 100.0 61 100.0 124 12.198 100.O 12,429 ユ∝1.0 102 885 100.0 1.055 )CH),0 119 204,667 100.0 211,367 100.0 ユoョ 157,223 100.0 I,265,375 100.0 805 79.534.648 100.0 loo.0 51一l

(注 ) 岡山県統計年報 (昭和 42,52年 )より平出n
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2 主要な-'好運所

以上は当町の工業全般の憤様について考焦 してきたわけであるが,次に当町に存在する群発所の

うち,いくつかとりあげて見ていくことにするo

(1) 株式会社野口商店牛態t腸

株式会社野口繭掛 ま,脚和 35年 7月衣料占;I.の滋盛を目的 として設托され,現在資本金 2,000

万円で,本社 (大阪市西成区千本南 1丁目18番5号 ),牛窓工機 (岡山県邑久郎牛窓町牛窓 1̀9

61).朝日工朗 (岡山市史片岡 4979),LdĴ工iq(剛 山県邑久郎出久町山EEl圧 47- 2 )か

ら構成されてお り,代設取締役社長は野UJた三郎氏である0

年窓工掛 ま,昭和 38年 3月に虚q.きれ,衣剛 d(丁駄ズJi:I/が巾心)の縫製を串裳円背 として

いるo当工場の軌地面矧 ま約 86O〟r,て切槌軌面印し旺坪 )4'1071Fの外に食堂/:i-どの施殻があ

り,経馳開設備 としては, モノ /6()台.,ボイラー,~7イF7ソ/1ど10台が備えられているn

工崩長は博戯取締稚野口博貞 氏,従

濃月 54名 (うち71]二r･5FT.女子 19

名 ),平均年齢 40鼠 平均給Ji(Lt

爾 )2,800円,作讃時帆は′｢前 8時

-午后 Ll将 5 0//1まで (､うち休感 5 0

汁 )である.,

作芙II.掛 よ,人仮の九㍍衣料株式会

杜.株式会社中捌 郎 削告lLL-ど数社から

支給 された原反を裁断一一渦 動 ･仕 ヒげ

･-梱tdTr壮'.荷のITUlに進められ.出荷先

は娼反の支給元であるO当牛老~LJLJ1の
rJJ'.f日 - 5- 1 株式会社野口蕗店年寄工場

年階=土1.侍臥 よ,野Lj軌 も全体の咋rL''川J.何部2位 F'T･TjP]の約 40価にあたる1億円をあげているO

取引銀行は中国鋲'Ti/f二忍支店 ,b.11111m .mj愈岬/ト潜支店 rfどで.決符勅 は 6月 (年 1回 )であるo

工場長野lj情義氏は｢瓜t引まアン7確巌途 ヒ田地藤尾の帝戒は少な･くなってきたが,しかし.若

年者は匹q-大専 ･岡山方面の痕跡 こ吐 くので,地城t!tL!IとeT)点から若年労鋤著の漸 守力鳩 しく.労働

力の.I,:1齢化.TIの低 Fが見られ,また季節件や七1-,i{L･との影世 を大きく受け,縫取加工tlLも抑 えら

れ気味であり,ス一,i-などの安罵 りに対抗するた桝 こも織機化 ･自動化 ･合理化を促進 し,加工

敷設の増大と生産 コス トの軽減 を計る必要があるが.鍵製卦 こは機械化の組煉/L作業が多く.人間

の手作賃を必盛とする部分が多 く,中農のtfJ=帖としてrT助娯約位が蕗 く,頗扱化は腰 しい oそこで

噌在労助力の借用として家匪内m存利l=目し,周n:はこ(T)比屯が描 くなっているoLかし,現在これ

らに対する哲理能力を持つ人材が不氾 してお り .節理者の養成も必要 となってきているo ｣といっ

ておられるo

(2) 日本オ リーブ株式会社

オリーブがわが軌 こ初めて入 ってきたのは文久 2牢 (I862年 )といわれてお り.明治 40年

(1907fF-)に政府が勧曲解 としてオリーブ胡塀Qr)普及に乗り出し,翌 41年に小豆島でオ ー)I
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プの栽培が始め られた0年密では偶和 15年に服部和-郎氏によってオ リーブ裁培が始められ,そ

の後次第に栽培本激を殖やしていき,昭和 20年春には栽培本数 800本 (5ヘクタール)までに

増加 したo磯後このオリーブの活用方法が検討され 価格の安い檎入オ リ-プ対帝 として,オ リー

ブを原料とした付加価値の拓い化粧品の製造 を計画することとなり,昭和 2 4年 6月に服部抑一郎

氏により日本オ リーブ株式会社が設立 され,純粋オ リ-プ油の製造 ･販売を開始 し.昭和 27年ご

ろか らt-ォリープマノン｣の商標で化粧品の生産に乗 り出 し,全国に販路を広げていった｡

当社は現在資本金 1,800万円,-t好男円琴は化粧品 ･医薬部外品 ･健駿食品などの製造 ･販売で

あり,農務組織 としては本社 (岡山県邑久郎牛窓町牛窓 3,9 11- 10),工場 (本社 とRlじ).

研究室 (本社と同じ),巽東出張所 (東京都文京区小石川3丁目 1- 3伝皿院 ビル円 ).関取出張

所 (群.喝娯筒崎市上豊岡 128).東海出張所 (静岡市願名目1301- 7),中部営業所 (名古屋

市中区橘 )丁目17-28EHllILビル内 ),大阪出張所 (大阪市住吉区万代西 5-20),桐山出舶

所 (岡山市厚生町 2丁目12)となってお り.取締役社長は服部ぢよ氏である｡

本社 ･工lJ"l･･研究毎の敷地面刷は 1,6507が,建物面相 1,363.37d.機械設備 としては搾油機

1台 ,クl)-ム乳化装置,ク1)-ム充

填袈把.ボイラーなどが設mされ.従

業員は63名 (うち男子 25名,女子

38名 ),平均年齢 33.5歳,平均給

早(月額 )約 225,000rq.作澄時

間は午約 8時～午後 5時まで(うち礎

休み 1時臥 ′r二前と午後に 15分ずつ

休憩 )であるO

作業工層は,オ l)-プ油については

オ1)-プの架や搾油的一一遠心分離縄の

順に,クリーム(化粧品 )については 写拭 4-5-2 日本オ リーブ株式会社

原料-坪丑-加熱-溶解や乳化装旺 (水分と油をかくはん )-充填装把 (ぴんに充Lfl)-包装の順

に進められる｡原材料のオ リ-プはオ リーブ圏から.香料は小川香料株式会社 (大阪 )から,化粧

品に必要な原料一般 (油.非晶など)は日脚健二郎商店 (大阪 )から,脂肪便類は宇治産澄 (IZGj山),

ぴんは浅井ガラス(大阪 ),プラスチックはOEライト(大阪 )から仕入れている｡

年間販売額 (昭和 52年 6月～5 3年 5)日 は7位 1千 5百万円,販売先は全国の化粧品店 ･頻

局などであり,取引銀行は三井銀行岡山支店 ,中国盛行年懲支店 ,腕前信用金庫牛窓支店で,決BI

朋は5月 (年 1回 )であるO

当社の研死開発部長伸崎三郎氏は｢石油/Jどを原料 とする化粧占7.のために.府が荒れたりする化

粧品公雷がみられ,消甥者の間に自然点rnJが広がってきてお り,刺激の少ないオ リーブ冬頃fIlとし

た化粧品の売上げが虚近増加 してきている｡ しかし轍戸内海一紺で採収 される原料のオ ･)-7'のii

に限界があるので,この点が当社にとっても忍摺である｡ ｣と語 っておられるo

(3) 拓祖酒連珠式会社
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1環視酒造の前身は天保年間にIh'17中屋 ｣と増 し.天神山戒 (年窟町牛窓 3097の 1,現存敢 )

で酒造都側巣 という古い歴史をもっている｡成孤新造床井全社は姻細 29年 8月,資本金 1.200

万円で設立され.昭和 35年に酒造某の近代化および将来の増産体制に即応するために,現在地

し年寄町Jf窓 4943の lJに｢干寄蔵 ｣を･捷課 し.製造場 を｢干寄蔵 ｣に移転 した.

｢千野戯｣の倣地面和は約3,0O O坪.｢結き 15ノー トルの鉄筋 コ･/クリー ト建ての本蔵 と,

付属建物 (壌詰,梢米,合印等 )の数瞬がある｡本成 1脈は.駐崩茎,貯蔵室,原料処理室,夢圧

搾峯.生酒処理室,構丑試験室｡ 2倍は酒母轟,粒 乱 酔

威酵壷∩ 3階は仕込通路に区分 され.製遊上層に従って正

体的に諸設備は配旧され,冷房生れもほどこし.長朋改造

も可能/cL･近代舷であるO疎内部は明るくTH龍で曳山工収に

ふさわしく,さきに岡山県から食.Tl.優良施設に府定 された｡

そして千帝政は,あらゆる榊械設備の導入によって.科学

的品質管理方式が採用されていて,従来のカ･/と経験のみ

にたよる晶質管軌 夜r即 F菜等はすへて鵬止さrL.作某維

串も向上して.杜氏の腕も充分発押される仕組みにILって

いるO｣(刈盛栄自著 ｢牛窓風土物讃統｣2･11･-242

べ-･})この千野蔵には紬の庭園.迎釣堀,広軌 排水池,

7㌧ ル等を配 し,盾造段f311もよく.古くて新 しいタイ7'の

酒蔵である｡

次いで高祖酒造株式会社は,企紫合理化のため,昭和39

年秋から邑久町の家野酒造株式会社(ff本金 350ノコ円,

社長凍野冒太氏 )と合併の話合いを進め.里 LIO咋 4)｣ 1

胃炎 4- 5- 3

高祖酒造株式会社千野蔵

日に同社を吸収合併 し.資本金 1,550月円に伯母したn

当社は現在氏本金 3.0OO万円,非業円答は,(I)料簡｢千帯 ｣特級 ･1級 ･2級の魁冶 ･販売,

(2)原酒賑嵐 (3)酒約 ･米ぬかの販売,(4)不軌産の打乱 (5)有価証券の保有であF),所在地 は岡山県

El/̂郎牛窓町牛窓 4943の1.代表取締役社長はね祖 L]出夫氏であるo

当社の蚊地面桁は9,9OO〝I.建物

面相は1.715p/,錦城設備としては

相米機 2台,自動洗米磁位.必米自軸

送 り袋匠,感米放冷軌 自助型斐麹拭.

自励移搾概,自giJJ瓶詰セノト.ホーロ

ータンク 12O本/iどが設罠されてい

るo従業員は管理販売部門で5名 (ラ

ち朝子 2名,女子 3名 ),その平均年

齢 ′12歳.平均鈴与 (月砺)101,470

乱 作裳時間はノF前 即時-午後 5時 ま
写山 1- 5- 4 打紐酒造株式会社正門
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で,他に製造部門 で季節成人 9名 (男子 ).その平均年齢 44歳,平均給与 (日顎 )7,800円,作

業時間は午前 7時-午後 6時 までとなっている｡

懐遁 工位を暗闘にすれば.次のようである｡

(玄米 ) = (白米 ) ニ(点米 )

輔米 洗米 ･爺米

二 二 :- -,-･一 三 二 一･

(滑拍 )

原材料 としての玄米は岡山県産米 を網rL｣爪新造組合連合会 から.また也ヨ潮 7ルコールは合FFil酒粍

株式会社 .宝柄造株式会社7,Ltどから仕入れている｡魁造品山荷街 としては.原酒販売が西宮桁のJhjZ

燭本家肺造株式会社-年間約 1位円 ,哩,iiL=劉品干瀬 の販売が卸店 ･小宅店 ･消焚書へ年間的 4T万

円,爾相 ･米ぬか等の販売が年間約 1千万円であり,その外に当社の収入 として不動産 ･配当収入

が約 5百万円ある｡収引政行はrll困銀行牛窓支店,棚l:馴3'用金碓'F禽支店で,決年収は 6月 (/LTI1

回 )であるo

当11:の代表取締役杜長打祖日出夫氏は.解禁に対する間鹿点と抱負について ｢清酒は.段近の一

般経済非 の不況 と酒類間の政争激化の膨管を受けて.その消費の伸びが停滞 しており. しかも輸入

原Fl引ILT用する他の酒類に対 して,米を使用するTTT帝 は層年の米価 アップのため原料lFJとなり.収

益が圧迫 されるという聞濁点がある｡ しか し古い歴史をもつ当社 としては,晶質の良い岡山脱産米

の陵用 と主産地灘地区-の距離的ヰi利きと気恢 ･人的条件 (鵬中杜氏 )などの好条件を生かして,

虎大手ノーカーとの原酒版竜によ り,また地酒の良 さを出し,観光地牛窓 とともに発痕 していきた

いo｣と.:Tiってお られる｡

(4) 株式会社周遊船鉄工qT

株式会枇岡造船鉄工所は,岡倒木店の避鮒部 として明治 40年に木造船n建造 を粥蛤 したのがそ

の起源であり,その後次鰍 こ板戸内海遡航の機帆船.旅客船,軌臥 締/,Eどの各摺紛糾 を建造 する

ようにな り./I二者造船茶界 を リードする歩み魯鈍けたnまた大正 1U年に合発会牡牛懲鉄工所 を設

止し.船舶用焼玉 エ ソ}ンの恥進 を鵬的 し, 10- 150鳩力の戯閑 を処rFした｡ しか し,船体 と

鵡関は碑の両輪のようfi,関係にあるので.Lflj和 17年に両者を命併 し,資本金 19万円の合資会tL

JLq造船鉄工HTrを設立 した巾 この合資会川咽造船鉄 T.所 は.その設けの趣旨inり,木造鮒の建造 とこ

れに必盟的 焼玉エ ソ}ソの郵迄をIFiっていたが.第 2次世非人軌の進展にともない,耶用船の受任

が多くなり,徴用1の受入rL.叫裳現役拡俄のため朋fl119年に資本金 80万円の株式会社岡造船

鉄 r'-所に組成変更 した｡ しかし,終軌再後の経済d輔 Lのもとで,当祉も一時如実不振 を余儀,1･くさ

れ,艶多の性的の克JIEZに当面 したが,宰昔 を削 ユて用難を乗 り切 り.木造船票料 こおける当社 の地

位を確保 したO脚和35年 .当時の政肘の政掛 こ即応 して,木造船か ら鋼鉄船の建造 に転換 し,昭

和 37年に打本金 300万円にtC]資 したoさらに翌 38年に賢本金を600万円に倍衝増巧 して生
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産設備を腰麻 ･増強 し,昭和 50年 10月にはさらに資本金を 1.200万円に咽賢 し,船体機関の

-Er製造 メーカーとして.板戸内海の造船実弾に主要lci･地位を健立 してきた｡

当社の所在jtbは岡山県邑久郡牛窓町

年寄 3898.代表者は岡戯太郎氏 ,

敷地lhJfLIiは 11,50Ljttj'.建物面flllTは

3.9 8 47〆,設備 としては.次のよう

架 ･1浮船虫搬 えているO

建造船台

第 1鮒台 99LJ総屯級

(船台の長さ 70'n)

第 2船台 499総屯救

(船台の長さ 42,h) ','irlLt- 5 - 5 株 式 会 社 岡造船鉄工所

第 3船台 30O総屯致 し掛合の長 さ 410nI)

捗描船台

第 1船架 2 00総屯致 し船紫の長 さ 3L)′〃 )

第 2船架 499総屯欺 (船架の長さ 59r打)

第 1浮船頃 4州 総屯歎 '

新造船の年間建造能力は2,500総屯以上.搬轄能力は 5,000線屯以上 とな｡ている｡

従業員は 70名 (tLE知抜鮭 ･内法 ･唾溢 ･醗門T.廿などの下識け従選良 12- 13名を含む ),

平均年齢 4 2- 4 3嵐 平均給与 (時倒絵 )約 91〕OrlJ,作業時rZ=Eltま午前 8時-午後 6時 まで (う

ち唇休み 川引札 ′F肋と′｢後に 15分ずつ休敬 )であるo

作業L鎚は.設計-Ii-,ril14一触JF!- 7-キン′グー切断-廃鉄-小組立- ブpック組立-船台搭載-

蛸袋工串一喝紫-止水の日頃に進められる｡ル封ヨFlとしての羽村は川崎製鉄から.繋船機軌 よ北川鉄

Il.所から,.計糖類は煎庶n'｢特から,.t開 (エ ノiIン)は阪神円燃機工繋 ･新馬鉄工所から,郁機は

ヤンマーから仕入れている｡

年間出荷額は約 9倍円(1笠 1般 47 5百百frJ-1億 5千万円 ),順完先は主 として藤戸円 ･阪

神方面であり.収引銀行は備桐fFT用愈印LF麿支店.-t腕神戸銀行桐山支店で,決昔朋は 11月 (年

1回 )である｡

当社の噂新取締役吉III孝夫氏は｢現在造船裳削 1.円.5'と船艇過剰の膨背 で,新規の受注は極皮

に減少 しており,また追船には磯城化 ･自助化の田鮮/_i-作業が多 く,合理化が難 しいoこのように

経済環境は至 って厳 しいが,雁史と伝統をもつわが社は.この危機を乗 り越えるために,全社 一丸

となって適進 している次第 である｡Jと決意 el語っておられる｡

(5) ヤンマー造船株式会社

1,ソ7-造船株式会社は,ヤンマーディーゼルの造船部門の子会社 (ヤソ7-ディーゼルの全額

出資 )として昭和 47年 1月 1I1コに設立されたn 当社はFlもP船の造船のみな らず,FRP船製

-255-



作に関するすべての問題について総合的7 ドノ(イザ-としての機能を僻えたFRP船の郡 勺メーカ

ーである｡FRP船というのは,宇宙船11どのポデ 1-に使用されているグラス7 7イノく一感化 プ

ラスチックを解材 として造 られた船で.

店速舟艇などを造 っている｡このFR

P船は木造船に比べて3倍以上の耐久

力があるということで.販売徴 も年々

著 しい印加傾向をたどっているO

当社は現在資本金 1位 5千庁円で.

本社審箕部 (岡山県邑久郎牛窓町年恕

6449- 1).窮北¢繋部 (岩手収

大船波市 ),日本鯨都農部 (島根県出

蛮市 ).大分中濃部 (大分鈍困窮町 J

から構成 されてお り,代安着は吉川武

夫氏である｡

この工場では 1- 20トソ程度の漁船,迎搬船,交通艇,

写如 4- 5-6 FRP船

牛窓の本社工場は昭和5 1年に球菜開始.敷地面糊 27,092d,建物面ill16,766/♂,設術 と

してはクL/-ソ.コンプレッサー,他車供などが設嗣され.従業員は 113名 (うち的子98名.

女7･15名.昭和 53年6月現任 ),平均年齢 31歳 (旧 相 53年 3月現在 ),平均給与 (月rW )

144.000円,if実時間は午前8時 30分～午後 4時 45分まで (うち休憩 45分 )である｡

原材料の仕入は,樹脂を武田典品工

濃 ･三井東圧化学から,チ ョップ ドス

トラソドマットを日東紡釦から,ロー

ビングクロスを旭 77イパーから,ゲ

ルコー ト(外装唾料 )を大 日本埠料か

ら購入 している｡製品は親会社である

ヤンマーディーゼルに納入 しており,

年間出荷徴は昭和 52年鑑 46倍円の p

芙節をあげており.今後の目雌敬とし

ては昭和 53年度 93位円 .昭和 54
写真 4-5-7

年度 137倍円を計画 している｡ ヤソ7-造船株式会社本社 (牛窓 )工機

1耶l金融機関は日本開発銀行.日本邦男銀行._日本長収信用銀行 ,日本生命保険.大和銀行 .中

国敢行LF窓支店で 決rT期は3月 (年 1回 )であるo

当社の総病課長爵孝長治氏は｢現在木造船からFaP船-の移行段階にあるので,今後 しば らく

FRP船業界の業軌 ま順調に伸びるであろうが,その後次第に安定成長掛 こ移行するのでは,iいか

と患われるnそのための準備 ･計画についても今から若手 しておく必要があるO ｣と将来の嘘盟を

語ってお られる｡

(6)榛東 ノー ト株式会社岡山工壌
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当社は大正 13年 4月に初代社長佐野 韓古氏に上って古IIl号佐野 ノー トとして別業 されたoその

後昭和 23年 12月に佐野 ノー ト株式会社.さらに昭和 I13年 12月に極東 /一 卜株式会社 と名称

変更した｡極央ノー ト株式会社は現在打本金 1位Lfl,社長は佐野俊堆氏で.本社 (大阪府吹田市広

芝町 4 ),桐山工壌 (岡山県邑久郎年寄町長浜 68 87),紫京支店 (東京都台果区根岸五丁目10

I 10 ).九Jll支店 (鮎岡市中央は白金一丁臼 8- 15 ),北海道支店 (札軽市中央区北八粂西十

九丁目35),名古屋出張所 (名古越 rfI瀬Lg射桜_r日 11- 2U),広島出張所 (広島市光町二

丁目 13- 12 ).仙台出脇l軒(仙台rl鳩町 75.位砥 ビル )から構成 されている.

岡山工場は昭和 50年 1 1月に搬 農

を開始 し,学窮 ･学生一般紙軌?.を製

造 している｡工勘敵地面相 59,40O

〝Fに工l馴れ bi･生純,合印帆 野球喝

などが設けられてお r).鞭賊設備 とし

ては細線自励綴機, リーフ中紙印刷1乱

輪転機.シュリング包鼓機 ,自動裁断

織,油圧式裁断機,スプリング擾乱

リーフ穴あけ包装機,全自動 レポー ト

乱 完全包装機.背圧縮機,全自動系

8乱 ミシン,フー トB]刷機.オフセ
'写試 J-5-8 極東ノ- ト株式会社岡山工軸

ット印刷機,自動 ワイヤ扱機などが穀粒されている｡従業良は 96名 (うち男子 66名,女子 30

令 ),平均年齢 27- 28歳で,農村労働力を活用する目的で企業進出 してきており,従業員には

地元の人が多い｡作賃時剛 ま午的 8時 15分一午後 5時 15分まで(うら昼休み 1時間 )である｡

原村f-1としては.紙を大昭和製紙･神崎製紙から化入れてお り.その外にイ-/千.のり.糸 ,ワイ

ヤなどを使用する｡利払は金岡の文房具間は-販肩される.

収引政行は三和銀行.住友範行,大和銀行で.決tl朗は 11月 (年 1直 )である｡

工場長佐野由松氏は｢草道 ･学生用 /一 卜は,府 前の性質上,学年始めの4- 5月に販売布がt=l

- クに遷 し.学校の休暇中には販売.f塙が人きく落ち込み.拝聞を通 じて平均 した販売拓を維持する

ことが難 しいといった間雌点を抱 えており.学年締めのみな らず年間を通 じて詔塵のある商品を検

討 している｡また現住受皿の硬 も感 く,人手も畔よりにくいといった問題点を抱 えている｡ ｣とい

っておられる｡

(7) トービ化成株式会社

当社は他和 48年 5月に設lJl.現在代表者は任企酉之助氏,資本金は3.000万円.dr菜はポ1)

プpt='レソ恥糸 ･製泣菜で,本社 (岡‥｣市丸の円一丁 目 1- 17,スミクラ株式会社内 ),工場(岡

山県邑久耶牛窓町 6392 )から構成 されているn

工収救地面Hjは 4,000坪,建物面相は1.00E)秤.親鞍設備 としては製糸機.薮経乱 ポルト

ガル製サーキュラー(製袋乱 国産のものの lO倍の隆能 )20台などが設置されている｡従業員

は 11名 しうち男子 7名.女子 4名 ),平均年齢 旦9歳.平均給F=i(月額 )18O,000円,作某
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時r卦ま女子が午前 8時～午後 5時まで,男子は 24時間 3交替制で午前 8時～午後 5時まで.午後

5時～午前 2時まで,午前 2時～午前 8時 までとなってお り,男子従業員相克の調盤 で作業時間を

自由に決めることができ.Eii家の人の畑作との兼ね合いもうまくいっているとのことであるO

作澄工樫は原材料-製糸一割袋の順

に進められる｡原材料のポ リプロビレ

ソは出光石油化学工菜 ･三重化成工裳

から仕入れ,軸糸 ･製袋を行い,製品

は出光石油化学工業.井関戯機 ,全国

段糞塊同組合など-販売し.年間出荷

額は約 3億円である｡

取引銀行は住友銀行岡山支店 で,決

節収は3月 (年 1回 )である｡

｢昭和 48年i_'tれの石油危機の彫廿

で.順和 49年から昭和 50年にかけ
rJj:Piヰ-5- 9 トービ化成株式会社

て当社の繋樹はよくfsかったが,tlTi柑53咋 3月の決算には黒字に好転 したo今後か/i:り明るい姐

通 しが¢二つようになってきた｡｣と当杜の鮮紡取締稚挙用帝平氏はいっておられるo

(8) 協和カーポソ株式会社岡山工場

当社は初め,秋保盛正氏が中心 となって,八幡如鉄所で製造 されるピッチコークスの販売を目的

として,昭和4年 1月戸鮒市に資本金 10万円の ピノチコ- クス株式会社を設立 したのに始まる｡

その後HTq和 4q三8月東邦商会,LIB細 10年 411顕邦乾個工菜株式会社.昭和 11年 8月昭和乾潤工

某株式会社.伯仲 15年 8月東邦栴迎株式会社の傍系 4会社 を設立 した,､また昭和 15'rfI3月には

屯炉鋼用TE侍の製造 を目的 として,戸畑市に党本金 150万円の姉妹会社政和カーポソ株式会社を

設立 し.第 1工場を岡山県邑久都午患町に.第 2工助を石川蝦愈沢前に設ihlしたO昭和 16年 5月

ピソチコ-クス株式会社は前記傍系 4杜 を吸収合併 して資本金を 1OO万円に増fIしたO協和 カー

ポソ株式会社は昭和 16年 10月より屯炉朝用tli蝕の販売を開始 したのであるが,さらに偲鮭の竃

掛 こ応ずるため,肥初 l8年-ll0月 ビ,チコークス株式会社は協和 カーポ'/株式会社を合併 して大

日本廃滅 工業株式会社と改称 し.資本金を3OO万円に増資 した｡大日本炭素工丑株式会社は雌和

19年 1 1月ff本金を750万円に増資し,岡山工場にピッチコークス炉を増設 してピッチよ り喝

纏に至る-宵生産体制 を僻正したo柊職後の帖和 20年 10月大 日本炭素工業株式会社は社名を協

和カーボン株式会社 と改称 し,本社到lqLI｣岐邑久都に移 した∩協和カーボン株式会社は旧和 24年

3月資本金 3.000万円に増資.IIB相 25年 lO月 ソーダ工兼用'.電解板 .その他新製品を開発 し販

完納的,昭和 26年 4月不鯵選炭東製品の鮎畠に新手,同年 11月 t.ノチコークス炉f]/･1軌 昭和 28

年 3月資本金 8,000万円に増資,昭和 31年 9月資本命 15.680万円に増臥 昭和 32年 12

月氏雌県尼崎巾に大阪工助 を建乱 他和 33咋 1月究本金 20.000万円に増資.昭和 36年 1月

本社を大阪市西区新町に移転.閃年 10月資本金 60,0OO万円に増賢,昭和 38年 1月貿本愈 1

00,000万円に咽乱 同年 9月アル ミニウム僻錬用果菜製品を朗発,昭和 39年9月資本金 119.
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878万円に増資,昭和 43年 8Jlit･.生化学工琴粍式会社が資本参加 し経営の主体となり.昭和44

年12月経営合理化のため大坂t脇を閉鎖.倒れ 50年 2月本社を大阪市淀川区西中島に移転 したO

協hlカーボン株式会社の削fFは以ヒのようであり.現在皆本金 1I9,878万円,社長は角田誠

氏,皆裳品目は(1)唱気柳 か用人遊出鉛fR柚.(2)7ル ミニウムⅦ解炉用炭素別品,(3)不渉遜燐系W.

鉛製5..L4)特殊炭素製品 .(5)その他以式敷品で,-6托(.A:阪市淀川区西中良一T日 11- 16,住

友曲解捉IHビルデ 1ノダ).痕京1拝顔所 (収束節丁代田区紺士見ニT目 10-28.7･}ポウ金鉱

ビル ),岡山工朝 (岡山娘hi久郎牛港町tト怒 639.LH .金沢工船 (石III県金沢市両珊町 13- 1

- 1)から構成 されており,従裳flは3h5名 rtfL'祉 ⊥12名.釆31i沖 荷所 9Pl.岡山工船 239名,

金沢工場 75名 )である｡

剛 U工場L.1工場長花m安夫氏.脈地面仙 = 5-1t2'J.̀1〝/(昭和 51年6月 30日現在 ).建物

血刷 43.520.69'd(J1.日 .), .胤肺として!ヰ粉砕戚抑しグラ y ･y ヤー. ミル等 12台 ),況Tn殻

舵(指令機 18市 ).成噂虐仙 (成岬的 5fT】.焼成設節(焼成炉 5J屯 ).舶鈴化設鵬(屯句か

5曲 )一加工設備 (脱髄Tp'13iT).特採吸出設舶(ミル.ミキサー,成型粥等 9台 )が設配され

てお T),従業員239烏,-p-均iF齢 (巧拙仇を除 く).'179歳.平均冶与 し開 ヒ.月節 目 Jl-15

万円.作菜時間は午BIJ8時-pf:後 4時 まで (うち 享休み 50分 )である.

dll:収で使用される原材料の石和 コ

ークス ･コールタールビr/チなどは7

ノリ九から輸入 しているが.一部は水

由のべ 卜pコークス会礼からも仕入れ

ている｡

当社の魁品約人先は.資本参加 して

いるLL友化学工業を初めとして住友醗

金朗工男,鮮度唱曲板工菜 .nii僻ヰ.

他化城工業∴声部At産.川崎正1-港.

小松減作所,三共.新Eヨ本戦鉄 .Ji]辺

恥臥 媒レ,仁休 心+,E]本鋼管.松
写叫 i1- 5- 10 鮎和カーポソ株式会社岡山工機

下fE出藍某rJど枚挙にいとまがlJ.'い偲多く,またr蔓d内nみならず ,広くtR一婦各国に向けて愉出 して

おり,昭侍においてはその生産郡の約 50弟を伯山にl剛ナているO

岡山工切の取引政行は王としてrrl国敢行年番支店frどであるが,会社全体としての取引銀行 には

その外に三和銀行本胤 三升銀行大阪西支店.脱硫銀行大阪支店.東洋L3託敏行大坂支店,住友信

昭和 .i0年代に入ってからの0本挫折の6pd'促成良は.脚部 1̀0年代に入っても継続 していたが,

附細 48年 10月の石柵危親の到来により完全に幽也 し.口本経済成長申 し実質 ･新SNA)は昭

和 1̀9q:マイナス05歩という末M市のマイナス成長になr),昭和50年はプラス l･4丸 昭和 51

年は6.5多と次第に回復 したが.昭和52年はまた511車の低成長に,昭和 53年も5･6車の矧 ぎ

い樫度に終わったoこの程済成長率の低迷から見ても,いかに不況が深刻 であるかがうかがわれる｡

-259-



このJf;配の要因は常襲不足あるいは供給超過である｡国民超絹;'要の約 52多を占める個人粥'E!支出

は伸び悩み (石油危頗後の狂乱物価は収まったものの,渦焚書物価は じりじり上昇しており.渦や

者は泊途に不安を感 じ.消収を抑えて貯蓄 しようとするため ),また民間投資も盛r)上がりを欠 き

(石油危機後,需要が足 r)lJいために操業度が落 ち.遊休設肺を抱えて投資の点欲が出てこない ),

つまり国民絵IB垂の約 70解を占める個人泊照支出 と民間投資があまり伸びないことから,結局全

体として詔要が不足気味になったためであるoそして約 70車以外の残 りの約 30帝を構成 してい

るのが輸出と財政支出であるnすなわち生産された製品が不況のため国内でTJかなか売 りさばけな

いから,企菜は懸命になって海外に噴出するO日本の自動車.テL,どなどがアメリカを初め世卿 中

に進出したわけであり,そのため円の為替相場は昭和 52年 1月初めの 1ドル- 292円から52

年末には1ドル- 240円に,さらに 53年 10月末には 1ドル- I76･05円に棒上げとなり,

また解党対策のための財政政策 としては,政府が公共事業を実施 し,ある程度景気を支える役割 を

担 う｡ しかし国民総爾要の約 30帝を占める輸出と財政が,ある程度増加 しても,約 70感を占め

る個人消費支出と民間投資が伸び悩んでいるために魚弓和ま一向によくならないQ このような軸情で

摘要不足 ･過剰生産のための不況が石油危機以来轟か､ているわけである｡

表 4- 5- 5 菜前の推移

決耳期 売 上 経 常利 益 利 益 利益率 売 上 構 成 比人 アルミ栢 特 殊 不参透 その他 摘 出
熟 鉛屯 極 錬用炭素製品 戊 戎魁 晶 炭 素製 品 炭 素製 品

49.650.651.6 3.6635,5706,449 167521289 20232105 2199 63 21 10 5 123 433443

52.6 7.013 ∠ゝ675 △356 - 56 31 8 3

(匠 )1 ｢売上｣｢軽常利益 ｣｢利綴目ま単位百万円,数字の前の△印は欠損を表わす0

2 ｢経常利益 ｣は売上高から売上総原価 (売上原価十販売坪および一般管矧出)を差

し引き,それに金融収支を含む営業外損益を加辞 したもの,つまり特別机溢前で法

人税込み｡ ｢利益 ｣は税引役純利益0

3 ｢利益率｣｢売上構成比 ｣は司皇位 飾 ｡

4 ｢利益率 ｣は対資本金利益率o

当社の業糾ならびに各製品の,XL:上構成割合の推移は表 4- 5- 5の通りであるoすなわち.人造

出船屯趣 く製鋼用屯気炉に蚊用,丸型屯極 )は,国円ICはシェアも決まっており,安定 しているも

のの.不況のためぷ変は停滞気味で.峨出は円高の影野を大きく受けて伸び悩み状態であり,宥 ヒ

騎成比は昭和 51年 6月末 63車, 52年6月末 56〆,53年 6月末 47帝と低下噸向をたどり,

それに対 してアルミ輔錬用庚讃製品 tアル ミニウム輔廉用屯解柵の陰極.角型問匪 )は,住友化学

I:裳との共同研究によって.独特の製造技術を朗発 したもので.その品質は牡塀最高の水串にある

といわれ,しかも20世紀の金山 ともいわれるアル ミニウムのfB要は,近年急速に伸び鉄鋼に次い
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で大丑に生産 ･使用されており,わが

国のアル ミニウム業界は年鯛 200月

トン生産体制を目宿 しており,さらに

今後海外立地の生産が計頗 されている

ので.このql梅は今後大いに胡待でき

る部門であるが.現在は内'13付紺のた

め棉出拡大に努力 し,最上構成比もm

和 51咋 6月末 21多. 52年 6月末

31飾, 53年 6月末 39車と上界傾

向をたどっているnしか し当社 も不況

の彫堺を受け,旧知 52年 6月未決印
'13山h1-5-11 丸型唱極 ,角型昭極

(甑和カーボン株式会社製品 )

には356日'方円のfEl矢を計上,ことに翌 53句:6J=l未決節には1,276百万円という大きな胞矢

を計上 したoそのため人員削減 ･組轍の簡素化などの合理化 ･減包経営 をはかり,恭助の向上に努

力を注いだ紡果 .投近業鎚 がかな (.)同復 してきたようであるが,果脱 1,632百万円の解消にはま

だ時間がかかりそうである｡

(政辺謙治 )

参考et料

岡山県企画部 :岡山県統計 100年史

岡山県企画部 :岡山県市町村勢要覧 (昭和 30,こ13年fll)

岡山県企画部 :岡山県続.i'｢年報 (研和 36,38.42,43.47.48.51,52年 )

総理府統計局 :昭和 25年国勢謂作報第 7巻開山舶

駁梓政石和門 :閲山地名車典

刈尾･R畠 :牛窓風土物許統

脇知力-メ./株式会祉 :経歴it,会祉概要

l
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第 6節 商 業

1 商業の推移 と現況

(1) はじめlこ

年寄は否から内海の良港とせられ,神助占皇后にまつわる数 々の由締伝説が残 され.江戸時代参

勤交代の大名や朝鮮使節などの寄港地にあてられていた｡年寄の商業が庇 も繋架 したのは江戸時

代のことであり.年寄風土物jii(刈匪栄白老 )iT_よればr海上の交通は頻繁となり.船舶の出入

が幅横 した牛晋で.足等の往来掛と密接な胸係を常したのは.牛窓商人であったO東備郡村誌に

も｢此地 .古より船舶の抱掛 こて,千家の邑にて町区ありO民堕陵にして豊商多し｣と見えて,

年寄の臨業は.旭日昇天の勢で発達して行 った｡そして当時の牛窓商糞界は,既に市場化し.各

店鰯を設けて見世楓と称 し,各種の間巌は僻を遊べて滋勢を誇 り,取引の商品 も木材 .木炭 .栄 .

肥料 .純 ,轍物 .陶拒.乾物 .その他の食料品等.その凝滞は唇めて多かった.取引先は,大阪

は勿諭のこと,東は関東から.西は九di1--円.四国に及んで.牛窓の千石船は宿曝 したのである｡

従 って,足等山とも'1まれT=商占dlの数 は々,遠 くは作州津山方面から.吉井川沿線へ.近くは岡山
名もふタ

･西大寺方面-と捌かれて行 った｡そして三度飛掛 も激を増し.冗握 も盛んとffって.近郷近在

へ小売す る行商人は,その健肋を点ったのである｡日 93ページ ),｢年寄の両替畠は,金銀

の両を銭 と交換して,所定の手数料を得る者と.銀行の業務の如く.頂金貸付を某とする者.或

は商業上の金敵を某として.填借幽係lこよりその代供として,米穀や感々の商品を扱 う者など.

その菜種 も多種多様で.奈良良の如く有力な両替霞は.両帝万能で.商菜上の金敵を一事lこ納め

て.軒庁の金敵機齢 としても宿畔し,御用両替又は御用商人と称されて輔フJを許されたのである.,

牛窓で記録に顕われた両替屋は,奈良尾助三郎を邪頚として,蘭原治郎大天･(万治以後 ),郷須

三平 (月'冶以後 ),那須長与五兵術 (元禄の頃 ).首兵衛 (元禄の頃 ).沖畠安大夫 (宝永以後 ).

束原安左衛門 (宝永以後 ).安左術門 (革保の頃 ).払臣権四郎 (事保の頃 ).治左衛門 (明和

の頃 ).中崎鼻鏡左衛門 (舘政の頃 ).吉兵衛 (天明の頃 ),花良治大夫 (天保の頃 ).浅間助

五郎 (文化の頃 ),具他茂兵衛 .徳左筏門,五郎左衝門,地番等の名が,F:i丸,屋号では親屋 ,鴨

滝臣,僻巾屋 .尻梅屋.播噺臣 .松屋.木村屋等が見えるが.いずれも年代は不明である｡特に

奈良昼の先祖が .文献に吸われたのは.文禄年中のことで.即ち那須孫右裾門祐正に始まt).そ

の嫡子脊右衛門祐fEほ での動静は不明であるが.万拾fF間に至 り祐直の子 .助三郎 .是介,三半

の三兄弟の世となって .天下の栄藤奈良屋が.一時に開花して年寄郷土史を飾るようになったD

そして助三郎は代々その名を艶名して.庄屋名主を吸収するとii=lこ.木材 ,薪攻 ･肥料 .約 ･俄

物 .鉄鋼の金物頼.乾物食品.凝 ･雑貨 ･酒味噌歯軸の製造 ･輸眼造船の元締 ,金融 .両替屋と.

牛窓揮発料 こili与をなして,明治維新に至ったのである｡ ｣(94- 95ページ ). ｢砺戸円板

の交山が漸く頻繁となるに従 って.海鴨の垂津 .年寄に去来する船舶 も櫛板 して,船を利用する

旅人 も又蝦る多 く,泊船中に旅情を慰する者.又は揚陸しては旅館で美酒を楽しみ.或は名所旧

群を訪ねて,水郷の情緒を昧従する者など,梅に飽 き,船に悼息 した旅人運にとって.I-F窓はこ

よなき慰安場 となったのである.特lこ江戸時代lこ至っては,海上を往来する鰐便は勿論 .西国の

諸大名や毘後発の寄港 も｣変と繁しくなって,lL.ITか賢人の休養所 ともなったD ｣(97- 98ペ
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-ジ)とあるOこのように江戸時代iこ牛窓は商家軒を並べTこ大 きな在町 として光栄したのである

が.明治に入り.特に明治 24年 3月 19日山脇鉄道が岡山まで開通 して交通選書釦こ新時代をむ

かえるようになると.鉄道運輸の発達【こともない.港湾としての牛窓の機能は次第に縮小を余儀

なくされていったO

現代の経済社会(こおいては生産と哨鞭は人的 ･凝析的 ･時間的 .数丑的 ･品質的にほとんど完

全に分離し.両者の懸隔はますます大きくなってきている｡この生産経済と消費経済の懸隔を克

服 し.EE産着および消焚者が ともに満足するよう(こ.物幹を生産者から滑津者まで移動させ,壁

産 と洞野の連絡調節を図る諸酒動が商業であ り,これを担当する者が商業者である｡LT:がって

一般(こある地域E.tわける商業活動の痛覚 ･不宿苛の要因の一つとして.その地域の人口の大小 ･

増減が考えられるので,牛窓町の場合において も,まず人口の推移について考察 してみることに

する｡

(2) 年番町の人口および座薬別就英人E]の推移 r

牛窓町の人口推移を｢第 5節 工業 1,工某の究理と現況 ｣の項の表 4 -5- 1によってみる

と.年寄町 (旧 3か町村全体 )の人口は明治 35年 9.078人.大正元年9.585人であり,国

勢調査が行われるようになった大正 9年以釆戦酌の人ljは,約 9,400- 9.600人程度で推移

していたが,第 2次世界大敬激化にともなう都市からの帰郷者や戦後の復員者 ･外地からの引き

揚げ者などによって.当町の人口は昭和22年 12,596人.昭和 25年 12,618人まで急増

したoしかし戦後のわが国産業経済の復興 ･発展にとも13い,段村から都市 ･工業地帯-就暇に

よる人口流出現象がみられるようになり.当町の人口は姫和30年 12,328人 , 昭和 35年

ll.529人 .昭和 40年 10,331人 と年 減々少 し.昭和 45年lこは9.640人と10,000

人を割 り.さらに昭和 5 0年には9.4 69人【こ減少 している｡しかもその後 も依然として当町の

人口は減少慣向をたどっているようで.昭和 5 4年 4月兼の推計人口は9,339人に減少してい

る｡
次に当町の産業別就業者数の構成割合の推移をみると(褒 4- 6- 1参照 ).第 1次産業は昭

和 5年 59,2多.昭和 25年 57.6帝(こ減少 し.uTi和 30年には578帝と1時増加気味を呈し

たものの .それ以後昭和 35年 5114帝,昭和 40fF463飾,昭和 45年 3718帝,昭和 50

年 30.6帝と減少しており.これに対して帝 2次匪菜は昭和5年 16.0車.昭和25年 19･7帝

へ増加 し.昭和30年には一時 16_3帝に減少 しT:那.昭和 35年2 1,8帝,昭和 40年 23･7

帝,昭和 45年 29,3飾.昭和50年 328序と増加妓向をTこどってお り.また帝 3次産業は昭

和5年の 24.8帝から昭和25年には22.6か こ一時減少 したものの.それ以後昭和 30年 25･9

帝.昭和 35年 268帝.昭和40年 30.0解.昭和 45時 328多.昭和 50年 36-5帝と増

加 している｡しかし,悩和 50年岡山県全体の産業別就農者数の構成割合 (帝 1次産業 167番.

常 2次産巣 37.0帝,簡 3次重来 46 1飾)に比僚すると.牛窓町は岡山県(こ比べて第 1次産業

が著 しく高 く.第2次 ･第 3次産案【こおいてかなり低いO

まfこ牛窓町における｢卸売業 ,小売業 ｣故買者教の構成割合をみると.昭和 5年 12･6飾.

昭和 25年には9.6帝に1時減少したものの.昭和 30年 10･3車.昭和 35年 10-6解,昭和
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40年 1115年,昭和 45年 12.5車.r唱和50年 110年と漸増慎向をたどってきている.L

l かし.昭和 50年岡山県全体における｢卸売業 .小売糞 ｣就藁音数の構成割合 18･5か こ比較す

ると,当町はまだかなり低い｡

(3) 規供 (従業者による )別商店数の推移 1L
l

】 黄 4- 6-2 規模 (従業者による )別商店数の推移 (牛窓町 )

規年次段別U昭和 37年 昭和 39年 昭和 41年 昭和 43年昭和 45年 昭和 47年 昭和 49年 昭和 51年

I -､ 一 200 200 208 195 191 1-4人 1-4人 1-4人

3人 (86.6) (88.9) (88.5) (86.7) (86.4) 176(88.9) 204(91.9) 205(91,1)

4.'■一. 30 24 25 28 27 5-9人20 5-9人15 5-9人18
9人 (13,0) (10.7) (10.6) (p12.4) 〔12,2) (10.I) (6.8) (8.0)

10- 1 1 2 2 2 2 2 2

19人 (0.4) (0.4) (0.9) (0.9) (0.9) (I.0) (0.9) (0.9)

20-.-29人 - - - - - - 1(0.4) -

30--.49人 - - - - 1(0.5) - - -

合計 231 225 235 225 221 198 222 225

(注 ) 1. 岡山県統計年報 (昭和 36.38.40.42.4 i.47.49.5 1年 )より作成O

2. 昭和47年の商店数は飲食店数 17を除いてある0

3. ( )円の数字は構成比｡

,

年寄町lこおける商店を規捺 (従選者による)別に考察すると(表 4-6--2参照 ).昭和 5I

年Iこおいては当町の卸売 り卜冠菜 2 25店 (卸売弟 L7店.小売薬 208店 )のうち,従業者 1

-4人の規模のもの205店で.全休の 91.1車 (弘聾者 1- 2人の規模の もの 155店で全体

の 68･9帝.従業者 3- 4人の規投の もの50店で全体の2 2･2帝 )を占め.従業者 5- 9人の

規模のもの 18店で.全体の 80帝.10- 19人の規模の もの 2店で.全体の0.9帝を占めて

いる｡ このように当町【こおいては零細規段の商店か圧倒的に多い｡そして従弟者9人以下の規模

の商店の占める割合が.昭和 37年99.6年.昭和 39年 99.6年.昭和 41年 99.1帝.昭和

43年 99･1労,昭和 45年 98･6車.昭和47年 99.0年.昭和 49年 98.7飾.昭和 5 1年

9911車であるところから.規段の拡大化憤向はほとんど現われていないようにうかがえる｡ま

た商店総数 も昭和37年 231店 ,昭和 39年225店rt減少 .昭和4 1年2 35店に増加 した

ちのの.昭和 43年 225店.昭和 45年 221店,昭和 47年 215店 (飲食店を含む )と減

少を鰍 ナ.以後昭和 49年222店.昭和5 1年lこは暗和 39年/1いし昭和43年の水準である

225店Iこ回復している0
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(4) 規模 (従薬者lこよる)別商店数.従菜者数 ,年間商品販売額 (昭和 51年 )

表 4- 6-3 規模 (従選者による)別商店数.従業者数,年間商品販売額

(昭和 51年 )

牛 窟 町 岡 山 県

合 計 1- 4人 5- 9人 10-19人 1- 4人 5--9人 10- 19人

商 店 数 225 205 18 2 31,574 4.972 1.710
(100.0) (91.I) (ら.0) (0.9) (80.7) (12.7) (i,4)

従業 者 数 549 406 143 65.427 31.2385l 22-4913,729万円

(100.0) (7-I.0) (26_0) (41.5) (19.8 ) い 14.2)(34.0)

年 間 商 品 万円 万円 万円 万円 万円48.313.89193,4(17.7)(34 万円45,143,3467,237万円(16.6)3)

360,745 237.946 122,799 46.505.202

販 売 額 (loo.0) (100.0) (31.0) (17.1)

1店 当 り 万円 万円 万円 万円 万円 万円

年 間 商 品販 売 街 1.603 1,161 6,140 1.473 9.7171 26.4003.986万円

従業者 1人 万円 万円 万円 万円 万 円 万円

(注 ) 1. 昭和51年岡山県統計年報より作成｡

2 ( )内の数字は構成比 ｡

表 4-6-3によれば.昭和 51年牛窓町の全商店のうら.従糞者 1- 4人の規模のものは商

店数(こおいて91･1飾(岡山県80.7帝 ).従業者数において74.0帝 (岡山県 4 1.5% ).年

間商品販売額lこおいて6610飾(岡山県 17.1帝 )を占め,従業者5- I9人の規模のものは商

店数Iこおいて8･9摩 (岡山県 17-1摩),従業者数において260% (岡山赦 34.0帝 ).年間

商品販売額において31.0飾(岡山県 3｣.3多 )を占めており.当町Iこおける従業者 1- 4人の

規模の商店の占める構成比が .岡山線全体に比べて.商店数 ･従選者数において拓く,特に串間

商品販売顎において著しく/.lbい.

さらに当町における1店当り年間商品版･完街をみると1.603万円であり.従業者 1- 4人の

規模のもの 1,161万円 (岡山県全体における従業者 1- 4人の規模のもの 1,473万円の78,8

帝 ),従業者 5- 19人の規模のもの6,140万円 (従選者 1- 4人の規模のもの 1.161万円

の 53倍 .岡山県全体における従業者 5- 19人の規模のもの13,986万円の 439率 )とな

っており.また従菜者 1人当 り年間商57.販売額は657月■円であり,従業者 1- 4人の規模の も
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の 586万円 (剛 Ll県全休における従共著 1- 4人の規模のもの 711万円の82.4飾 ),従菜

箸 5- I9人の規段の もの8 59万円(従業者 1-･4人の規膜の もの586万円の 1.5倍 .庁削_LJ

県全体における従選者 5- 19人の規模のもの 1,7 39万円の 49.4車)となっている.

(5) 葉番別商店数の推移

蟹4- 6 - 4 菜 種 別 商 店 数 の推 移 (年 若町 )

年次別 昭 和 昭 和 昭 和昭 和 昭 和 昭 和 昭 一昭 和 昭 和 昭 和菜揮別 29年 33年 35壬 3'3年 4 1年 43年 45′-47年 49年 51年

一 般 卸 売 農 20 27 19 16 20 15 14 15 15 _17

代理商,仲立業 2 4

各値商品小売薬 I 1 1 1 1

織物衣服身のまわり品 小 売業 21 24 24 27 28 26 25 25 26 24

飲食料品小売業 82 77 94 95 flG 99 94 90 94 93

放 免 店 12 17 16 16 17 15 14 17 20 23

自動車,自転串小 売 某 7 7 8 8 9 9 7 6 5 4

家 具 .建 具什 鮭 小 売 裳 17 17 18 20 15 18 17 19 18

その他の小売染 57 48 48 44 .l5 46 48 44 43 46

合 計 202l221 227 225 235 225 221 215 222 225

(注 ) 簡菜雛計謂昏鰭果よt)o

昭和51年商店総数 225店を盟種別にみると(よ 4-6- 4参照 ).飲食料格小売英 93店

(商店総数 225店の 41･3飾)と収 も多 く.次いでその他の小売業 46店 (同 20･4摩 ).級

物衣服身のまわり.削 ､売薬 2 4店 (同 10.7帝 ).飲食店 23店 (同 10･2帝),家具 ｡建具 ･

什終小売業 18店 (同8_0飾),｢股卸売業 17防 ぐ同 7.6啓 ),自動車 ･自転車小売業 4店(
l 同 1.8帝)となっている｡
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次に弟種別に商店数の推移をみると,｢般卸売業は昭和 29年 20店.昭和 3 3年には27店

まで増加 したものの.昭和 35年 19店に.昭和 39年 16店に減少 .昭和 4 1年には20店に

増加しT:が,昭和 4 3年には 15店に,昭和 45年にはさらに14店に減少 .伯和 47, 49年

にはそれぞれ 15店iこ,昭和 5 1年には 17店 に回復している｡また代理商 ･仲立糞は昭和 29

年 2店.昭和 33年には4店に増加 したが.昭和 35年以後全くその姿を消して今E]に至ってい

る｡このように｢般卸売業商店数の減少ならびに代加商 ･仲立業の消滅は.昭和 30年代後半か

ら始まったいわゆる流通革命の影響を受けたものと思われる｡

さらに小売業商店数の推移を菜超別にみると.織物衣服身のまわり品小売菜は昭和 4 1年に28

店.飲食料品小売箕は昭和 43年Iこ99店.自動申 ･自転卒中売薬は昭和 4 1年 こ̀9店.家具 ｡

建具 ･什器小売業 も昭和 41年に20店とそれぞれ過去地多店数 となったものの,以後それ らの

商店数はいずれも停滞ないし減少憤向をたどっており.しかも各種商品小売業は昭和 29,35.

39.4 5.47年にそれぞれ1店ずっ存在したことがあるが,昭和 49年以後その姿を消 して

いる.このようlこ小売業商店数が｢般的に停滞ないし減少傾向にあるのは.附和 30年代後半よ

りのわが国経済の高度成長過程で人口流出による当町人口の減少が基本的な要因であろう｡しか

し飲食店数は,年により増減を繰 り返 しなが らも.昭和 4 9年 20店に,昭和5 1年には23店

に増加 し,昭和29年以来位多店数 となっていることに注目されるが,これは観光 ･レクリエー

ション客数が年 徐々 々なが ら増加している(最近やや伸び悩みがみられるが )ことによるものと

患われる｡

(6) 糞種別商店数 ,従業者数 .年間商品販売額

年寄町ならびに岡山県全体の商店Iこついて.昭和 4 1年と昭和 5 1年の業軽別商店数 .従弟者

敬 .年間販売額を対照的に衰示すると.表 4-6- 5.表 4- 6-6,表 4- 6- 7の通 りであ

る｡

昭和 5 1年当町lこおける卸売糞 ･小売兼商店全体の うち.｢般卸売業は商店数 17店 (商店総

数 225店の7･6序).従美智数 69人 (従菜者総数 549人の 12.6帝).fF=間販売坂 103,736万

円 (年間販売総敬 360,745万円の 2 88車)杏,小売業は商店数 208店 日R192.4帝),従

斐音数 480人 (同 874飾 ).年間販売額 257,00 9万円 (同 7 1.2帝)を占めているの(こ

対 し,岡山県全体においては .一般卸売業は商店数 4,319店 (商店総数 39.141店の 11,0

番 ).従業者数 41.407人(従業者総数 157,807人の 26.2飾).年間販売簡 177.078,156万

円 (年間販売総額 272,356.366万円の 65.0車 )杏,代理商 ･仲立菜は商店数 43店 (同 0 1

% ).従業者数 87人 (同 006飾)香.小売菜は商店数 34.7 79店 (向 88.9飾).従業者

数 116.3 13人 (同7 37飾),年間販売仰 95.278.210万円 (同 35.0承)を占めている｡

｢般卸売業について阻和 4 1年と昭和 5 1年を対比してみると.昭和 51年当町｢般卸7売薬は

商店数 17店 〔昭和 41年20店の850飾).従業者数 69人 (昭和 4 1年 57人の1.21倍),

1店当り従糞者数 1 1人 (昭和 4 1年 2.9人の 1.42倍 ).年間販売硬 10 3,7 36万円 (昭和

41年2 0,49 1万円の 506倍 ).1店当 1)年間販売額 6.102万円 (昭和 4 1年 1.025万

円の 5･96倍 ).従業者 1人当り年間販売額 1,503万円 (昭和 4 1年 359万円の J.18倍 )
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であるの(こ対し,昭和 5 1年岡山県全体の-一版御売叢では商店数 4,319店〔昭和 4 1年4,000

店の 1108倍 ).従業者数 41.407人 (昭和 4 1年 37.358人の 1,11倍 ), 1店当 り従業者数

96人 (昭和 41年 9･3人の 1･03倍 ),年間販売額 177,0 78.156万円 (附和 4 1年 34,

463,388万円の 5 14倍 ).1店当り年間販売顎 4 1,000万円 (昭和4 1年 8.6 16万円

のi･76倍 ).従業者1人当り年間販売職 4,2 77万円(昭和 4 1年 923力門の 163倍 )で

あるOすなわち胴和 41年-昭和 51年の 10年間における一般卸荒業の伸び率を岡山県全体と

比較すると,当町は商店数.従業者 1人当り年間販売額lこおいて岡山県より低 く.従業者数 ,1

店当り従業者数.1店当 り年間販売敬において伸び率が拓く.年間販売塀において岡山県よりや

や伸び率が低い｡なお,昭和 5 1年当町｢般卸売業の l店当り従業者数 J.1人 (岡山県9.6人の

42 7帝 ). 1店当 り年間販売敬 6.102万円 (剛｣｣県 41,000万円の lJ.9啓).従業者 1人

当 り年間販売敬 1,503万円 (岡山県 4,2 77万円の35.1帝)であることから.当町の一般卸

売業が岡山県平均に比べてどの樫皮の経営規模であるかが推刺されるであろうO

次に小売業(こついて耶和4 1年と昭和 51年を比べてみると,昭和 51年当町の全小売業は商

店数 208店 (昭和 4 1年2 15J占の 967薙),従業者数 480人 (昭和 41年 460人の1･04

倍 ). 1店当り従業者数 2.3人 (昭和4 1年 2 1人の 1･08倍 ),年間販売額 25 7,009万円

(昭和 4 1年62,2 93万円のJ.13倍 ), 1店当 り年魁販売額 1,236万円 (昭和 41年290

万円の12 6倍 ).従業者 1人当 り年間販売箱 535万円 (昭和 4 1年 135万円の 3･95倍 )

であるのに対し.昭和5 1年洞 山娘の全小売業では商店数 34,779店 (昭和 4 1年28.36 1

店の1.23倍 ).従糞者数 116,313人 (臓和 41年 8 1,359人の 1.43鰭 ),1店当 り従

菜音数 3,3人 (昭和 4 1年29人の lr16倍 ).年間販売翫 95.278.2 10万円 (昭和 4 1年

]6.566,763万円の 575倍 ).1店当 り年間販売碩 2.740万円 (昭和 41年 584万円の

･上69倍 ),従業者 1人当り年間販売額 819万円 (昭和4 1年 20 4万円の J･02倍 )である｡

すなわち昭和 4 1年～耶和 5 1年の 10年間における当町の小売業全体の伸び率を岡ILJ県lこ比較

すると,当町は商店数 ,従選者数,1店当り従業者数,年FH]販売額 , 1店当り年間販売額,従選

者 1人当り年間販売衝のすべてにおいて岡山県の伸び率lこ及ばない0

さらtこ昭和 41年～昭和 51年の 10年間における小売裳の伸び率を菓種別にみると,商店数

および従箕者数の伸び率は.すべての選掛 こわたって当町の方が岡山県より低 く.1店当り従業

者数の伸び率においては枝物衣服身のまわり姐小･jlhLl農 .家具 ｡建具 ･什韓小売濃 .その他の小売

業の3濃屈が佃山県より高 く(その外の若齢 ま岡山県より低く ),年間版′貫額では織物衣服身の

まわり占古小売菜と家具 ･煙具 d什Juy,i/トXL:濃の 2苦節lこおいて当町の方が拓く(その外の美感にお

いては当町の方が低く).1店当り年間販売蘭 と従丑者 1人当り年間販売額の伸び率では織物衣

服身のまわり.Tf.小売叢,飲食店,家具 ･班員 ･什折小売業の3灘 において当m｣●の方が岡山県よ

り.eEい (その外の菜駈iこおいては当m]の方が岡山県より低い )｡なお昭和 51年の 1店当 り従業

者数, 1店当り年間販売徴.従菜者 1人当 り年間版元敬において.当町の小売業はすべての菜種

にわ7こって岡山児より少ないことから.当町の小売菜は岡山腺平均に比べて小規模経営であるこ

とがうかがえる｡
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以上考察 してきT:ところか ら,昭和4 1年-僧都 51年の 10年間において当町の一一一般卸売業

および小売業は.大体において岡山晩全休 よりもその伸也の度合の低いことをうかがい知 ること

ができるであろうOこのことは.当町人口の減少 (都市 ･1果地相へ就取による人口流出 )が基

本的な要因 となっているもの と考えられる｡

(7) 商店経営の実態調禿

以上は.岡山県統計 100年史,岡山娘統計年報 .蕗叢統計調査結果未などの統計資料を韮礎

として.年番町の商業を考察してきたのであるが,さらに当町における小売業各商店の経営状憶

を調査するために,各商店i_,個別訪問して,次に示すようlJ商業調査熟 こよるアンケート調杢を

行った｡

ヽ

藤 L 実 調 度 課

盤 理 番 号 ( )

(1) 商店名 (

店主名 (

) 所在地 (

) 業 紐 (

岡山大学教育学部社会科研究専

担) 従業者 〔家族 ( )人 使用人 ( )人 〕

(3) いつ ごろか らこの商売を始めまLT:かO

的明治 ( )年から (a)大正 ( )呼か ら 巨)昭和 ( )年から

また以前はどのJ:うな商売でしたかO

( )

(_4) 仕入れの多い頓にお店の王塵も.,取扱い商椋 l̀岡とそれぞれの玉虫 な仕入れ地を数えて

下さい｡

o取扱い商掃名 1. 2 3･ i･

B重要な仕入れ地

(5) 主な仕入れの方法

V)先方か ら釆るの魯毘うO (口)屯蒜 ･手紙で艶文し.配達 してもらう｡

(,うこちらか ら出かけていってロ う.,

(6) お店の賑粛方法について

(1)おEi上品の配達をする｡ (｡)注文収わにまわる.

(Jう外売 りに出る o (j他び卓はしない｡

(djお添 え物をする｡ (づ現金qt;lHこは割引する｡

(Tt)まとまっT=買物には割引する｡

(7) お店の営菜時間 .

午前 ( )時から 午政 ( )鴫まで
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(8) 現在 お店にとって-審問超なのは次の どれですかO

(イ)客を他地域 ･他断 行にとられることO (｡)生協 ･農協の活動

(,う行 商 巨凝 金難 (Ji)税金問題

(うその他 ( )

(9) 概客について

(イ)一日のお客は同人位ですか｡ ( )人

(｡)客筋は? (多い順に番号をつけて下きい )

;E 肘 ( ) 勤労者 ( ) 戊林軌業者 ( )

学 生 ( ) その他 ( )

(,う寄倒

男 ( ～10) (ll-20) (21-30) (31-40) (41- )

女 (～10) (ll-20) (21-30) (31-40) (41- )

地区内 ( )割 地区外 ( )割

F)僻毘状況

一日平均客qiIluL ( )円

現金ロい( )乱 射mい (

¢d職 客 名 神

有 期t

尽力 相応の再僻 と数 育 ( )人

)刺

レ) 詞鹿商店数 とその実局別内訳

昭和 51年年寄町内の小売業商店数 208店の約 34.1帝にあたる71商店脅洞炎 し.その実

倭別の内訳 (求 4-6-9参照 )は放免料.軒.小売腰 32店 (調査商店数 71店の 451飾 )と収

も多 く.次いで織物衣服身のまわ り机小売業 とその他の小売業がそれぞれ 13店 (同 183帝),

衣 4- 6~9 業 績 別 調 査 商 店 数

菜 柾 調丑商店数 偶 成 比

級物衣服身のまわり品小売業 13 18.3

飲 食 料 品 小 売 男 32 45.1

飲 食 店 4 5.6

自励 申 , 自転 中 小 ,3%貰 2 2.8

家 具 .理 具 .什 餌 小 売 丑 7 9.9

そ の 他 の 小 売 菜 13 18,3
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家具 ｡建具 ･什器小売業 7店 (同 9.9庫).飲食店 4店 (周 56多 ).自動申 ･自転申小売業 2

倍 (同 2,8飾)の順になっている｡

(U) 調査商店の開晃年代

表 4-6- 10によると.昭和 20年代の脚某か 19店 (回答商店数 71店の 26-8秀 )と壕

も多 く,次いで昭和 30年代に開業LT:商店数が 14店 (同 197帝),昭和40年代の開業12

店 (同 169飾 ).大正時代のtLJu業 11店 (同 15.5車).明治噺 七に開某 LTこもの 6店 (同8.5

帝),昭和 10年代の開業 4店 (同5､6lA),唱和元年一昭和 9年 と昭和 50年代の開業がそれ

ぞれ2店 (同 2.8率 ),明治以前に開業したものがl店 (同 1.4帝 )となっている｡すなわち昭

和 20年以後の雑業が 47店で.回答商店数 7 1店のうち66t2帝を占めている｡

乗 4-6- 10 BB某 年 代Bu詞虫 商店 歓

業 願 明治以前 明治 大正 Jld和元年･- 9 堅牢19年 撃墜29年 轡39年 軍華49年 昭和50守- 計

綴物衣服身のまわり麻小売業 3 i 4 4 1 13

飲 食 料 蹄 小 売 業 1 4 5 I 1 8 5 6 1 32

飲 企 店 l 2 1 4

自動 車 , 自転 申 小売 菜 1 1 2

家 具,建 具 .什弟 小売 題l 1 1I 2 1 2 7

そ の 他 の 小 売 菜 1 I 1 2 l 5 2 1 13

計 1 6 ll 2 4 ! 19 14 12 2 71

(,う 規模 (徒箕者款による)別潤萱商店救

荒瞳別調査商店数 (鈍物衣服身のまわt)鼻小売嘗 13倍.飲食料品小売業 32店 ,飲食店 4店,

自動中 ･自転車小売業 2店 ,家具 ･鎚見 ･什韓小売票 7店.その他の小売業 13店 .計 71店 )

を規殴 〔従業者数による )Buに分薪すると表 4- 6- 11の道 t)である｡使用人のいない家族Tf

りで営農に従邸している店が62店 (回答商店数 7 1店の87,3秀 )で.これらの店はほとんど

｢企業 ｣的存在というよt)は｢家菜 ｣的存~在であり.ひとつ尾根の下に店舗部分 と住居部分が同

居し,店舗の会計と家計が ｢どんぶり勘定 ｣の状層で同居 しているものと推刺されるoそして使

用人を層用している店はわずか9店 (回答商店数71店の 127多)にすぎないが .これらの う

ち把は,｢家業 ｣的なものから脱して.ある挺荘 ｢企盛 ｣的色彩を符びTこものもみ られるO

(⇒ 調査商店の営叢時間

表 4- 6- 12によると,回答腐店数 70店の786_かこあたる5 5店が午前8時以釦 こ開店

しており.業種別にみても飲免店以外の兼任にこの傾向があ らわれており,とくに軟度科品小売

糞では,午前 6時に開店する店が 8店,年 rn6時半が 2JE,年前 7時が6店と棚早 くか ら開店す

る店がかなり多い｡これは仕入れの関係からと.まTL-当町の皿家の大部分が讃茶毘家で,サラリ

ーマン･ff労働者としての通勤者が多く.したがって早朝から開店する必要があることによるも
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表 4- 6- 11 規膜 (従業者数による)別調査商店数

業種 職守努衣服身のまわ 飲食料品 自 動 串 家具.建 そ の 他 回 答 商

従業者数 り 晶小 売 業 小 売 其 飲 食店 自 転 申小 売 業 良,什韓小 売 業 の小 売 業 店 数 計

従業者敬 1 人 2 7 1 4 14

2 7 15 2 1 3 5 33

3 2 8 3 1 14

4 2 2 4

5 1 1

6 1 1 2

7 0
8 1 I 1 3

回答 商 店 数 計 13 32 4 2 7 13 71

総 従 業 者 数 30 69 18 3 23 36 179

1店当り従業者数 2.3 2.2 4.5 I.5 3.3 2.8 2.5

使用人のいる店数 1 0 2 0 3 3 9

のと思われる.飲食店では午前 10時以後とくに午前 11時Cろから開店する店が多いO

閉店時刻については,午後7時- 8時以fjlJの闇に閉店する店が28店 (回答商店数 70店の40

飾 )と壕 も多く.次いで午後 8時～ 9時以IrUの間i･こ閉店する店が 23店 (同 32.9帝 ),午後 9

時一 10時以前の間が9店 (同 12.9解 )などとなっており.まTこ澄原別にみても午後 7時～ 8

時以前の間の閉店は自助申 ･自転車小売某 2店 (回答商店数 2店の 100帝),家具 ･建具 ･什

終小売藁4･店(同 7店の 57.1飾 ).その他の小売業 7店 (同 13店の 53.8飾 ).飲企料凪小

売業 10店 (同 31店の 32･3飾 )などとなっており.まTこ午後 8時- 9時以前の間の閉店は鈍

物衣服身のまわり品小売業8店 (回答商店数 13店の 61.5帝).飲食料品小売業 10店 (同31

店の 32･3飾),その他の小売選 4店 (同 13店の 308帝)などとなっているD

昌男時間については. ll- 14時間以下の店が46店 (回答商店数 70店の 657飾)と瓜

も多 く, 11時間以下 15店 (同 2 114解), 14- 16時制以下9店 (同 12.9多)となって

いる｡

(か) 調査商店の顧客状況

1日平均客数 と客筋の状況をまとめT=のが釆 4- 6- 13である｡まず客数についてみると.

1日1店当 り平均客数は34.8人であるが.糞種別では飲食店が 67.5人 と位 も多 く,次いで飲

食料品小売薬 49.5人,その他の小売業 28.2人,家具 ･建具 ･什器小売業 14.7人.械物衣服
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身のまわり品小売業 12_5人 ,自動申 ･自転申小売業 ･l人の噸 とな っているoこのように飲食店

の客数が投 も多いのは,調査 しTこ店のほとんどが泡に近 く.釣客や海水浴客が多いためと思われ

る｡また飲食料品小売業の客数が多いのは.欽良料品が毎日の生活必謂品であるから当然のこと

であろう.しかし家具 ･建只 .什器小売箕や撒物衣服身のまわりurj.,小売業の客数が少 ないのは.

勤め軸 りとか.岡山市へ出軌 ナて行 って貝 うためであろうと思われるO

客筋について全体的にみると,主婦の客が砧 も多く指摘数 47 (指摘総数 132の 35.6飾),

次いで勤労者42(同 31.84;),股林漁業者28 (間 2 1.2秀 ).その他 9(同 6-8秀 ),学

生 6 (同4･5飾)となっているOまた客筋について裳醍別にみると,主如の客の割合が多いのは,

表 4- 6- 12 閉 店 ･閉 店 時 乳 と営 業 時 間

業種時 間 敬物衣服 飲 食 飲食店 自動串 家具.建 その他 回 答
身のまわり 品 料 品 自転車 具 .什器 の 商 店

L小 売 業 小売菜 小売棄 小 売 業 小売菓 数 計

幽店時刻 午前 7時以前 3 16 1 4 24

0 7.--80 7 lO 1 1 5 7 31

0 8...-90 3 5 2 1 ll

0 9-100 1 1

〃 10時以後 3 3

励答商店数計 13 31 4 2 7 13 70

閉店時刺 午後6時以前 ,】 1 2

0 6- 7ク 1 5 i 1 8

ク 7- 80 4 10 i 2 4 7 28

/V8- 90 8 10 1 4 23

/y9.- loo 6 1 2 9

回答商店数計 13 31 4 2 7 13 70

営業時間 8時間 以 下 I 1

8-9 ク
9--10 〃 2 1 1 2 6

lo一一.11 〃 4 l 2 1 8

ll.--12 0 3 7 1 1 3 ウ 17

12-13 0 5 3 1 6 15

13一一′14 0 3 8 2 1 14

14-.-15 0 5 1 6

15--.16 〃 3 3

回答商店数計 13 31 4 2 7 13 70
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飲食料品小売業 (指摘数 60の 45車である27).轍物衣服身のまわ り品小売業 (指摘数26

の 38_5帝である10 ),その他の小売菜 (指摘数 25の 28番である7)などとな ってお り,

さらに勤労者の客の割合が多い順に業種をあげると.飲食店 (指摘数 6の 50帝である3).家

良 .建具 ･什台小売農 (指摘救 11の 36-4多である4).その他の小売菜 (指摘救 25の 32

帝で3)る8)などとなっているO

表 4- 6- 13 1日平 均 客 数 と客 筋 の状 況

某柾客 轍物衣服 飲 食 飲食店 自動車 家具.堤 その他 回 答
身のまわり の 料 品 自転申 良,什鰭 の 商 店
小 売 某 小売某 小売某 小 売 業 小売男 敦 計

日辛也客数 9人まで 5 1 2 4 之 ■̀1

10- 29人 7 8 2 5 22

30- 49人 7 2 9

50- 99人 I 9 1 5 16

loo-119̂ 5 2 7

回答商店数計 13 30 4 2 7 l2 68

1店当り客数 12.5 49.5 67,5 4.0 14.7 28.2 34,8

客節3{ていの順指に摘讐数也ま ) 主 如 10 27 1 2 7 47

勤 労 者 7 19 3 1 4 8 42

段 林 漁 業 者 7 ll 1 1 2 6 28

学 生 1 1 1 1 2 6

そ の 他 1 2 I 3 2 9

指 摘 救 計 26 60 6 4 ll 25 132

回 答 商 店 数 13 32 4 2 7 13 71

客数のうち午寄町氏の占めち刺A⊂｣ 10 % 1 1

'20 %

30 % 1 1

40 % l 1

50 % 3 1 I 1 2 8

60 _帝 1 I_ i 3 6

7-0. i 3 2 1 6

80 % 2 3 1 1 3 2 12

90 % 1 7 l 4 13

loo: i 2 18 2 22
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また客数の うち牛窓町民の占める割合を全体的にみると,客全部が牛窓町民であると回答 した

店数は22店 (回答商店総数 70店の31.4飾 ),客数の うち90車が牛窓町民であると回答 し

た店数は 13店 (同 18･6帝 ).80卯 年 窓町民 と回答 した店数は 12店 (同 17.1飾 )など

となっている.なお回答商店数のうち客全部が牛簡町民であると回答 した店数の割合を某怒別に

みると,飲食料品小売業が58.1飾 〔回答商店数 al店の うち18店 ).織物衣服身のまわり品

小売業 とその他の小売業が 154席 (間 13店の うち2店 )となっているo

(～ 調査商店の販売状況

表 4-6- 14 平 均 客 単価 と現 金仮 死 ･掛 販 売 一

身のまわり 品 料 品 自転申 建 具什 器 の 商 店
小 売 業 小売菓 小罪業 小売業 小売業 数 計

辛均辛蝉価 500円以内 2 ll 3 3 19

501-1.000円 1 9 1 4 15

1.001-2,000円 2 7 6 15

2,001円以上 6 3 1 4 14

回答商店数計 ll 30 4 1 4 13 63

輿金 現金売 100 飾 4 15 3 1 3 26

0 90 帝 2 8 1 2 2 3 18

0 80 飾 2 2 1 5

/y 70 飾 1 3 1 1 6

罪掛罪の劉Alコ 0 60 帝 1 2 3

0 50 帝 1 2 3

掛 ,# 60 飾 2 1 3

70 4 2 2 4

80 % - 1 1

90 %

100 % 1 1

範客 1人 ･1回当 りの平均売上拓 (平均客単価 )を麦 4-6- 14によってみると,回答商店

総数 63店のうち30.2郎こあたる19店が500円以内 と指摘 し位 も多 く.次いで 50 1 -

1.O0O円と1,001- 2,0-00円がそれぞれ 15店 (風害商店総数 63店の 23.8帝),2.001

円以上が 14店 (同22.2妬 )となっている｡このように平均客単価 500円以内が多いのは.

回答商店総数 63店のうち商品騨価の低い最寄 り晶を取 り扱 う飲食料品小売業が 30店 も占めて
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いることを考慮 しなければな らないOしか し. 2,001円以上を指摘 しTこ商店のなかには20,000

円～ 30.000円 とい う蹄店 もあっT=けれども.商砧桝 田の.釦 ､胃回 り品 ･専門品的な商品は近接

の岡山市で防人する客が多 く,当町の商店 としては.やはり商品申俄の低い最寄 り品的な ものを

駁 l)扱わざるをえないようであるo

次に現金売 りと掛売 りについてみると(裳 4- 6- 14参僻 ).回答商店総数 70店の うち,

37.1別 こあT:る2 6店が現金売 り100車とL･ll芥し.現金売 り90帝 ,掛売 り10帝の店が 18

店 (回答商店総数 70店の 2 57帝 ).現怠完 り80承 ･掛･,(上り20車の店が 5店(L'117･l留),

現金売 り70多 ･掛J,.こり30帝の店が6),ti(同 86飾)などと現金売 りの割合が圧倒的に多いo

これは,晦客の購入商品に商品蝉価の低い府寄 り品が多いこと.まTこ観光客 ･釣客などによる購

入もかなり含まれていることにもよると思われる｡しか し,単価の[91-い商品を取 り扱 っている家

具 ･建具 ･什終小売業のなかには.掛売 l)100帝の店 もみ られる｡

衣 4-6- 15 販 売 方 法

菜種販売方法 践物衣服身のまわり 庶l小 売 芙 飲食料品小売業 飲食店 自動車自転中小rJTqe:業 家 具建 具什 器小r,.i某 その他の小売業 指 摘 数 計

お 田 上 晶 の配 達 を す る 7 23 2 7 6 45 (22.6)

注 文 取 t)に ま わ る 4 1 2 7 (3.5)

外 売 り に 出 る 7 5 3 2 17 (8.5)

値 ぴ さ は し な い 7 20 I 8 36 (18.1)

お 添 え 物 を す る 10 27 1 4 4 46 (23.1)

現 金 売 りに は1.JqJ引 す る 4 4 1 Jt 4 17 (8.5)

まとまった買物には割引する 7 13 1 4 6 31 (15.6)

指 摘 数 計 46 93 5 23 32 199(loo.0)

さらに当町の小･Ti商が敗,,Tiに際 してどのような方法をとっているかをみると(表 4- 6- 15

参照 ),｢お添え物 をする ｣の指摘数が4 6 (指摘総数 1 99の 2 3.1車 ),次いで｢お買上品

の舵連をする ｣の指摘数が 45(同2 2.6席 ),｢憤びさはしない｣が 36(同 18.1車 ).｢
まとまった只物には割引する ｣が 3 1(同 15-6帝 ).｢外売 りに出る｣と｢現金売 りには割引

する｣がそれぞれ 17(同 8.5帝 ).｢注文取 I)にまわる Jが 7 (閲 35帝 )とな っているO こ

のように ｢僻びさはしない ｣の指摘数が街版総数の 】8 1帝を占めているが .しかし｢お口上品

の配達をする｣(指摘総数の 22.6飾).｢注文取 りにまわる ｣(J-'J3.5飾 )ことにJ:ってサー

ビスにつとめ.まT=｢お祢 え物をする ｣(同 2 3.1帝).｢まとまっT:日物には割引する｣(同

156多 )および ｢現食売 りには割引する｣(同85多 )の指摘数の合計が指摘松数 199の う
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ち47･2針 こあたる94も占めていることからみると.宗争上やはり実質的には一倭の偲びきサ

ービスが行われていることになると推測されるC

(L) 調査商店の仕入状況 p
J

表 4-6-16 仕 入 方 法 と 仕 入 地

実 在 綴物衣服 飲食料 飲食店 自動串 家 具 その他 f旨摘 数 計
仕入方法 身の まわり R ｢一日 自転碍 建 具什 鰭 の

･仕入地 Fl小 売 業 小売業 小売業 ,(小.,こ澄 小売業

主要な 日仕入.方)法 先方か ら釆 るのを員つ ll 2 2 6 21 (20.4)

同語 .手紙で注文 し配達 してもらう 9 23 4 り 6 ll 55 (53.4)1

指 摘 数 計 19 47 6 ウ 9 20 103(100.0)

回 答 商店 数 13 32 .1 2 7 13 71

主要な仕入地 岡 山 市 13 43 ワ 2 5 12 77 (66_4)

倉 敷 市 I 1 (0.9)

津 山 市 1 i (0.9)

邑 久 町 2 2 (1.7)

牛 憩 町 ll 2 13 (ll.2)

宮 崎 県 2 2 (I.7)

広 島 県 11 1 (0.9)香 川 県 1 (0_9)

徳 島 県 ~1 1 (0.9)

兵 庫 県 1 1 2 (1.7)

′~ヽ宿摘敬) 大 阪 桁 3 I 2 6 (5.1)

京 都 府 4 1 5 (4.3)

愛 知 県 1 1 (0.9)

朽 木 県 1 1 (0.9)

東 京 都 2 2 日 .7)

指 摘 敬 計 21 61 6 2 9 17 116(100.0)

商店の業務は仕入 と脱亮にわかれ,そのどちらも商店にとっては重要な業務であるが,商店の

経営宿劫の出発点である仕入業病の適否は,直 ちに商店鐙富 に盛大な膨笹を及ぼすので.仕入は
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商店の死翁を制するとい ってもよいであろう｡したがって仕入は消費者に青んで買 ってもらえる

品質 ･価格であることを第一条件 としなければならない｡ ｢上手な仕入は半分売れたと同様であ

る｣("Well bought is ball sold■')というような内外のことわざも仕入の重要

性をよく物語っている｡ このように商店にとって韮要な仕入菜務を,当町の商店はどのように行

っているのであろうかO

主要な仕入方法として｢先方か ら来 るのを買 う｣｢屯話 ･手紙で注文し,配達 してもらう｣｢

こちらか ら出かけていって買 う･｣の 3者をとりあげてみたところ(表 4- 6- 1 6参照 ),｢屯

許 ･手紙で注文 し.配達 してもらう｣の指摘数 55 (指摘総数 103の53･4帝 )と最 も多 く,

次いで ｢こちらか ら出かけていって買 う｣の指摘数 27 (同 26.2飾),｢先方から来るのを貝

う｣の指摘数2 1(同 20.4年 )であった｡一般に商品は.品質がよく滑空聖者の好みに合 ってい

て.しか も値段が格安であれば売行 きがよいものであるが.そのような商品を販売するためには,

まず仕入にあたってこちらか ら硬板的に出かけていって.仕入商品の選定 ,仕入値段 .仕入の時

期 と敷坑 .仕入先の選定などについて十分な研究 と工夫が大切である｡しかし,商品がメーカー

から消㌍者の手に渡 るまでには,菜種により,商品の種掛 こよって,いろいろな流通段階が介在

してお り.そこには従来からの取引慣行が行われている場合 もあり,また｢メーカー同志,卸同

;-i.I.小売同志の横断的競争と同時に.三者相互間の垂直的競争がみられる｡ このタテ ･ヨコの競

争は,いずれも自社のマーケ,卜･シェアの拡大をめざして,流通支配権掌握をめぐり,激 しく

展開されている｡｣(深見 ･佐藤 ･田島編 ｢流通問題入門 ｣162ページ)しかもメーカーとく

にピ,グ ･ビジネスは.激烈な企某闇政争に打 ち勝つために.卸 ･小売に対する流通支配力の強

化を懸命にはかっている｡しかしr｢流通 ｣という経済活動は,それ自体の内部にふ くまれる自

生的な嘘閲の論理よりも.それが拠 って立つ.あるいはそれが結合する両極 ,すなわち｢生産 ｣

と｢消費 ｣の条件によって規定きれることが強いという本来的な特質をもっている-･･-0LT二

が って,われわれが流通問題を考える場合には.流通構造をきさえる経済社会の諸環境,諸条件

の変化 と発展を正確に把握 し,これとの関連において.串博を追跡しなければな らない････O ｣

(深見 ･佐藤 ･田島編 ｢流通問題入門 20ページ )LT二がって小売商にとって仕入政帯がいかに

あるべきか ということは.流通を取 り巻 く経済社会の諸環境 ･諸条件の変化によって-一概には論

議されえないのであるが.｢こちらか ら出かけていって買 う｣の指摘数が指摘総数の262別こ

すぎないところか らみると,一般に倒極性があるとはうかがえないo

次に主要な仕入地についてみると(表 4- 6- 16参府 ).岡山市の指摘数 77(指摘総数116

の 6614帝)と最 も多 く.次いで咋窓町の指滴数 13〔同 11.2飾 ),大阪府の指摘数6(同 51

多),貞都府 5 (伺 4 3車 )などとなっており.岡山市か らの仕入がEE倒的に多い｡ このことか

らみると.当町は岡山市の卸売市場韻域内に包摂 されているといえるであろう｡

以上は,当町円の小売菜 7 1店に対するアンケー ト調査によって,商店の経営状態を検討 しT=

わけである｡牛窓は昔か ら内海の良港とせ られ.数 の々由緒伝説が残され.とくに江戸時代には

牛窓の商業はその位盛期をむかえた｡しかし,明治に入 り,山脇鉄道の開通により交通更別軌こ新

時代をむかえるようになると.鉄道迎職の発達にともない.港湾としての牛窓の機能は漸次相中
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を余儀なくされていっT=｡ことに昭和 30年代役半以降のわが国経済の荷皮成長過程のもとで,

｢ひずみ ｣ともいうべ き経済水準の地域格差に基づく細市周辺への就仏による人口流出現象がみ

られるようになり.当町の人口は昭和 25年の 12.618人か ら昭和 35年 Il.529人,昭和 45

年 9.640人 .昭和50年9.469人.昭和 54年 4月9.339人 (月末推計人口 )へと年ごとに減

少傾向をT:どってきている｡｢殻に消㌍市場の広狭を決定する要因 として人口の大小.所子守の多

少があげられるが,当町においてはこれらの要因はマイナス要因 として作用しているものと推測

されるo既にみてきT=ように旭丘 10年間における当町の商店数は停滞気味で.その経営規掛 ま

零細である｡しかもいわゆるモータリゼ-シ■ン時代の到来でマイ .カーを各家庭が保有するよ

うになった見返では.町民の防T3力 (とくに13回 り品 ･噂門品に対する僻Ei力 )は町外へかなり

流出しているように見受けられる(｢2･ 牛窓の西田 ｣の項参順 )｡この塀完カの町外への流出

の原因としては胡 の々 ものが考えられようが.当町の地歴約位旺 ･環境ならびに現在の町勢など

か ら判断 して.単純に大型店化 ･噂門店化の計画で解決できるものとは考えられない｡まず商店

の品そろえ ･価格 ･サービスの改掛 こ努めるとともに抱光とのつなが りを深めた個性 と特色のあ

る郷土品の育成をはかるなど手近なところから収 り艶み .町の将来の町づくりにあわせた長期的

展望のもとに店舗 ･照明の改善などに努め.協異化 ･甜司店齢化 ･専門店化をはか りなが ら商店

街の形成.駐中韻の健保などを検討していくことが現状打縄のTこめの方途であろうoLかしその

ためには.まず商店経営者自身の自己雌新が絶対に必要であると思われる｡

(片岡 恵美 )

参考資料

岡山県企画部 :岡山県統計 100年史

岡山県企画部 :岡山県市町村勢卓覧 (昭和 30 33.:17.39.41.44年版 )

岡山県企画部 :岡山県統計年報 (耶和 36.38.ilo.42▲43.44.47 48.49.51年 )

岡山県企画部 :商業統計調査結果滋 (昭和 45 47.49.51年 )

刈昼栄員 :牛窓姐土物欝

増地価治郎 ･古川栄一 :宿題通冷 し

深見義一 ･佐藤敢 ･EE偶 感は :純血問題入門 lI

2. 年宮の商際 L

商圏とは ｢小売店の見込覇客を地哩的な筒軌としてとらえたもの ｣(有斐牌経済辞典 )であり.

換言すれば商魂とは小売市嚇領域のことであるcA栄小花市場風域は卸売市場領域と異な り.そ

のrF域新城は地域的に比較的狭い範臥 こ限定されているものであるが.その広がりは交通の発達

により,商品の撞願により.商店の性格などにより多様であり.しかも固定的なものではなく.

時の移 り変 りとともに拡大しTこり縮小しTこりする｡小苑取引を構成する鹿本的要素 としては小売

店と敬答の両者が考えられるので.商娼調査においでは.小売店の側からの噸客調査 と顧客の側

からの小売店調査がともに重視されねばならないが .小売店の価か らの晦客調査は既に ｢1, 商

発の推移 と現況の(7)商店経営の実態調査 ｣のところで不十分なが らも行 っているので, こ こで
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は簡客の側か らの小売店調査 (年寄町民の毘物腰調糞 )を行 うことにしたo

小蔵宿は .流通経路上,成終桶野者 と直接に接触 し販売する中間商人であるから.小売商の取

り扱 う商.'.jL.は生活FTl砧であるo この生活用品は消費者の肺人の仕方によって,慮寄 り品 (消究者

が粒寄 りの店で,手軽に晴入する削 古で.たとえばタバコ.みそ.しょう油.日用雑貨などのよ

うに安価でひんぽんに構入する商品 ),矧司り晶 (渦兜昔がいくつかの店を見て回 って,形状 °

品質 ･価格などを比較,検討しなが ら防人す る商品で,たとえば婦人既製服.仲子 .ネクタイ.

装身具類など),噂門姑 (摘草者が価格以外に.特定の品質,恋匠.ま1二は商機や店の名に魅力

を感じて特定の店で旺持入する商I.7.で.T:とえはピアノ,高級衣服 .揃扱家具類 ,テレビ.自助串

など)に分類 されるが,しかし時代の推移 とともに.工業技術の進歩による製品の大淀生産化 .

国民所得の増加.マスコミによる宣伝力.さらに趣味 ･流行にともなう生宿様式の変化などによ

ら.従来胃回 り品的性格の強い商品であったものが.今 日では位寄 り品的な商品Iこなっているも

のもあり.商品の性格は時の移り変 りとともに変化 しつつあるOしたがって繭晶を上記の 3積載

に分類することもできかねるので,本調査では(I)野菜 ･果物 .(2)鮮魚 ･肉頬.(3)酒類 .調味料 .

(4)和洋菓子類 .(5)呉服 ･服地 ,(6)寝具 ,(7)男子洋服 .(8)婦人 ･子供服 ,(9)下着筋 .細 くつ ･はき

もの頬 ,細かばん ･袋物煩.43家具類 ,q嫁 摩用金物 ･荒物 .㈹陶磁器 ･ガラス.晒家庭用屯気

製Lij｡(テレヒ･冷蔵駈 ･屯球など),00自動車 .自転車 (自動二輪車を含む ),87)医薬品,q針ヒ

粧品.89燃料 (灯油 ･プロパンガスなど ).切)か特 ･雑鼓,伽文房具頬 .幽おもちゃ ･娯薬用品

(囲碁 ･トランプなど).細 レコー ド.楽器.伽カメラ.め時計 ･めがねの25品目にわたって

調査を行 うことにした｡

牛窓町民の口吻飽調査を行 うI･･段としてアンケー ト方式を採偶することにしたOアンケー トは

牛窓中学校 3年生の娃徒を通 じて】20駐韓に配布を依頼 し.回収 されたのは 111(B]収 率

92.5帝 )で.(-LL.i].回収率であった｡ この調査にご魅力をいただい[:Llニ苫中学校の諸先生をはじめ.

各 ご家庭の皆様に対 して. この紙上をかりて心か ら偉 くお礼FflL上げる次第である｡

表 4--6- i7の牛窓町民の異物圏総括表によれは,年寄町内での購入率が爵い商品は,野東

･果物 (牛窓町内での情人率 9712解),酒類 .調味料 (同94.8%),和洋典子類 (同 9 I.6

i).鮮魚 ･肉類 (同 90.7% )などのように慮寄 り占-I.性格の強い商rFP]であるが.牛窓町外か ら

の購入率が広い商品は.レコード･楽照 (牛窓町外か らの構入牢 98.2%).かばん ･袋物頬 (

同 7 】12飾 ).婦人 .子供服 (同 66-7% ).男子洋服 (同 650% ).家具類 (同 54 5% ),

おもちゃ･娯楽用pql(同 523% ).下満額 (FIid508飾 ),くつ .はきもの類 (同 50勿 )な

どのように毘回 り品的 ･専門品的性格の強い商品であり,牛懲町内の商店では価格 .デザイン,

流行などの点で飽 き足 りない消役者が,自分の趣味 ･個性に一個よく似合った.より満足のいく

r商品を求めTこ精巣であろう｡年晋町外か らの肺人では西大寺地区,岡山地区か らの購入が他を圧

倒しているが.これは牛窓町か らの交通の煙がよいという地の利のT=めであろうO次に個 々の商

品について年寄町民の只物圏がどのようになっているかを考察 していくことに しよう｡

(I) 野菜 ･果物

牛窓町民の牛懲町内での野菜 ･果物購入率は (釆 4-6- 17参照 )754%であるが.白作

-28(I -



(野菜 )2 1･8帝を考慮に入れると.972藤が牛患町内で野菜 ･果物を賄 っていることにli･るO

さら(こ衷 4-6- 17-(1)をみると.(･ト懲地区内での研入率が 50.0帝となってはいるが.｢投

に牛窓町内での購入地が散在 しており.牛窟町内各地区の駐民はほほその地元の商店か ら購入 し

ていることがうかがえ.Jd･寄 り品的性席を如来にまわ しているといえよう｡

(2) 鮮魚 .肉類

牛御町民の町内での鮮魚 ･肉類粥入牢は90.7車と席 くなってお り,しかも牛窓地区内での併

入牢が 64,3帝と岳いが,表 4-6- 17-(2)によれば .野菜 ｡果物の場合と同様に町内での購

入地が散在 しており,瓜寄 り品的性格が衣われている｡また,行商か らの購入率が54帝で.牢と

しては低いけれども.行商か らの防人串 としては調丘 25品日中虫 も高い｡

(3) 酒瓶 ･調味料

牛窓町内での酒類 ･調味料の購入率は94.8帝と飼主 25品日中位 も宿 く.しかも年若地区内

での眺入牢が 6 1･7帝とrEf71-いが.野求 ･栄物 .鮮魚 ･内筋の場合と同様に町内での構入地が散在

しており,当町内各地区の住民はほほその地元で間に合っているものと思われるOこれは.しェ

う油 ,酒覇などについては注文配達が多いので.rl寄 りの商店に依頼する場合が多いからであろ

う｡

(4) 和洋典子類

牛窓町内での和洋英子載榊入率は91.6啓.q=懲町以外での岬入率は8 4帝であり,町内での

常人率 91.6針 ま調査 25品EIFl相 席 ･調味料に次いで第 2番目に高い0年窟町内での購人地は.

上 記 3品目と同様に,年寄地区が中心的ではあるが.軌円各地に散在 しているO薬子煩は駄菓子

類か ら粛扱薬子類までさまざまあるが .牛窓町以外での呼人率 84帝 (西大寺地区4,2帝.岡山

地区3.4帝.邑久町 0.8i)は壬に贈答用などの信組典子頬 と推察 されるO

(5) 呉服 ･服地

倣酎和服は不断石 としてfl用きれてい1二が .恥故は生癌様式の変化により.私服 の生活から洋

服の生活へ移行 し.洋服の普遍化は著しく.和服は柄軸的な洋服に圧倒きれ,特に女性の和服は

訪問:FJl.晴れ乱 式服などに狭められているoなお不仁1眼に長軸秤 , 描,稽揚げ.樹留などの小物

を加えると相当商館になり,その購入同数も少なく.それだ(-)に消貿者の粥入時の憐重 さが要求

される｡まT:洋服は今 EIでは イージーオ-ダーやレティーメー ドが｢般化 しているが.しかしこ

れに飽 き足 りない鵜野者は,生地 ･柄などが自分の趣味 ･個性に一周 よく合致 した服地を求め,

より満足のいくテサインて仕立てる｡LI二がって炎脱 ･服地は毘回 り品的 ･専門品的性格の敬い

商品であるO

このような呉服 ･服地の暇人串は牛潜町内531車.町外 44.5飾.行商 2.4飾となってお り.

地元特質刀の約半分が町外 (剛 Ll.西大寺/i･ど)に粍出している｡これは.地元より都市の方が

豊富な品そろえの もとで品質 ･色彩 ･デザイン･価怖fLど†こおいて一層自分の個性にマ9チLfこ

商品を選択することができるか らであろう｡

(6) GE具

寝具は.かっては実用品 としての性格の強い商品であったが,現在では色彩 ･柄 .デザインな
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どムー ド的観点から逮択される憤向にあり,しかも,枕.寝間着のような一部のものを除外すれ

ば .布臥 マ,トレスのように溝的にも,価格的にも大型商品で,購入回数も極めて少ない買回

り品的 ･専門品的性格の濃い商品である｡

このような寝具について当町内での隅入牢は 59.3飾,町外 (西大寺.岡山など)か らの帝人

率 35.6番,行商 51飾(うち岡山か らの行商4.2飾 )となっており.地元購買力の約 40帝が

町外に流出しているO地元滞留率を60多近 く維持 しているのは.枕などのような比較的安価な

占胡勿の購入や布Lilなどのような在張る品物の場合に運搬上便利な近距離の地元商店か らの砕入.

あるいは地元住民 としての親近性にもとづく強い顧客関係が背後にあることからの購入などによ

るのではないかと思われる｡

(7) 男子梓服

牛窓町民の町内での僻入串は333飾であるが,町外での購入率が 650% (うち岡山 275

飾,西大寺 2 58車.邑久 10.8帝など)と調査 25品日中レコード･楽臥 かばん ･袋物煩,

婦人 ･子供服に次いで帝 4番目に高いCこれは.男子洋服が段寄 り品 と異なり,か ってはオーダ

ーメー ドによる専門品的性格の濃い衣服であったが,現在ではイージーオーダ-やレディーメー

ドのサイズの多様化などにともなって貿回 り品的性格の強い商品 となっているので,流行 ･デザ

イン･色彩 ,柄 とかいったセンス.あるいはまたそれを取 り扱 う店舗の立地条件も売口のための

正要な要素となってお り.したがって買回 り晶 として品そろえの豊富な岡山.西大寺などの商店

の顧客吸引力が強 く作用 しているためであると思われる｡なお.牛窓町内 での購入率 33･3帝の

うち3 1.7別ま牛番地Lまでの防人であるQ

(8) 婦人 ,子供服

今 日の如人月剛ま,特にヤングレディーを対象にLT:ものが中心 となってお り.マスコミを通じ

てのフ丁 ヅシ1ン界の宣伝や流行に対する女性の敏感性 .あこがれなどにより,色彩 ･柄 ･デザ

インとかいったさまざまな観点から選択 される日回 り品的性格の非常に浪厚な商品である｡しか

し子供服は.婦人服に比較すると.あまり流行にとらわれず.むしろ丈夫さを品質 とLT:品物が

選択 されるO

このような婦人 ･子供服について.牛窓町内での晴入率は31.8率と低 く,町外での研入牢が

667飾(うち西大寺 31･1飾.岡山 21.5帝,邑久 13.3%など)と調査 25品目r-Llレコード

･楽餌 .かばん ･袋物類に次いで第 3番目に拓 くなっている｡地元滞留率 31.8車は主として不

断着 としての婦人服や子供服の購入であると思われるが.町民桝田力の町外流出分の大部分はEi

回 り品としての婦人眼の研人が中心であると推測 される｡

(9) 下芯類

下着類の研入牢は牛窓町内 477飾,町外 508飾,行商 (岡山 ｡西大寺か らの行商 )1.5飾

となっている｡このように町民購買力の52.3帝が町外へ流出しているのは,比敬的安価で,か

っては実用品としての性格の強い商品で3)つT=下着類が,鼠丘では形 ･色彩 ･デザインとかいっ

Tこセンス的観点か ら選択される傾向が強 くなり,次掛 こロ回 り晶的性格が汲 くなってきT=からで

あろう｡
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80 くつ ･はきもの類

かっては.くつを選ぶ盛準 として堅牢性 ･横熊性か節-とされていT二が.今 日ではくつも流行

品 ･消耗品と考 えられ,モード(mode)やはき心地のよさを帝-とするようになっており,く

つは貝回 り品的性格の濃厚な商品 となっている｡

このようなくつ ･はきもの類について牛窓町内での隅入率は 50.0解で.町外での塀入率 500帝

と相括抗 している｡牛窓町内での購入先は牛窓地区が中心 (牛窓地区での購入率 46･0飾.鹿忍

地区での購入率 4.0飾 )で.町外での購入先は剛 u(購入率 230解 ).西大寺 (同 16.7飾 ).

邑久 (同 10.3飾 )となっているo選曲 ぐつ ･ス1Jdパ ･サンダルなどは牛窓町内で.その他の

婦人 ぐつ ･紳士 ぐつ ,,白石級ぞうり(皮ぞうりなど)FL･どは品そろえの壁首な岡山,西大寺などの

商店で購入する場合が多いと思われる｡

㈹ かばん ･袋物葡

甥性の串番用かばん.あるいは学生のかばんのようなものは実用品であり.女性の所持する′､

ンドバ .,グ.かばん,あるいは袋物軌 ま大作においてアクセサリー品としての性格をもっている｡

しかも段丘では男性用のかばん(こしても.流行の嘘に抑されて同一商品を同年間も使用すること

は少ないoこのようなかばん ･袋物頑 について.LIF一感町円での晴入串は 28.8啓 (年藩地区での

伊入串 28.8帝 )で.粛丑 25品日中 レコード.楽掛 こ次いで取 2番目に低く.町外 での購入率

が7 1.2車 (うち岡山 38,4飾.西大寺 24,0年.邑久 88多 )と調査品日中簡 2轟剛 こ高 くな

っているOこのように町民僻見力の地元樹幹革が低く.町外流出率が高いのは,かばん ･凄物燕

が本釆の満雄 をもった実用品 としての外に.今口ではアクセサリ-品 としての性格の蔽い男回 り

晶的 ･専門品的商品となっていることによるものであろう｡

8才家具類

家具額は.かっては実用に駄する道具にすぎなかったので.体裁よりはむしろ堅固であること

が必要であったが.娘近の趣味 ･流行に ともなう/鰯 辞式の変化は.比較的変化の遅い家具軌 こ

対 しても,そのテンポを速 くしており.今口では堅胴ということよりも形 ･段悌 ･色彩 ･デザイ

ン q材質など体裁という面が証祝される便向が幼 く.千割こアクセサリーとしての要素を備えるこ

とが要求されるようになってさTこOしたが ってこのようILfa回 り品的性格の担い専門品である家

良頬の蹄入率が年番町内 438帝(うち牛敵地Eg41.3渉.長浜 1.7帝.鹿忍 0.8帝 ) . 町外

54.5帝 (うち西大寺 355飾,岡山 157飾.邑久 1.7希.その他 1･7席 ).行商 117車と町

民稗田力の過半が町外へ流出していることも理解で きるであろうO

83 家庭用金物 ･荒物

家庭用金物 ･荒物は家庭における[日日品で.しか もその超類は非荷に多い.この金物 .荒物に

おいては, これまで新陳代軸は他の品柾のように激しくはなかっT二が,住居用品の充実LTこ今 日

では,新しい商品の捷用にJ:る生活の文化化が安求さ才しろようになってきTこoTことえば金物の歴

史が蹄物か ら始まり,それがほうろう鉄器へ,さらにアルミニューム製品へ移行 し.しか もアル

マイト時代になると.同じ軽金属でもアJレミ軸晶は劉朋化 し,さらIこ現代ではプラスチタク製品

の登場によって次萌に前記商品の領域が侵 されている｡このように商品の新陳代謝は.この品種
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においても著しくなってきているOこのような情勢のもとで.家庭用金物 4荒物の構入牢が牛窓

町内63.2年 (うち牛窓地区51.8頭.戯忍 6.1飾.艮浜 5･3年 ),町外 35.1帝 (うち西大寺

21.9飾,岡山8 8飾,邑久 44飾 ).行商 (岡山からの行商 )1.7啓と町民晴員力の過半を地

元にとどめているものの.町外流出率368帝 (町外 351飾.岡山か らの行商 l･7帝 )を示し

ているのは.品そろえの豊富な西大寺 ･岡山などの商店の噂客吸引力が強 く作用 しているためで

あると患われるo

a4 陶磁器 ･ガラス薦

陶磁器 ･ガラス器には茶わん,皿,コップなどの食器類から,花器 .茶器,FLIV}物のような趣味

品で室内装飾品として観'n'用に使用されるものまで多種多様にある｡牛窓町内での構入牢 53･1

序 (うち牛窓地区460帝.長浜 35秀.鹿忍3.5年 )の大部分は実用品としての陶磁器 ･ガラ

ス器の購入であると思われるが.町外での阿入率 4619年(うち西大寺 221飾.岡山204帝.

邑久 3 5飾.その他 09飾 )は,形 ･色 ･デザインなどに重 きがおかれる陶脚 ･ガラス鯨の隣

人が多いと推刺されるO

Bら 家庭用屯気製品

一口に家庭用tR気製品 といっても.昭球 ･蛍光管などのように安価なものか ら,テレビ｡ルー

ムクーラー ･屯子 レンジ･78気冷蔵庫などのような宙価なものまで様々な商品かあり.専門的性

格の硬い商品であるO牛窓町内での塀入串が82,9帝 (うち年寄地区69.4飾,鹿忍 99帝.良

涙 3･6序 )と高く,町外での購入率は 17 1年 (うち岡山72年 .西大寺 54弟.邑久 3･6飾.

その他 0.9飾)と低いoこれは.同一メーカ-の製品はどの店で僻入 しても同 じ品物であり.し

か も購入後の修理 ･調整な どのアフターサ-ビスを考慮すると.比較的近距離の店から隅入 した

方が便利であるからであろう0

80 自動車 ･自転車

自転車が国民の必T73品 となってから既に久しいが.本格的なモータリゼーションの時代となっ

た現在では.自動車の急速な普及は.都会地はもちろん良村に至 るまで .業務用のみならず自家

用の串として自転車にとってかわり,マイ･カー族は飛躍的に増加 してきた｡自動車 ･自転革は

特定の品質 ･銘柄などに魅力を感じて聯入 きれる債向が強 く,専門品的性格の澱蝉な商品であるO

このような自動車 ･自転串に対する牛窓町民研民力の地元紺留率は779年(うち年番地区61.1

飾.鹿忍 10.7飾.長浜 61飾 )t高く,町外への流出率が221飾(うら岡山 107帝.邑久

53啓.西大寺 4.6帝,その他 15飾 )と低い｡高率の地元滞留の大部分は自転車の購入であり,

低率の町外流出の うち岡山 ･西大寺などへの購民力流出は自動車の畔人の場合が多いと推刺され

る｡

Qや 医薬品

マス.プロダクシーン時代 といわれている現代では.医薬品の うち.いわゆる録健剤 と呼ばれ

ているもの (ビタ ミン刑 ･ホルモン剤 ･老化予防剤など)や薬局でよく売れる胃腸典 ･かぜ薬な

ども忠彦医薬品であるOしたが って.これらのマスプロ製品の大塩哨照を促すためにマス･コミ

1ニケーシ'ンが行われ,その大毘販売の般末端に位隈している小売店が取 り扱 う医薬品 も.か
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っての治療薬 7:保健薬 3に対し今 日では治療薬 3 :保健轟 7程度になっているといわれているO

もっとも.このことは,医薬分業が名目だけで.実F的には行われなか っT二に等 しいということ

にも影響されているO

当町民の医薬品購入率は当町内での購入率が845年(うち牛窓地区 79,3帝,鹿忍 4.3帝.

長浜 0.9飾 ).当町以外での柄入率 138ヰ(うち邑久 86帝.西大寺 3,5年.岡山 1.7帝).

行商 1･7飾となっており.当町民晴E3力の地元滞留牢が宿い｡これは.マスプロ.マスコミの時

代といわれる今 日では.同一製典会社の製品はどの発局 .薬店で肝入しても同 じ医薬品であり.

環い正さしておく場合 もあると思われるが.やはり必要時に購入する場合が多いので.近距離の

地元の薬局 ･薬店で購入する方が便利であるからであろう0

8ゆ 化粧品

化粧品は.今日では.大手化粧品 メーカーの大正生産 ･大恩流通 .大塁消㌍政辞によって,全

国津 細々々どこでも自分の好みにゐ･'T=ものを容易lこ入手できるようになり.凝寄 り品的性格の

濃厚な日用品となっている,したがって牛藩町内での化畦晶帯入牢が87･1帝 (うち牛窓地 区

79.8飾,鹿忍4.6啓.長浜 2.7啓).町外での研人串 8,3承(うら西大寺 55飾.邑久 1.8葬.

岡山0.9飾).行商4.6帝と当町民購只力の地元背骨軍が拓くなっている｡

89燃 料

かっての家庭用燃料 としての薪炭 ･石炭は.今日では屯気 ･石炭ガス.とくにプロパンガス ･

灯油などの化学燃料に押され.その利用は底皮に滅J少しでいる.燃料の購入率は牛窓町内 89.2

飾 (うち牛禽地区 650頭.鹿忍 150年.良舜 9.2帝J,当町以外 108年(邑久 7･5年,西

大寺 1.7承.岡山1.7多 )と当町内での鰐入牢が圧倒的に高い｡ これは.灯油 ･プロパンガスな

どの家庭用燃料は玉虫が大 きく運搬しに くいうえに.ET帝生活必蒋品として擬寄り品的性格の温

い商品であ り,まTこ僻人後 も調整などのアフターサービスが必要 となってくるので.なるべ く近

距鮭の商店を利用した方が偵利であるからであろう｡

捌 春海 ･雑誌

牛窓町内での暗入串は81.3帝 (うち牛怒地区 74.Gi.鹿忍 5･2帝.長浜 1･5帝 )と高 く,

当町以外での購入率は 18.7帝 (うち岡山 lI.2弟.西大寺 7.5年 )と低いC牛窓町内での防人

は.商店が｣投に小規模であるTこめに.一般向きの稚誌 ･図杏が多数を占め.少し専門的 ･学術

的な雑誌 ･図番になると岡山などで購入されるものと思われる｡

¢D 文房具塀

年寄町民の文房具頼構入牢は当町内 91.4錦 (うち牛患地区 69･8帝,鹿忍 21･6多 ).当町

以外 8.6飾 (うち岡山4.3申.西大寺 4.3帝 )とfJ.･っているO-口に文房具店 といIDても.その

取 り扱い商品は,一般的なものから特殊な ものまで広い聴臥 こわTこっている.すなわち事務機械

(レジスター･蛤写器など)･備品 ･器具 ･紙取崩 (ノ-トー班せん 4封筒など)･用紙 ･一般

消耗品などその品名は枚挙にいとまない程で.南街なものから安価な位寄 り品的なものまである｡

したがって当町民が地元で研入する文房具掛 ま,圭として安価な最寄り品的なものであり.やや

応価なものにlJると.岡山など-出軌 するものと推鵬される｡
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¢9 おもち十･娯楽用品

一口におもちゃといっても.その種類はきわめて多 く.簡単に分類することは困難であるが,

東京輸出金属玩具組合ではu)助力玩具 .②ゼンマイ玩具.③布綿玩具.④セルロイ ドおよび金属

玩具 .⑤楽器玩具.⑥宅動玩具 .⑦木銃玩具 ,⑧金属銃玩具 .⑨ その他の玩具 .と一応の分類を

試みているが . これによって完全に分類せ られるわけではない｡アイデアの競争によって次々に

新製品が発売せられて, この項目の もとに分類することのできないもの も続 々と市場に出現 して

いる｡ラジコーンと呼ばれるラジオコントロール玩具などはその一例である｡また娯楽用品につ

いても圃LE(碁盤 ･碁石 )･将棋 (盤 ･駒 ).歌留多 ･トランプ.マージ･Yン用品など.その種

類は非常に多いO このよ うにおもち･F･･娯楽用品の種類は多種多様にのぼってお り.また価格の

点からみても.大物 ･小物に大 きく分嫉せ られるが.その大物 ･/J物 の各部類に入れられるもの

もその種類はきわめて多い｡

このようなおもち+･娯楽用姑の隅入牢 については.牛患町内での購入率が 47･7妬(うら年

番地区 40 4飾.鹿忍 55飾.長浜 1.8番 ),牛窓町以外での胴入牢が 523串 (うち岡山32.1

串.西大寺 165飾.邑久 3･7飾 )となってお り.町民僻貝力の過半か町外-流出している｡牛

窓町内での購入は.主に安砺な小物が多数を占めており.新 しいアイデアの商品や比較的高価な

大物は岡山などで俳人される場合が多いと思われる.

の レコード･楽耕

レコードは.小売店にとっては多種少星販売の典型であり.消費者にとっては,たとえば希望

するチ･Yイコフスキーのピアノ協奏曲帯一番に代えてショパンの ピアノ協奏曲第一番を購入する

わけにはいかず.また同 じチ･rイコフスキーのピアノ銘菓曲第一番にしても.希唱するピァノ演

奏者 ･指揮者 ･楽日=こ代えて他のピアノ演真書 ･指揮者 ･楽田の レコードで間に合わせるという

わけにはいかず ,レコードの畔人には代番はないことをぷ味しているCしたがって哨喫者は在雄

の豊首な都市のレコード店で入手しようとする傾向が見られる｡まT:薬草に しても,ギターなど

の一部の楽器を除外すれば.一般家庭で購入されることはまれであるo このi:うTL-即納 ,ら,レ

コー ド･楽器については町村の小売店では専門店として経営 し難い一面をもっているO調査 25

品日中.町民昨日力の地元滞留率が 118番と殿 も低 く.町外への流出率が 982年(うら西大寺

58･9車,岡山375飾.その他 1･8年 )と梅 も高 くなっているのは, このことを明白に現わし

ている｡

C4) カメラ

専門品であるカメラは, これまで都市のカメラ専門店で伊人されるのが一般的憤向であった｡

しかしなが ら町民購買力の地元滞留率が 60･4啓(牛懲地区6 0 4% )と1,怨外に高 く,町外-

の流出率は 39･6年 (うら西大寺 24･7車,岡山 - 19年,その他 3.0番 )にとどまってお り.

/ト懲地ほのカメラ店の健闘ぶ りが うかがえるoか ってせい沢品であったカメラも.国民所t等の増

加Iこともなって.今日では生活必稲品的色彩が沸厚になってき1こことによるものと思われるO

俗 時計 ･めがね

時計 ･めがねは,本来の機能をもった実用品 としての外に,今日ではむしろアクセサ.)一品 と
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しての性格 のボい買回 り品的 ･専門品的商品となっているoしか しながら時計 ･めがねに対する

町民購買力の地元滞留率が80,0飾(牛怒地区80.0帝)と拓く.町外への流出率は20,0年(

うち岡山 11･3妬.西大寺710飾 .邑久 l･7序 )と低 くなっているOこれは.今 日では大手時計

･めがねメーカーの大星生産 ･大丑流通 ･大庄版売故軌 こよって.流通経職の末鰍 こ位醍する小

売店の取 り扱 う商品について都市と町村の格差 力砺 小 してきてお り.また購入後の保証 ･捗鱒な

どのアフターサ-ビスを考慮すると,近 くの地元の蕗店か ら所入した方が便利であるからであろ

う｡

以上 ,調査 25品目について各品目別に考察 してきたわけであるが.調査結果を総括すると,

次のように考えられる｡

① 調査 25品目全体での購入率は牛窓町内 65-0年 (うち年寄地区 53,4飾.鹿忍 71飾,

長浜 314車,自作 1.1飾 ).牛宙町以外 33.8申(うち西大寺 15.3年,岡山 13.2再.負

久 4.7弟.その他 0･6帝 ),行商 1,2年となっている｡そして日常生掛 こ濠 も関係の深い最

寄 り品については牛窓町民購買力の地元滞留率が圧倒的に高く.買回り品的 ･専門品的性格

の濃い商品になるにつれて地元滞留牢は低くなり.それだけ町外への流出率が措 くなってい

る｡

② 牛窓町内各地区での伊入牢については.牛簡地区での快入革が圧倒的に高 くなっているO

これは.年寄地区の調査世帯数が他地区 (鹿忍 ･屈浜 )の調査世帯数より圧倒的に多いため

とも思われるが,鹿忍 ･長浜両地区に取 り扱 い商店がない場合などを考慮すると.牛窓地区

での購入がおのずから多 くなるわけで .年寄町における商業活動は牛窓地区を中心に動いて

いるといえるであろう｡

③ 牛窓地区町民の買入先分布についてみると.牛窓町円では地元 (年寄地区 )での購入がEE

倒的に多い｡これは.年寄町内においては牛森地区に他地区 (鹿起 ･長浜 )よりも多 くの商

店が存在しているからである｡年番町以外での購入は西大寺 .岡山での中人が多いO

鹿忍地区町民の買入先分布については.牛恩町内では地元 (鹿忍地区 )か.あるいは年番地区

で購入する場合が多い｡しかし牛窟町以外での研人では.岡山よりも西大寺で購入する場合が多

くなっている. これは距鮮的に西大寺の方が近いか らであろうO

長浜地区町民の買入先分布については.牛窓町内では地元 (長浜地区 )か.あるいは牛懲地区

で購入する場合が多い｡しかし年番町以外での中人では.牛患町内の他地区 (年番 .鹿忍両地区 )

と比較 して邑久での購入が多 くなっている｡これは長浜地区が地理的に邑久に近いか らであろう｡

そして邑久に次いで西大寺 .岡山の順にな っている｡

参考資料

荒川祐吉 :小売蘇葉構造蘇

中小企某診断協会 :企薬診断ハンドプ,ク 商量官下巻
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表 4-6- 17-(I) 野 菜 ･果 物 の 良人 乾 分 布

白人先地区 年 寄 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 窓 鹿 白忍 作 長 年 鹿浜 窟 忍 西 岡大 その 邑 四大 岡山 その

般 皮 - 1=般

別 顔店 協 価店 協 専 山 他 久 寺 他

長 浜 ll 1 2 9 1 1 25

牛 窓 63 2 13 1 I 80

鹿 忍 6 22 9 J 37

表 4- 6- 17-(2) 鮮 魚 ･肉類 の ロ 人先分 布

冒入先也区 牛 窓 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 窓 t曲 自B f/F= 良 牛浜 禽 鹿過 西 岡 そ大 の 負久 顔大 岡山 その

般 良 般 堤

別 商店 協 徳店 協 寺 山 他 寺 他

長 浜 12 3 2 2 19

牛 窓 69l 2 L 1 73

鹿 忍 ll 19 1 3 1 l 1 37

蓑 4 -6- 17-(3) 簡裁 ･調 味 料 の員 入先 分 布

買入先地区 l 牛 窟 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 年 寄 鹿杏 良作 局浜 午潜 鹿過 顔大 岡山 その 負久 西大 岡山 その

般 良 舵 堤

別 顔症 協 商店 協 守 他 寺 他

長 浜 14 1 1 l 16

牛 窓 66 1 1 2 1 71

鹿 忍 4 23 I 28
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襲 4-6- 17-(4) 和洋 薬 子 類 の 買 入 先分 布

買入先地区 牛 窓 町 行 商J 牛窓町以外 計

長 浜 年 寄 鹿 自作 長玩 午寄 鹿忍 西大 岡山 その 邑久 西大 岡 その般 ･.毒脇 般 協 忍別 商店 商症 寺 他 寺 山 他

長 浜 13 1 1 2 17

牛 懲 67 1 2 3 73

鹿 忍 2 25 1 1 29

表 4- 61 1715) 呉 服 ･服 地 の 買 入 先 分 布

先地区 長 疾 牛 懲 ー鹿港 自作 長玩 牛 蕗落 選 西 岡大 その 邑久 西大 岡山 千の般 良協 般 -■別 蘇店 商店 協 寺 山 他 寺 他

長 浜 2 4 4 2 3 1 16

牛 窓 43 1 1 3 ll 19 1 79

鹿 忍 15 I 3 1 l 8 4 33

表 4-6- 1716) 寝 具 の 買 入先 分 布

賢 牛 窓 町 行 商 牛窓町以外 計

先地区 長 疾 牛 窓 J鹿 自作 良玩 牛 魔窟 忍 西大 岡 その 負久 西 岡大 その般 ･t;- 舵 上道 S別 商店 協 商店 協 寺 山 他 専 山 他

長 浜 3 ･1 .1 5 2 1 16

牛 忍 45 I 3 21 14 8 2 74

鹿 忍 15 1 2 2 6 2 28
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表 4-6-1711) 男 子 洋 服 の買 入 先 分 布

只 牛 窓 町 行 商 牛窓町以外 J計

入先也区 長 _戻 牛 窓 J鹿過 自作 蛋浜 午蘇 鹿 西 岡 そ大 の 邑 西大 岡山 その

一 度般 般 皮

別 商店 堤 商店 鶴 忍 香 山 他 久 守 他

長 浜 1 3 5 4 2 15

牛 窓 30 1 1 4 18 20 1 75

鹿 忍 5 1 4 9 ll 30

表 4-6-17-(8) 婦 人 ･子供 服 の貝 入 先 分布

見入先地区 牛 窓 町 行 商 牛窓町以外 汁

長 浜 年 寄 t鹿過..自作 長蘇 早l% 鹿忍 西 岡 そ大 の 邑久 西大 岡 その

般 良 般 農

別 宿店 協 商店 協 守 山 他 守 山 他

長 浜 1 3 8 3 2 17

牛 窓 28 1 6 28 19 1 83

鹿 忍 8 3 1 4 ll 8 35

表 4- 6- 17-や) 下着 類 の貝 入先 分 布

買入先地区 牛 窟 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 窓 顔忍 良作 長玩 午寄 磨過 西大 岡山 その 邑 西大 岡山 その

舵 良 般 I良

別 商店 協 蘇店 協 香 他 久 寺 他

長 浜 1 4 8 4 17

牛 窓 44 1 9 17 10 81

鹿 忍 10 3 I 1 ll 6 32
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表 4-6- 17-00 くつ ･は さ もの 頬 の 買 入 先 分 布

買入先也区 牛 窓 町 行 商 年寄町以外 計

長 浜 牛 窓 磨忍 自作 良顔 午寄 鹿忍 西.大 岡山 その 邑久 西大 岡山 その

般 a 股 殿

別 商店 脇 商店 協 守 也 守 他

長 浜 4 1 9 1 2 17

年 寄 ･15 I 4 9 19 78

鹿 忍 8 4 ll 8 31

衷 4- 6- 17-qt) か ば ん ･袋 物 原 の 買 入 先 分 布

投入先也区 tlJ--窓 町 行 商 牛窓町以外 汁

長 浜 牛 窓 鹿過 自作 良蘇 午窓 鹿忍 四大 岡山 その 邑久 西大 岡山 その

@ 良 般 腿

別 a店 堤 商伝 協 寺 他 寺 他

Li 浜 1 6 3 6 16

咋 窓 27 5 18 31 81

鹿 忍 8 9 ll 28

計 36 ll 30 48 125

表 4-6-17-02) 家 具 類 の 日 入 党 分 布

買入先価区 f｢ 窓 町 行 商 牛窓町以外 】計

長 涙 牛 窓 鹿忍 自作 良浜 午fS 鹿忍 四大 岡 その 邑久 西大 Wl] その

般 盟 般 上畏

Bl 痛店 協 蘇店 協 寺 山 他 寺 也 他

長 浜 3 1 1 8 3 16

牛 窓 2 38 1 1 21 10 I 74

鹿 忍 9 1 14 6 1 31
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衷 4- 61 17-83 家 庭 用 金 物 ･荒物 の Et入 先 分 布

質入先地区 牛 窓 町 行 嘩 牛窓町以外 計

長 浜 牛 窓 鹿港 自作 追浜 午窓 曲忍 西大 岡 その 邑 西大 岡山 その

般 良 般 盟

別 商店 協 商店 協 寺 山 他 久 寺 他

長 浜 6 1 I 5 4 16

牛 窓 50 1 10 9 70

鹿 忍 8 7 1 ll 1 28

計 6 59 7 2 5 25 10 114

衷 4-6- 1714) 胸 磁 幣 ･ガ ラ ス常 の n 入党 分 布

刀入党地底 牛 窓 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 懲 鹿忍 良作 堤皮 午音 曲忍 朽 同大 その 邑久 西大 岡山 その

般 良 般 良

別 宿店 協 宿店 協 守 山 他 寺 他

長 浜 4 2 3 4 3 16

牛 窓 41 1 1 10 17 1 71

鹿 忍 8 4 ll 3 26

衷 4- 6- 17-89 家 庭 柑 屯 気 搬品 の 日 入党 分 布

買入先地区 年 寄 町 -行 商 牛三部町以外 計

長 浜 年 令 鹿忍 自作 良玩 牛 i銀 西大 岡山 その 邑久 顔大 岡山 その

般 良 椴 良

別 商症 協 商店 堤 患 .忍 寺 也 寺 也

長 浜 1 7 1 t 2 2 2 15

牛 窓 3 55 2 3 6 69

鹿 忍 15 lO 1 I 27
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表 4- 6- 17-的 自動 車 ･自転 車 の 買 入 先 分 布

貝入先士地区 牛 窓 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 窓 鹿忍 自作 長浜 午窓 磨忍 西大 岡山 その 邑 西大 岡山 その

般 農 般 鹿

別 蘇店 協 商店 堤 寺 他 久 寺 他

長 浜 6 9 3 1 1 20

牛 窓 2 61 2 2 3 ll 1 82

鹿 忍 lO 12 2 2 3 29

表 4-6- 17-47) 医 薬 品 の 買 入 先 分 布

貿入先地区 年 番 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 窓 鹿忍 自作 蛋顔 午窓 鹿港 西大 岡山 その 負久 西大 岡山 その

般 良 般 良

別 商店 協 商店 協 寺 他 寺 他

長 浜 1 12 1 1 15

年 番 61 1 6 2 1 71

鹿 忍 19 5 1 3 2 30

表 4- 6- 17-88 化 粧 品 の 買入 先分 布

買入先也区別 牛 簡 町 行 ●商 牛窓町以外 I計

長 浜 牛 窓 鹿忍 自作 長浜 牛 魔窟 忍 西大寺 岡山 その他 邑久 西大寺 岡山 その他般商店 良協 - 良般商店 協

長 浜 3 7 i 2 2 1 16

牛 窓 64 2 2 68

鹿 忍 16 5 i I 2 25
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糞 4- 6- 17-89 燃 料 の買 入 先分 布

質 牛 禽 町 行 商 牛窓町以外

入先地区 長 浜 牛 懲 l廃 自愚 作 良浜 午% 粛過 酉大 岡山 その 邑 西大 岡山 その 計

般 盟 般 良

別 商店 協 商店 協 寺 他 久 寺 他

長 浜 8 2 5 I 2 17

牛 窓 1 62 7 1 1 72

鹿 忍 lJ 18 1 1 31

計 9 2 78 18 9 2 2 120

表 4-6-17-榊 寄 特 ,雑 蔭 の 買 入 屯分 布

f3人先地区 牛 憩 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 窓 L魔忍 自作 長顔 午藩 &蕊 顔大 岡山 その 負A 西大 岡山 その

般 良 般 良

別 商店 協 宿店 鯨 守 他 寺 他

長 浜 2 14 2 18

年 寄 67 2 5 8 82

鹿 忍 ー9 5 5 5 34

喪 J1- 6- 17 -釦 文 F･異類 の E:入 先 分 布

只入先也区 牛 窓 町 行 商 牛窓町以外 計

長 浜 牛 ー窓 頗 自忍 作 長顔 午港 鹿忍 顔大 岡山 その 邑久 西大 岡山 】その

般 A 般 段

別 商症 協 宿店 協 寺 他 守 他

】長 浜 ll 2 3 16

牛 窓 64 3 1 4 72

鹿 忍 6 20 1 1 28
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表 4-6- 17-¢9 お もち ゃ ･娯 楽 用 品 の 買 入 先 分 布

質入先也区 年 寄 町 行 商 牛憩町以外 計

長 浜 牛 窓 鹿忍 自作 長 年 鹿浜 懲 忍 西大 岡山 その 邑久 西大 岡山 その

般 良 般 盟

別 商店 協 顔店 協 寺 他 守 他

長 浜 2 7 I I 3 3 17

牛 窓 32 2 10 24 68

:鹿 忍 5 5 1 5 8 24

表 4-6-17-の レ コ ー ド ･楽 器 の 買 入 先 分 布

冒入先也区別 牛 患 町 行 商 年番町以外 計

長 浜 牛 窓 鹿忍 自作 長蘇 午窓 磨港 西大 岡山 その 邑久 西大 岡山 その

般 良 般 良

宿店 協 宿店 協 守 他 寺 他

長 浜 13 2 15

牛 窓 38 29 2 69

鹿 忍 I 1 15 ll 28

計 1 1 66 42 2 112

表 4-6- 17-Q4) カ メ ラ の 買 入 先 分 布

質入先地区 牛 窓 町 行 商 年御町以外 計

長 浜 年 寄 鹿忍 自作 良浜 午悪 鹿a 顔大 岡山 その 邑久 西 岡大 その

- 農般 般 盟

別 商店 協 商店 協 寺 他 寺 山 他

長 浜 6 6 2 14

年 寄 43 12 7 1 63

鹿 忍 - 12 7 3 2 24
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3. 観 光

(1) は じめに

牛窓は昔から内航の良港 とせられ ,風軒がよいので,｢牛君の波の醐さい由とよみ布さえし君

に会はずかもあらむ 柿本人麿｣ (万葉狼 ),｢軌1rの峰の松風過ひ来て猿や引 くらん唐琴の迫

門 菅原道臭｣ (曹公有首炎中 ),｢さだえすtt迫門の曽つぼもとめべくいそしき海士のけしき

なるかな 西行法師｣ (山家典 ),｢年憩はとか く水親の名所かな 松尾芭伐｣など年寄をよん

だ軟句は数多く,これらは年寄の風攻の十ばらしさや歴史的にも於重な史跡の残る町 であること

を物語 っており,それだけに当町は簡光fi軒にEほ れているわけであるO大阪日日新聞 (昭和 5

5年 4月 20日 )は年寄町について次のような記廿を拍椛 しているor港町柄掛 こ磯の香 - 岡

山/ミスセノクーから東南-パスで占0分B棟祭 りで有名な西大寺を経て,オリーブで知られる牛

窓町-.磯の香 りがプノブソ漂い ,菅の板戸円の仰 ､港町惜箱を今に残すたたずまいと,海釣 り

ヒ黒島 ,前島の楓干狩り,そして東fF'.の地中海を払わせるオ リーブの丘oここでのロマソチック

な敵帝のひとときは ,訂番の妙を心ゆくまで楽 しく播 いてくれるOこんな新旧ふたつの顔を持つ

のがこの町｡Fulがりくねった町筋をたどれば ,江戸時代から明治にかけての格子づくりの家並み

の面白さ｡また ,すぐ後の本迎寺の急な石段を琶ると,海はす ぐ足もとに ,前島が ぐっと迫 り,

牛密櫛戸の急流をつくりだす .白く泡だつ流れの中に大小の船が行きかいする崇色は,年寄なら

ではのもの｡牛憩での宿泊には国民宿舎 ｢中宮拝｣が良適 O梅と街と山なみを緯ぷ丘の上に建つ

この節舎は,設備も充分完備され ,宿泊に休憩にまた会合にはもってこいの場所 ｡』この記事か

らも,牛窓町は観光地 として拓く評価されていることがわかるO

昭和 2 9年 10月 1即日年番町 (明治 29年町制施行 ),鷹番町 (大正 15年町制施行 ),蛋

浜村 (明治 22年村制施行 )が合併 して .新町9.も年番町 として誕生 し,ついで昭和 50年 5月

5 1日旧邑久郎大宮村大字千iT-の-部を分利同人 (千手の一半は現在,岡山市 )して現在の牛窓

町になったO当町は県南部東寄 りに位配 し,軌j円掛 こ突き山した半白状の地と牛窓沖諸氏を包

んで風紋にすぐれ,年寄半島の庇%L付近と各島しょは.蘭戸内海国立公卿 こ指定されているo半

島の南部にひらけた牛怒掛ま自然の良港で ,皆から内海航路の要衝となっていた ｡神功皇后も征

P,に際 して,往由ともここに立ち寄られ ,それにまつわる散々の伝説も今に伝えられている｡ま

た江戸時代には参勤交代の大名や朝鮮故節などの寄舷地 として栄え,港町 として ｢牛若干軒｣の

名をほしいままに していた｡町の地形はほぼ全町にわたって 100mないし15 0mの丘陵がふ

くれあが り,台地状であり,気朕が比較的乾琳 しているところから,昭和 14,5年ごろからオ 1)

-ブrigの開塾 ･栽眉が行われ ,現在ではオリー7'将も観光資源として利川されるまでになってい

る｡

今日 ｢観光｣｢観光都築｣という首覇はよく使用され,他聞の通用語になっているが,案外あ

いまいに使われているのが実状であるので .これらの百薬の定義を次に例示すると ,観光とは ｢

自己の自由時間 (余噸 )のなかで,鑑fT,知劫 ,払験 ,所卿 ,休獲 ,参加 ,糊神の鼓舞など生活

の変化を求める人間の基本的欲求を充足するたX)の行為 (レクl)ェーシ ョソ)の うち,日常生活

髄を離れて異なった自然 ,文化などの環境のもとで行おうとする一連の行動｣ (大林正二著 ｢観
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光本業の話｣ 18 1ページ )であり,また観光事業とはr｢観光現象 (または観光往来 )を調整

して ,観光現象から得られる社会的 ･経済的効果をあげようとする組織的な情動｣ (大林正二著

｢前掲宙｣ 28ページ)であるとか,｢観光往来に対処し,これを受容し促進するために行う一

切の人間活動である｣ (井上万寿成- 観光と観光ホ菜,大林正二著 ｢前掲密｣ 29ベ-ジ )と

か ,｢観光往来を誘起する各種の垂梁について調和的発達を図るとともに,その一般的利用を促

進する.これによって経済的社会的効果をあげんとする組織的な活動を芯味する｣ (田中南-I

観光餌業論 ,大杯正二著 ｢前掲鞍｣ 29ベ-ジ).Jと定義されている O-口に観光啓業 といって

ち,その仕組みは観光客 ,観光対象 (観光賢原など),観光施設 ,接i&,観光宣伝などと非常に

広範囲にわたっており,しかもその内容も多種多彩であるoしたがって本項で牛窓町の観光につ

いて,そのすべてを把握することは困難であるが ,不十分ながら手元の資料をもとに考察 してい

くこととするC

(2) 観光対象

執後日本経済の高度成長にともなう国民所得と余暇の増大は ,国民の観光絹要を大幅に増加さ

せ ,しかも観光問質を質的にも大きく変化させてきた｡牛窓町においても観光TTTJ要の増大にとも

ない ,豊かな観光資源を生かし,積極的に観光 ･L,クリエーショソ開発を進めてきており,その

効果は.後述のように ,徐々ながらあらわれてきている｡

さて .昭和 9年 5月 1占日国正公園法第 1条の規定によって指定された ｢勅戸内海国立公園｣

区域のうち ,牛窓町に屑する地区は次のようである｡

字瑞 ノ小島 ,中ノ小島 ,黒鳥 ,荒崎 ,小屋ノ谷 ,御堂酉上 ,御堂 ,御堂池上,御堂西池上 ,狗

堂西辻 ,御堂地下 ,嶋ノ前,鴨 ノ前上 ,松山,松山地上 ,松山ノ上 ,蟹焼堂 ,尾越 ,中ノ上 ,

城ケ舟 .鳥越上,女松谷 ,沓抜上,女谷上 ,娼水西上 ,拍水谷 ,朽水上,打越,打越西 ,大沓

抜 ,打越道南 ,打越南 ,大沓抜上,森宮 ,森宮南 ,森宮後 ,森宮召,森脇 ,立石,正石下 ,正

石浜 ,立石酉 ,東関,栢水池上 ,消水谷上 ,沼水池 ,清水下地 ,満水 ,五五江 ,尾台上 ,尾台,

尾台地脇 ,尾台南,明星谷 ,矢ノ滞 ,赤蛸 .孫九郎谷,油長谷 ,岩下シ,水 ノ柵 ,柿 ノ輔 ,棉

代崎,長持石,小崎,黄島,甫島及び鼠島の全部o

牛窓半島の南B'u面の海上には ,前島をはじめ大小 5つの島といくつもの岩礁が点在し,牛窓櫛

戸は古来磨琴の迫門といわれ ,島々には古代の迫跡や伝説が残されており,牛窓を訪れるものの

興味をよんでいる｡これらの島のうち山も大きな前島は,古名を垂輪島といい ,疏 8つの不思劫

な怪物 (車輪鬼 )がこの島を巣窟として航海の船を悩ましていたが,神功皇后征韓の途次 ,仲哀

天 皇が車輪鬼を退治された時 ,車輪鬼の胴が垂鵜島 (今の前島 ),首が鬼島 (黄島 ),尾が尾島

(百島 )になったという伝説がある｡前島の南方約 400〝‡の海上に浮かぶ黄島には粗文時代前

期の貝塚があり,考古学徒がよく訪れている｡これらの島々と海は ,国立公園に指定されるほど

のすぼらしい風景を絞り出しているが ,また県下でも有数の漁場をつくり出しておr),多くの太

公望たちをひきつけている｡前島 ,森島,黄臥 野島など牛怒瀬戸の一柳まソ7イ (魚のすむ岩)

に恵まれているため,魚寮が豊富で .季節によって異なる凍物の手答えには ,釣 T)人に しか味わ

えない醍醐味がある.よく釣れる捗物にはコチ ,チヌ,ノノミル ,ギザミ,カL,ィ ,-ゼ,タコ,
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-ネ,.グチ ,キス ,7コウなど

がある｡また磯釣 りにも,沖釣

りにも適 しており,波静かな海

に船を浮かべれば ,終日のんび

りとした気分にひたれるし .柿

釣 りなら,豪快な竿さばきを楽

しむこともできる ｡さらに牛窓

半島の東端にある牛窓海水浴場

で親 しまれている宿屠蘇-相 ,

牛窓町西南部にある西脇ビーチ

写真4- a- 1 前 島

(冨2,4㍍ 与: I,T雷管 4~ 6- 12は牛窓 )

(矢寄ケ浜 ),ことに牛窓瀬戸

を船で渡 った前島 ･黒畠の浜辺は潮干1':fりにも

好適な場所で ,瀬戸内有数の名所 として,籾千

狩 りの観光客は年々増加の一途をたど｢てお り

(義 4-a-20参照 ),7サ リ貝,アラメ乱

紫見 ,タカの爪 ,ダメと種類が汐留なうえに水

がきれいなので,その味はまた桁別であるとい

われている｡開山日日新聞 (昭和 55年 4月 1

5日)に ,牛窓町近海の釣 りに的する記部が次
写互'll4- 6-2 潮干狩 り

のように掲載されているo ｢釣 りマニ7でにぎわう- もともと鞄業によって栄えてきた町で .

磯釣 りでも知られており,今も港の沖合いに浮かぶ 5つの島々は釣 りてこ7でにぎわっている｡

毎年 4月からは同町漁業協同組合の管理する潮干狩 Y)がはじまる｡港のすぐ前の糸島と前島あた

りの干潟がその軌勘となっているもので ,シーズンには同漁協から渡船が出るO料金は大人 90

0円 ,小人 450円でとり放越｡｣

牛窓海水浴場は ,東町生田の東掛 こある楢居浜一帯である｡牛窓風土物語統 (刈屋栄昌著 ,昭

和 48年 9月 1日発行 )によれば,｢そして海水柄場たるの名称が誕生したのは明治二十三年の

事で ,同年初史の頃 ,矢吹市十郎

･竹内市十邸等東町の有志が協議

の結果 ,この開設を決為 して,先

ず浜辺を衛掃 し,危険物を除去し

て,粗末ながらも休憩所 ･脱衣所

(笹天井の小指 )を設けたが ,そ

の設備は幼稚 とはいえ,我が国で

初めての海水浴場としてうぶ声を

あげたのである｡そしてこの開設

は娯楽機関の少ない当時であ った 写第 4-ムー5 年窓海水浴場
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から,噂はたちまち巷にひろまり,近郷近在はもとより,岡山方面からも避暑客が殺到するよう

になったので ,東町の有志は勿論 ,永井立昇 ･竹内伴吉 ･光田保太郎等村の有泳者間にも,設備

の改客が叫ばれだし,明治二十五年に至 り,有志相会 して ,株式出資による経営を決 して,休憩

所 ･脱衣所 .藤吉等を新範することになった._i (105ペー))とあるように海水浴助 として

の歴史は非常に占い｡延艮約 3 08nzの白砂の渚が続 く俗%L一秒 ま遠浅で ,海水は清 く澄んでお

り,前方には牛窓榔声を隔てて緑の前島が拙たわ り,束方は正 々たる播磨矧 こ家島諸島が夢のよ

うに浮かび ,背後には幽雅な恥山公蛸を負 うて .風光明卿 ,家族連れの レLjヤーに一 日の倍速を

楽 しむことができる｡また西脇海水浴掛 ま牛怒町の西南部に位鑑する矢等ケ掛 こある Q骨原平屋

島の合戦で使用された多くの矢が ,この浜辺に吹き寄せられたので,この浜の名が生 まれたと伝

えられ ,この浜の近 くにある矢寄

神社はその矢を寄せ染めて祭 った

杜である.涙の長さは約 8 0 0m,

白砂遠視で ,海水は稲 く澄み ,小

豆島 .大島は指呼の間に ,良品 ,

四国連峰は遠 く要に錦 紗の問に眺

望され ,･-一幅の絵画を見るようで,

風光絶佳の地である｡昭和 4 1年

両備バス株式会社は海水浴場に好 一-

通なこの浜辺に宕目し,その経営
写弟 4- 6-4 西脇 ビーチ

を計画 し ,同年 7月 10日から開場 した ｡夏は絶好の海水浴場 として ,また潮干狩 りも楽 しめる

ため ,年 々多くの人たちから親しまれている｡

牛窓オリーブ関は ,半島のほぼ中火に伯する阿弥陀 山の斜面一縛を占めてお り,頻約統轄の本

格的なオリ-7個 として ,牛窓のオ リ-プか ,オ リーブの牛窓かといわれるほど有名であるoLF

寄風土物語続 (刈呂栄昌著 )によれば,｢牛者オ リーブ園の鞄垂は ,昭和十四年頃で ,TE.日-五年

には ,既に第一号閲として苗を

移柏して ,横木を締め翌年に仮

樹 し,同十七年に三年苗を定机

して,その後転年幽塾植樹 して,

今日に至 っているが ,その間土

巌や風土の過合作などの研兜に

は ,相'▲/rのIE!-,;心をされたのであ

る｡現在柚樹されている柾類は,

米国席の ミノショソ,スペイ ン

座のマソザロ二およびネJ;テp

プランコ,新郎ではラ ッカー,

オブロンガ等で , 常緑銀平の樹
写fI4-6-5 オ リーブ園
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柿が ,阿弥陀ケ峰の自然美に軌合 して ,盛にゆかしき風情 と,まばゆき光彩を添 えているのであ

る｡｣ (192べ-ン )とあるo春には丘一軒を'9帆 こ簸め ,5- 6月には日十字の-pT憐な花が

咲く鼠に揺れそよぎ ,秋には淡紫の小さな実が枝もたわわにみのるオ リーブ閲は,遠 く夢のよう

に浮かぶ四国の山並みや叶箸沖に枯たわる異曲 ,別品,百島などの景観 と調和 して ,牛窓のみに

見られるエキ ゾチックな軌情をつくりだ している ｡このオ リ-プ園の頂上に ,牛窟観光開発株式

会社が年懲観光的発の第 1期工事として レス ト-,>ス ｢オリーブパレス｣を建設 し,その完成祝

hn式が昭和 4 1年 4月 5日に挙行された｡この ｢す り一一プJtL,ス｣は敷地面相 550平方メート

ル,建物延べ面前 500平方メ- トル (鉄筋 コソグl)-ト2階建て,一部 4階は担望台 )の近代

的な観光施設で ,エ班5,000万円を要している｡ここからは小豆島 ,屋島 ,銘板塩田跡 ,播磨

戟 ,遠 く中国山脈の山々を眺望でき,また付kfには多くの古墳が散在 していて , 前古の放熱 こも

好適な所である ｡

牛窓町西南部の西脇は ,海水浴場とともにみかん雌でも著名になってきている0年懇風土物語

続 (刈虚栄白老 )に ｢昭和四十一年度盛業脚道政苫額菜として ,歯冠地区西脇では参加農家二十

名で,fB事組合法人西脇柑橘関を鮎成 して,車集伐-千七百三十六万四千円を投 じて上山 ･井 原

印地頂上を開塾鑑地 して ,一･八 ･五ヘクタールの蜜柑園を造成 した｡そして既に二万三千本の植

樹を終わl),細水 ,スプ.)ソクラ

-等の施設 を併設 して ,経常の合

理化を図り,さらに昭和四十二年

度に一般段通 (自三 メートル至五

メ- トル )を開設 し,同四十三年

度は防除機械および鄭打の中継袋

荷所等を畦僻 して ,県下屈指の蜜

柑園を育成するよう努力している｡

近い将釆牛窓観光上の-段 として

発展することであろう｡｣ (22
写真 41占-6 みかん狩 り

7- 2 2 8べ-tj )と述べられているが ,今日では既にオ リーブ圃とともに西脇みかん園での楽

しいみかん狩 りも,年寄敏光の一局として忘れてはならないものにな っているC

年寄瀬戸に面 した半島の南側の高台にある木絶寺は ,法華宗の名利であり,江戸時代には朝鮮

使節一行の宿泊にあてられたゆかりの寺である 南北朝時代の正平 2午 (1547年 )東都妙顕

寺2世大兄大僧 正が ,目迎宗布教のためこの他に巡鎖 し.地銀石原伯馬頭の帰依を得 て備前法華

の端緒を組いた0人党人個ITlの逝 した法華雀がこの本蕗寺の前身をなしているoその後明応元年

( 14 9 2年 )当住持日敵 ヒ人によって木簡 と中門が越止 されk｡本卦 ま 5間半 4面で , 20余

本の円柱はすべて唐木 (白地 )が使用 され ,天 女を描いた来迎壁や須弥増は俊美で ,室町様式が

採用されてお り,よく時代の特色を示 している J 両神質は ,その建立の年代は不明であるが ,応

仁 2年-明応 9年 (14 68年～ 15 0D年 )の間に 5同造営されたといわれてお り,5同 5椀

から成 り,東絹 ･西仙 まともに流れ遣 り ･こけら肝.中称 ま入母屋造 り ･こけらrfで内陣には本
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尊の守避神 5 0番神像が安匿さ

れている ｡番神とは法華経の守

護神のことをいい.50体の守

護神がそれぞれ毎 日交番 して守

護するといわれている｡元禄 5

午 (1占90年 )建立の三笠塔

は,かつてNfiK放映の ｢El本

の伝統｣に取 り上げられた塔で,

蒋辺に映える三重塔は全国でも

珍 しく ,高さ 1占メートルの安

定感のある美 しい塔である｡ま

た亭保 9年 (1724年 )に再

建された客穀はg院造りで,｢ 写弟 4-ムー 7 本 適 寺

謁見の間｣の床板 (長さ4.5メートル,幅 1,5占メートル,蝉さ 10センチの 1枚板 )はケヤキ

特有の玉目の美しさが生かされてお r),天井は屋久杉の格天井となっている｡なお,この客穀の

庭は小堀遠州によって造られており,サツ牛,キ リシマの咲 くころは美 しい｡現在は本堂 ,番神

堂 (5拘5搬 ),中門の計 5棟が国指定重要文化財 となっている (昭和 55年本堂 ,同 58年番

神童 ,同 51年中門解体修理 )O

弘法寺は当町の西掛 こある央吉宗の古寺で,千手観音を本尊とする｡牛忍風土物語統 (刈盛栄

昌著 )によれば ｢千手山弘法寺は ,奈良時代孝雄帝の御代に,勅願寺として報恩大師が創立 した

由紡ある名利で ,我が国の山上伽儀 (山左快仏教 )の創始でもあって ,その堂塔伽藍の規模の壮大

なことは ,備前四十八力寺中の随-であったO｣ (227ページ)とあるOしかし,先年弘法等

境内の普賢堂から出火して ,本堂 ･御彫堂 ･多宝塔 ･鈍倭堂 ,弘法寺の脇寺事典院の客殿雌樫等

7煉 (約 94 0平方メ- トル )が全焼 した.択晋約 50歯円といわれ ,県指定重要文化財であっ

た多宝塔 ･本堂内の須弥壇および厨子 1基の焼失は ,各方面から惜 しまれているが,本尊の千手

観音が無事搬出されたことは不幸中の幸いであった｡現在は東寿院 ,遍明院 ,香典院の5院を残

すのみで ,これ らがわずかなが

ら往時の面彩をしのばせてくれ

ている｡院内には国 ･県 ･町の

指定文化財が数多くあり,たと

えば東寿院の木造阿弥陀如来立

像 ,遍明院の木造五宵如来坐像

･絹本若色仏雀果図 ･絹本若色

阿弥陀二十五菩薩来迎図 ･大薙

刀銘感光付黒味柄薙刀挿 ･整準

眉白腹巻付咽輪は国指定選重文
写真 416-8 弘 法 寺
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化財である.毎年 5月5日に行われる錬供養は .大和の当麻寺に伝わる中将姫の伝説にちなんだ

もので ,この行布が弘法寺に移入された時細は不明であるが,永仁 4年 (129占年 )の銘があ

る寺宝の鼓胴 も練供掛 こ使用された楽器 と伝えられ ,また宝永年間 (1704年～ 1710年 )

の練供茸図の版木が残されているところから,その歴史の古 さを物語 っている｡

神助皇后が ,≡韓より凱旋の途次 ,牛常の磯辺の告に硬 を掛けられ ,彼の地より連れてきた蕃

子に舞窮 を行わせてご魔になられたという伝説があるが ,これに ちなんで ,牛窓町紳輔の疫神社

では毎年 18月第 4日曜日の秋

祭 りに舞駒を奉納する波風があ

る ｡この舞麻 を ｢唐子荊 り｣と

いうが,朝鮮風の変 った眼袋を

した 10歳 くらいの 2人の男の

酌 り子が ,2人の百年の屑にそ

れぞれ乗ってお宮参 りした後 ,

神社拝殿横の広場で ,三味線 と

笛の音に合わせて ,異国情締豊

かな手振 りで踊 りが演 じられる｡

この ｢厨子嗣 り｣は岡山娯 下で

も珍 しい民俗芸能 として県の無

形文化財に指定されてお り,多 写央 4-占-9 厨子踊 り

くの見物客を集めている｡また ,庸子踊 りと同 じElに,

当町綬輔の御'&社でも太刀踊 りが行われている｡この

太刀柄 りは .太聾 ･鉦 ･小農の横やかな拍子の伴兵に

合わせて ,10歳 くらいの男の子が 5人 ,その うち2

人は黒紋付きにタスキ掛け ,他の 2人は長 .} ユ.､'/に

鉢巻き ,残 りの 1人はカミシモ塵に陣笠 という服装で,

太刀を持 ってエイ ,ヤー と掛け声かけて断るもので ,

県の無形文化財に指定 されている｡

以上のはか ,-イキ ングコースとして(iけ リープ園

～鹿歩山コース (8,5k打,150分 ),(2価 脇みかん

圃～千手LLLコース (4.5knI,100分 ),(3)他山公園

～頼崎 コ-ス (aol.RF,180分 ),(4)bTJ島一周 コー 写真 4- 占- 10 太刀踊 り

ス (1010kpl,180分 )が設け られている ｡

(3) 観光施設

観光施設は観光対象 と相まって観光的価値を拓めるものである｡観光対象が気候 ･地形 ･地質

･温泉 ･生物 ･風貝など自然に屑するものや ,巨畏 ･史跡 ･芸能 ･行事 ･風俗など文化に屑する

ものであるのに対 して ,観光施設はその観光対象を一層すぐれた ･楽 しいものに しようとして人
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が作 ったものである｡観光基本法 (昭和 5 8年8月 2 0日 ,法律第 10 7号 )では .観光施設を

旅行的係施設 〔宿泊施設 ,食事施設 ,休憩施設 ,案内施設その他旅行に姻する地殻 (同法第 7粂

)〕と観光基盤施設 〔空港 ,港湾 ,鉄道 ,道路 ,旺申解 ,旅客船その他の観光の基盤 となる施殻

(同法第 8粂)〕に分けているように ,一口に現光施設と言っても,その油断は極めて広いので

あるが,本項では,そのうち宿泊 ･食事 ･休憩施設 として国民宿舎牛窓在 ,オ リーブパ レス等の

施設内容の概要を次に掲げるにとどめる｡

打) 国民宿舎牛窓荘

｢ 二 奄

写員 4- 8- 11 国民宿舎年番荘

所 在 地 岡山県邑久郡牛窓町牛窓 2855番地

〔〒 701-45 TR 牛怒 (08占954)2092 〕

収容人員 楢泊 156人 休憩 200人

地 殻 茶室 25峯 (和垂 ) 大広間 100AB l掌 中広間 5DIR l壷

. 会盛宴 (100名収容 1壷 50名収容 1室 ) 食費 1重

大 ･中 ･小浴場各 1室 娯楽室 (ピソ

ボン,麻雀,丑 ,将棋など) テニス

コート(全天候型 2面 ,練習用 1面 ,

壁打ち l盛)

(ロ)オ リーブパ レス

所 在 地 岡山県邑久郡牛窓町牛窓

〔TR 牛窓 (088954)2570〕

収容人員 20人

施 設 和室 14位 2宴 和室 12盤 2壷

食堂 喫茶室 売店 展望台
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貸 別 荘 定且 8人 和姦 占FJ2 4.5左ユ n.甘.10FIElL 屯水浴炊完備

1戸 1日(正午～翌年前 10時)

ミニ-ウス 定員5人 和室 占盟 1戸 1日 (正午-翌午前 10時)

(,)宿泊施設と案内

表 4- 占- 18 牛窓の宿泊施設 と案内 (喝話 市外局轟 08占954 )

種類 名 称 屯 話 住 所 事数 収奪人民 & 2'墓fIF1) 紺 設胞 間 備 考

鍾鰭 川 原 2120 関 町 8 4D iClOO- 通 年〟〟// ノミス終点下車

- 宿 2054 中 桶 占 2U i400- パスオ リ-プ閲入口下埴徒渉 1分

福 岡 屋と み 川 201占2285 捧 浦〟 5占 782[ー i5O0-4.0[)0- バス年寄町立病院入口下卑 徒歩 5分/I, /Y

国民宿 舎 年 寄 荘 2092 幽 町 50 15占 5,400-- 〟 バス終点下車 徒歩 2分

オ リーブパ レ ス 2570 中 浦 4 20 5,400- 〟 I..スオリーブ魔入口下卑徒歩 15分 送迎車あり

氏宿 島 の 家おふ くろの 家南 風 荘梅 の 家厨 琴 荘 258621905581.29552191 前 島〟〟〟〟/rI東 町 785占7 25502D5225 5.4DO-与400-5.ADO-も400-も400.- 〟〟/rI〟〟〟〟〟/rI吏のみ バス終点下草 前島 フェリーまで徒歩 5分的良男徒歩 5分〃 〃送迎申あ り// /I,〟/rI //〟 /rI /rI前島君徒歩 1分

一本松荘 2188 4 25 五40〔1- 〃 〃送迎車あり

窓 月 2155 8 2【】 与400- パス終点下串 徒歩10分

な ぎ さ 5Ll1占 子父雁 9 45 も480J-- 車 (自家用車 )でないと不便

けいすけ 5555 本 町 5 10 与400- メ,'ス終点下車 徒歩 5分

(旺) 年若町観光協会調べ

(4) 観光客入込者数の劫向

表 4-8- 19は昭和 42年度から昭和 5之年度までの年度別 ･月別の観光客敬の動向を ,義

4-占120はその形層別観光客数の動向を表示 したものである｡すなわち,最近の観光客数及

びその内零は一応 5シーズソ型の形態を示 してお り,樹干狩 り,みかん狩 り,魚釣など観光 と実

益 を瀬ねた レクリエ-ソ ヨソの伸びが見受けられるgしか し,総観光客数は昭和 42年度の 2 1

0,000人から昭和 48年度の 455,000人までに年々増加傾向をたどってきたものの ,それ
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以後は停鞘ないし減少気味幌向を示 している｡これは,年間約 40万人もある観光'客数の約半分

を占める海水浴客の不振に彫噂 を受けたものと思われる｡県下各地に近代的な設備を有する海水

浴場が数多く開設 されたことや ,創設以来 8 0年以上の歴史を有 している年寄海水浴腸も駐申場

が狭く,また海水浴客のなかには ,宿泊施設が海水浴域に近いIVTがよいと希望する客も多いとい

うことで ,磁近団休客も減少 しているようである 一

袋 4- 6-20 年度別 ･形態別観光客数

壁 瓶 水 浴 魚 釣 り 勃 千 狩 -イキング その他 キャンプ ミカン狩 計 前聞 比

42 108,000 22,500 12,000 65,500 SOD 1,700 210.000 -

45 125,000 24,100 15,000 72,800 400 5,700 241,000 114.8

44 162.ロoo 25.000 25,ODD 70.一oo 400 5,500 286,000 118.7

45 185,000 25,000 2占,DOO 8占,800 500 17,000 540.500 119.0

48 175,000 25,000 28,000 120tDOD I,DOO 2.2,000 571,000 lop.0

47 185,000 27,BOO 28,000 118.DOG I.500 27,ODD 584.500 105.6

48 250.000 29.00〔】 28,000 120,000 乙000 26,000 455,000 11i1

49 190,000 28,000 50,000 125,08〔) 2.080 1,100 26,000 402,100 92.4

50 205,000 29.000 29,000 124.000 2.000 1,000 26,000 416.000 10i5

51 180,000 51.000 50.000 102.000 25L〕0 1,500 29,000 575,800 90.5

(庄) 牛窓町観光協会調べ

次に ,宿泊客の地域別入込音数 ･主な施穀 (同氏宿舎 ,旅館 ,民宿 )の描泊客数の動向を表示

すると,衰 4-61 21-表 4-6-24の曲 りであるD追 4- ムー 21〔昭和 52年度中間調

麿結果 (昭和 52年 4月～昭和 55年 1月 )〕によると,宿泊客細数 21.274人の うち ,県内

の楢泊客数が 7.522人 (宿泊客総数 21.274人の 54･4ヲg)と位も多 く,次いで大阪の宿泊

客数 4,占49人 (同 21.9%),兵韓 2.ム98人(同 12･7%),,前部 865人 (同 411%).

三重 519人 (同 2.4%),広島 492人 (同 2-5男 )などの噸 とな ってお り,県内の宿泊客を

除くと,京阪神の宿泊客が多く,ことに大阪や東部の大学生が多いとのことである.また薮 4-

8- 22-表 4-6-24によれば ,旅館宿泊客掛 ま昭和 50年度 5.261人 ,昭和 5 1年度 4.

125人 ,昭和 52年度 4,415人と漸脚筒向が見受けられるが ,国民宿舎と民宿の宿泊客数は,

昭和 51年度は昭和 5n年産より噂加 しているものの,昭和 52年度は昭和 51年度に比較 して

減少 している ｡これは主として夏期の宿泊客敬の械少によるものと思われる｡
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図4-占1 1 宿泊客の地域別入込音数の割合

(昭和52年度中間調査鯨果 )

表 4- a -22 国民宿舎宿泊客数

喪具 4 5 i 7 8 9 10 ll 12 1 2 5 合 計

50年 1,OつD 1,119 1,524 1,729 2,515 851 1.058 1,114 819 705 406 1,588 15,996

51年 755 1,101 1.065 1,945 2.bod 1,109 1.540 1.195 964 1,27d 845 1.760 15,977

52年 1.017 1.570 1.011 1,555 2,145 858 I.054 1.551 992 819 551 1,414 14,075

(江) 牛窓町観光協会調べ

表 4- ムー25 旅館宿泊客数

観 4 5 占 7 8 9 ー0 ll 12 1 2 5 合 計

50年 158 194 2占5 508 5dD 276 285 472 517 274 176 200 5,261

51年 150 500 294 529 650 51ム 298 298 524 584 512 490 4,125

(注) 牛窓町観光協会調べ
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表 4- 6- 24 民宿宿泊常数

月4 5 ○ 7I 8 9 1〔) ll 12 1 2 5 合 計

5U年 195 285 259 725 1.58占 175 564 554 568 255 117 204 4,舶 5

51年 586 567 550 1.184 1.697 250 468 500 1,158 475 275 542 7.812

52年 508 511 295 911 1.D45 285 486 527 761 454 599 475 6,417

合 計 1,087 1,565 1,064 2.820 4.128 710 1.298 1.181 2.287 I.184 791 1.021 18,894

(症) 牛窓町観光協会調べ

(5) むすびにかえて

昭和 55年q億町鮎舛計画 (観光 ,L,クリエーシ .,ノの項 )は ｢-本町は山まれた自然環境 と古

くから1.'1われてきたtL瀧 と文化財 ,その他地域特性を生かした豊払な観光賢転を有 しており,令

後 ,どのようにしてこれ らを活用していくかとい うことが基本的課題である ｡-･･ ･.･･しか し

ながら,性富な文化財 ,美 しい自然以観を十分に生かしきってなく ,また ,それ らの観光資源が

線で有機的に結ばれてないことが .本町観光の伸び悩みにつながっていると思われる Oそして ,

美 しい瀬戸内脚 こ面 し.止派な港を有 している本町が ,その海と港 を有効に利用できてないこと

ち ,重要なiJf項であり,今後 ,その対熊が必要であるoそのためにも ,観光ルー トの篠江と他観

光地 との協力のもと ,広域的観光を検討 しなければならない｡｣ と述べ .娘役に観光振知のため

の施帯 として ｢(1)′ト窓港の宿用をはかり,小豆島 ,hr松方面-のフェリー巡航をすすめ ,あわせ

て広域的観光 ルートを形成するO(2)本町観光の核 とする晩光セ ンターの殻虻を検討する｡(5)広域

レクリエーショl/都市梢怨の中心となる鈴海触田跡地と既存の観光地 ,港を有帝的に結び ,盾生

化をはかる｡(4)伝統的芸能 ,文化財の盾用をはか り.これ らを結んだ史桁め ぐりコースを設起す

るとともに ,寒風陶芸の型の軽僻をすすめるo(5)観光出 ,換装等鍵全な レクリェーシ ョ/をさら

に振興させる.(占)オリーブ圃等については ,その自然尉観を生か し,宿泊型 レクリエーショ･/也

として軽肺するO(7阿 ,観光協会 をはじめ ,関係機関一鉢 となった振雅をはか り,道蹄その他の

也備をはか り,鵜娘を強化する ｡(8)観光開発のための全町的将来展望と計畑策定をすすめるため,

卿 勺のコソサルタ= に委託 し ,観光振興計画を策定する ｡｣ を掲げている｡さらに ,これらの

鮎卿 こ加えて,牛窓町は ,県当局が繰 り広げている !rみなおそう 1岡山｣｣遊動になぞらえたF

みなおそう ｢牛窓｣J運動を展開すべきであると考えておられるようである｡幸いなことに牛袈

町には ,/くラ-テ ィーに富んだ 自然や歴史的 ･文化的iB産があり,町民は盟かな人情を持 ってい

るので ,これらの見正 しさえすれば,rみなおそう ｢牛窓｣j遊動そのものになるのではないか

と思われる｡

開山掛 ま,東板戸内軸洋 レク1)エーシ ョン都市偶鑑1の ぶ として ,出久郡牛瀞町塩浜に ｢寒風

陶芸の割 を建設する計画を進めてお り.山僻薪伽 (昭和 54年 5月2日朝刊 )に ｢牛窓町長涙

の寒風 (さぷかぜ )地区は ,奈良 ,平安時代に須忠恕など各位の陶群を焼いた西日本有数の,窯跡

があ り･国の亜安治跡に指止されている o東瀬戸内海洋 レクリエーシ ョン郡市の中心堪地に予定
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される錦海塩田跡のすぐ北に位肥し,胤 t1プル--イウェイの邑久インタから約 10分｡周辺に

は竹久夢二の生家 ,オリ-ブ園 ,勤労者いこいの村 (4月末オープソサ定 )など数多くの観光 ･

L/クリェーショソ施設がある｡｣ と褐峨されている凸このように年寄町は ,観光面では,これ以

上望めない樫の.:i.iJ:まれた資源を所有 しているのであるから-観光資源の適切な保逝 ･育成 ･開発

を図るとともに ,宣伝活動を宿発化し.心のやす ちぎ ,自然 ･歴史との触れあい,人と人との心

の触れあいとい ったものが深められ ,多数の甘光各のレクリエーンーdソの場所 としてふさわ しく,

また次の世代のためのものとなるように ,町当同はもちろん町民の一周の純進を朋持 してやまな

い｡

(秋山純子 )
ーp▼一㌧L. Lt:Il'l L .ll
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年窓町 :牛窓町厳興計画 (昭和 55年 )

牛窓町 :昭和 55年度年寄町観光協会野菜.7十癌 (案 )

郷土資料il.峡 :岡山県観光と旅 (東京人文仕入取昭和 49年版 )

Ill

刈虚栄声 :牛窓風土物ndri続 (日本文数日1鞭株式会杜 )

大杯正二 :観光lli菜の.読(日本穫折節肌杜 )

l 亡. .㌔
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4 商工会の活動

(1) 牛窓商工会の沿革

｢牛窓風土物語統 (Y.一書刈監常軌 135- 136ページ )｣によれば,

｢/I-F窓商工会の発足

牛窓商工会は.町内の商工業者の福利増進を目的 として.明治四 ｢一年一月 ｢E],創立総会を開

催 Lて,規約の承認 と役員の選出によって発足 した｡初代即額長は石井卯次郎氏,理事は右盲祖吉太

郎,庭瀬欝蔵外六氏,名誉会員は香川弟-,服部平五郎,服部平兵衛外四氏,会員は百三十名であ

った｡

創立趣意出

征苗より明治初年の頃迄 ,瀬戸内海において屈指の商業地 として雄飛せる牛窓港も,山脇鉄道の

敷設等の影響を老 り,年々衰嶺の一路を辿 り,El罷職争後の経済界大反動に遭遇 して疲弊一層甚だ

しさを加-たりoこのときこの悲運を挽回するは.商工業者の自覚を促 し,協力一致深 く利苫柑矢

を考究 し.改善を図るにあ り.以下省略

そして,大正 ｢ニ咋五月,従来の規約を改正して商工業の改良進歩を凶り,会員共同の利益を増

進 して-一般公益を関るための-'Ji濃に適進 した｡その間保隙会を設立して.町内の名防旧蹟の保護 と

観光詫伝に努め,或は邑久上道商工業者連盟を結成 して事務所を牛窓町に置 き,中小商工業者の所

得税I,.Lf菜税等を公平完全にするための接渉,自主的統制を図るために必要な指導.商工業の経営お

よび金融または法律に関する相談に応 じる等の事案を行なった｡

昭和二年七月からは,牛窓海水浴LAの経営に若手 して,毎年予符三千円を投 じ大衆本位の文化的

諸設備を完成するとともに,浴場事務所を設けて苛店の統制,浴客の危険防止に男力 した｡

昭和三 卜年 卜月四日,従来の商工会を解散 して新たに牛窓商工会規所を設立 したが,昭和三十四

年四月二L].再び会名を旧に復 して社印法人に姐殻を改め,初代会長に服部完二氏を選出した｡翌

三 卜五年五月ニ ト八El,商工会の組綴等に関する法相が公布せられ.周年六月十日から実施された

が,牛窓町においては前年既に杜Efl法人として発足 していたためにTIfJ年九月ニ ト日.断法令による

岡山蛇下第一号の杜蜘法人牛窓商工会の認可を持たのである｡｣

とあり,また ｢l削 ｣娯商工会の歩み (岡山県商工会連合会的 ,122べ-ジ)｣に牛窓商工会の沿

革として,

｢昭和 21年 4月に任意による牛窓商工会設立,初代会長は宿祖鶴堆,二代目会長 ･服部一雄O

昭和 35年 9月 1日,岡山県下で法制化第-号の牛窓商工会の設立認可∩初代会長に服部完二が就

任｡昭和 42年 5月 20U,会長に元浜留-が改選 され現在に至るn ｣

と述べられているo叶窓は昔か ら擬声内海の良iLtとせられ,とくに江戸時代には船舶が噸摸 し,宿

家軒rlJ並べた大きな在町として繁栄 し.明治に入っても佐郡 としての機能活動を続けていたのであ

るが,明治 24年 3月 19日山脇鉄道が岡山まで開通 して交通適中針こ新時代をむかえるようになる

と,港湾 としての牛晋の桝能は次第に縮小され.町勢は停滞ないし盛退傾向を余儀なくされていっ

たOそこで,このような環境変化による経済活動の沈滞を打破するために,町円商工業者の自覚を

促 し,腐T･某の改苗･確運を図･ることを目的 として.明治 41年 1月任,･SL;i]体 としての牛窓腐工会が
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初代屈番長石井卯次郎氏 ･会員 13O名で新 しく発まじすることとなった｡

この牛窓商工会は,商工業の経営 ･金触 ･税堺に関する相談に応 じて商工業の経営改善を図 り,

また町内の名勝旧跡の保存と観光宜伝に努めたoさらに,咽冶 2 3年開設の牛窓栃水浴勘の経営が.

その後壱店業者に委託されたために一時は寂微のきざしさえ見えたので,昭和 2年 7月から牛窓商

工会がその経営に若手 し.億年予顎約 3千円を投 じて大衆本位の文化的諸設僻 (2階建無料休憩所 ,

水洗脇 ･無料化粧室.鉄製飛込台,救助船の監視巡田.遊出機具 ,牛窓督察署海崎出張所.協同屯
満など)を完成するとともに.浴軌 拝屠所を設けて売店の硫制,硲賓の危険防止に努力 したn

その後日本経済は,昭和 12年の日華･･17,変動磯で略服時体制に人t),昭和 16年の太平辞職争突

入とともに戟時経済に入っていき,憂苦経折に対する国家統制の進展 ･強化にともない,自主的な

程前活動領域 も次第に縮小 され,やがて五度産濃艶占ムの配給が統制会によって一元化され,また消

懲生態においても昭和 17年 2月食枇管埋法が制定され.二重価格制のもとに米の個人別割当て配

給制肢が実施せられ,衣料についても切符制による配給の国家管理 とな り,さらに米以外の主要食

料である差 ･いも ･野菜 ･肉類 ･魚など,あるいは髄鞘その他にも国家管理による配給制度が実施

されるようになったoこのような国家管理による煎絵制度のもとにおいては,周知の通 り,牛宙町

のすべての商工業者は,その自主的な情動機能の仲山を.従 ってまた年番商工会もその機能の停止

を余儀/Sくされた｡

昭和20年 8月 15日太平洋磯争は日本の敗職に上り終fした∩終観後昭和 23年に至るまで敗

機の混乱にともなう異常/iイソフレーショソが継続 したb しかし,このような戦後の混乱状層のも

とで,いち早 く時勢を洞察 した牛懲町の商工岩音たちは.昭和2 1年 4月自主的に牛窓商工会を設

立し(会長高祖租推氏 ),商工薬の復興を図 り一会jl射 plの利益の増進 と社会｢殻の公品を図るた

めに全力をつくした｡

昭和 30年 10月これまでの牛窟商工会を解放 して新たに年番商工会議所を設立 したが,昭和 34

年 4月名称を再び以前の牛窓商工会に改め,会長に脚部竜二氏を遷出 した｡翌 35年 5月20日.

町村における商工業の総合的な改善発達を図ることを目的 として ｢商工会の組紙等に関する法律 ｣

(商工会法 )が公布され,同年 6月 10日施行 されたので,既存の任意団体 としての牛窓蹄工会は

発展的に解散し,この法律にもとづいた現在の牛藤繭ti:全が相和 35年 9月 l日に新 しく発足する

こととなった (会長服部完二氏 J oこの商工会法にもとづいて設立された牛窓商工会は,以前の任

ぷ団体 とは異なり.商工会法第 56条にもとづいた予耳的助成を国 ･県から柑 られるように/Lり,

またその事典活動も,専門家 である健首府串員の宿911により,血塊の小規模額業者の経営や技術の

改善向上に椅悔的に努めることができるようにll.ったpこのようにして新 しく発足 した年番商工会

は,町円企業の経営改尊拍導を主休 とした事虞活動のみ/iらず,胸郭 35年 12月失菓保険額麟組

合窺可,略和 37年 5月商工貯蓄共済組合設立,唱和 40年 7月的町商店会街路灯建設,昭和 40

1 年8月港まつり関配 昭和 4 1年 7月町全体の鱈格灯船 l L3力軌 昭和 4 1年 10月青色申告

会の事務引継,納税貯軸 合の串務引継など地域の発展を図るために力をつくしてきた｡しかし,当商工

会の事業活動が軌道に乗るにつれて事務所が手狭となり,事番所を昭和42年10月町役場より牛窓公民館

へ さらに昭称 18年10月牛窓公民館より備鮒信用金丸牛窓支店 2倍-移転したが,商工会拒導施設の
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一 層の充実を図るために,かねての念蝕 であった商工会蝕 が昭和 53年 3月 3 1日に竣 工 (所在地

邑久耶′ト窓町'+窓 64O5番地の 1)したoこの新商工全点削ま,牛窓町 における商工潔の総合的な

攻蔀発運 を図るための倍額施設 にふさわ しいものであるoなお昭和 42年 5月会長 に元浜田一氏が

改過 されて現在に至 っているo

(2) 牛窓棺工会の現況

打) 組 綴

ノ1-窓細工会の役員は会長 IX.,uIJ会長 2名.即事 2O名 ,乾IrL2名の計 25名で構成 され てお り,

役員は会員の中 よ り過LTIされ.任付目ま2年 であるn なお当脂工会は ｢会員の塩数が 200人をこえ

るけ匂J:会は.定款で定めるところによ り,総会 に代わるべき総代会 を設 けることができる.総代の

■Ji数は.その選挙のLlかこおける会員の総数の lO分の 2(会員の組数が 500人をこえる商J=会に

あっては, 100人 )を下ってはな らないn｣(曲二l二会法第 48粂 )にもとづ く総代会制度を採用

しているが,その総代のIit敷 697,n地 区別rE数は牛窓 52名.鹿忍11名 .長浜 6名であるo

また当商工会には摘濃部会 .T_菜部会,金触税務委員会 .税蕗調禿委員会 ,商工振興番La会,開

発職光委員会,l●ll咋部,婦 人部があ り,各部会はそれぞれ地域商工濃の攻iF/苛蓬 を図 ることを円的

として迎了:iされているO

､ul庸 L会の解放fHJJは経営倍率 L12名.指導員補 1名,記帳#･iltL職 員 l名の計 4名で構成 され てい

るO

&･L1- 6- 25 会 n 敬 の 推 移

特 性 昭 35 36 37 38 39 JO 41 42 43 L44 45 46

会 良 敬 300 302 302 306 306 307 3081 308 309 310 311 31U

年 l荘 47 Its J9 50 51 52

全 色 敬 3U7 313 31▲l 326 320 317

(荏 )I_ Rn柵35- 461rI=一便は桐山()Ft細工会連合会淵 ベ0

2 昭和 47- 52年従は′仁志l持上会舶 べ n

ul商工会の会員数の推移を衣 ▲I16- 25によってみると,r柏T_会法に もとづいて酢発l止した昭

和 35ir稚 7)300名から漸抑 帆JLqをた どり,旧知 45年tQ;には 311ア,になったが,昭和 46咋

収 1名減少.1111印 J7叩収には さらに 3名減少 して3O7糾 こなったものの ,昭仰 48年鑑 6名和

加 .順打1･191T=皮 l名Ell加,附和 50tF牡には 12名的jJ目して 3267.となったo しか し,その後

旧fn511lI腔 と日計如 52咋rB:にはそれぞれ 6名 と3名減少 し,肘lfl152咋肢末には 317rJに/Eっ

ているoなお,旧fTl52tf=･旺七会員数 317字.を地区別にみると.トト窓 234名,此忍 60名 .良

浜 23名であるn

(ロ) ･水 菜
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｢商=会法 ｣第 11条によれば,藤 l:会の行 う串_Tui次に軌 デる_邪業の全部または一部となって

いるo

l 商工業に朗 し,相談に応 じ,又は府尋 を行,'Jうこと｡

2 商工菜に関する情報叉は資料を収媒 し,及び腰批することn

3 商工菜に関する講習会 qは講頓会を絹地すること.

4 展示会 ,共進会等を開催 し,又はこれ らの細Wのあっせんな行/Iうこと0

5 商工会 としての意見を公表 し,これを国会,行政庁等に央申 し,又は建議すること｡

6 行政庁等の諮問に応 じて,答申すること｡

7 前各号に掲げるもののほか.細工選者の委託を受 けて当該商工芸者が行な うべき串務 (その

従裳月のための額虜を含む｡ )を処理 し,その他商工会のEl的 を運成するために必盟な:ll菜を

r7な うことO

以上のように,癌工会の行 うべき前菜は多方曲にわたっている O

ここでは,当商工会が実施 してきた讃IlfYtの うち.経営指導員の何題及び指導,ppm習会等の矧 th

による府等,金融のあっせんなどについてみていくことにす る｡

(a) 経営府中負の相談及び指串

糞 4- 6-26 経営倍率E3による巡Ld･窓口別拍盛 ･指導件数の推移

年 粧 昭 35 36 37 38 39 JO LIl 42 43 44 45

巡 回 120 259 306 371 297 J56 535 757 660 540 473

怒 ロ 8 22 17 14 89 94 74 43 33 68 139

年 度 46 47 48 49 50 51 52 計9,191巡 回 4U6 333 701 679 5-盲占 773 939

懲 tj 174 17LI 343 435 507 720 770 3,72412,915

(托 日 昭和 35- 47年皮は朋IIL純由 仁全速 ｢会調べ.

2 個和 48- 52年度は′ト箸箱工会渦へn

衣 4-6- 26によると,lul商工会発足以来胴和 52年性 まで 18年間の経営指再見による相談

指導件数の総計は 12,915で,これを経営拍尊氏巡回の際の相談指導 と潜口fEl談指導 とに分けて

みると,巡回の際の用談指導件数 LJ,191(耶談折帝虫件数 12.9 15の 71.2多 ),寄口相談指

称件故 3.724(同288多 )で,巡回の際 の相議題郵 乍軟の方が圧倒的 に多 い o しか し,窓口相

談拍沓件数もin.日148年波以降脚Dn傾向 をたどっているOそ して.経 営指導員による相談府専件数

は,咋使により増減が見受けられるけれ ども.順抑 t8年変において急増 し,昭和 52年度におい

ては当商工会発足以来の損多件数 L,709を示 している{

次に昭和 52年度経営指導員による巡回 ･怒l｣指導件敏 1.70 9を,収扱い内容に よって,金融･
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税務 ･経鬼 ･経営 ･労働Tfどの騎項別に分けてみると(栽 4- 61 27参照 ),税務面の相談指導

鼓 4-61 27 総督府串良による巡凶 ･窓口相談 ･指導の事項別件数 (昭和 52年鑑 )

区 分 金 融 税 務 経 周! 経 営 労 鍬 取 引 その他 計

巡 B]指 蒔 296 273 127 90 24 0 129 939
(31.5) (29.1) (13.5) (9.6) (2.6) (0.0) (13.7) (100.0)

(30.6) (33.8) (17.5) (5.5) (7.0) (0.1) (5.5) (100.0)

(31.1) (31.2) (15.3) (7.7) (4.6) (0.1) (10.0) し100.0)

(荏 )1 年窟商工会昭和 52年度事業報告TLrより0

2 し )内の数字は構成比 (飾)o

件数が 533(相談持前総件数 1.709の 31.2啓 )とLdも多 く,次いで金鰍面の相談指導件数 532

(同 311飾 ),経理面 262(同 153多),その他 171(間 100多 ),経営面 132 (同

77飾 ),労働面 78(r'iJ46俸 )となっている｡ しか し,これを経営指導員巡回指導 と窓lコ指可

とに分けてみると,巡huI指軌 こおいては.金敵面の相談指蒔件数が 296(巡回指導総件数 939

の315飾 )と最も多 く,次いで税務面 273 (同 29 1飾 ),その他 129(同 137% ),経

理面 127(同 135% ).経営面 9O(同96% )の順であり,窓H指前においては,税務面の

相談指導件数が260(窓口指導総件数 770の 338%)と1止も多く.次いで金馳面 236 (同

306% ),経度巨面 135 (同 175飾 ),労働面 54(同 70多 ).経営而とその他がそれぞれ

4 2 (同 55飾)となっているo

(b) 講習会等の開催による指導

表 4- 61 28 p1-m習会等の開催回数の推移

年 度 暗35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 汁

金 融 2 1 I6 1 1 1 1 1 I5961 1 1 1 1 1 95312 9 1 lU 17

税 務 1 1 3 3 4 1 Ll 6 4 5 4 6 9 84

経 理 4 4 7 ll 13 lJ 1∠l 8 12 9 6 3 4 LI Ll21 128経 営記帳継続労 務そ の 他 62 101 41 93 83 92 12 91 7 151 44 La5 771 42 4211 11334219

(佳 日 昭和 35- 47年度は岡山県藤工会適合会調 べ0

2 昭和 48- 52年度は年寄商工会調べo

当商工会･よ,郎純 35年確足以来,金融 ･税務 ･経殿 ･経営なとのF的雌について,会見の研修を
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目的 とした講習会等 を開催 してお り,その胡習会Tの確類別開催回数の推移を襲示すれば,衷 4-

6128のようである｡す なわち掩頬別滴菅会等の開催回数 は年度 によりLC:1減が見受け られるけれ

ども,経理講習会の開催回数 が娘 も多 く,次いで緯鰐.醗軌 記帳継続な どの講習会 となっているO

次 に昭和 52年度における謝常会等の鵬他状況をもう少 し詳細 に示す と,衣 4- 6- 29の過 り

であるO

茸 4-6-29 講習会等の幽雌伏沢 目昭和 52年旺 )

集 団 指 導 個 別 指 導

区 分 掲継回数 香嘱延べ時 間 数 夢JJn人員 網催 回教 委嘱延べ時 間 数 参加人員

金 幽税 務 4 7 125 6ー 2 4210 20512

経 理経 営記帳継続労 虜そ の 他 41 82 86r 150

(荏 ) 牛窓商工会昭和 52年FB:事業報告ifよ り b

!

(C) 金融のあっせん

商工会が会員のために行 う金融のあっせんは,商工会の事業の うちでも重要な仕事 であるので,

当商工会発足以来の金融あっせん状況をみてみると.丑 ▲1- 6- 3Oの通 りである｡金融あっせん

蓑 4~ 6- 30 金融 あっせんの推移 .

年 度 略 35 職 36 甲 37 職 38 昭 39 昭 40 晒 41 昭 42 昭 43

あせ 件 数 153 173 184 120 137 lLll 127 187 150

つん 金額 卵 5.U69 6,335 乳125 2.211 3.847 4,236 5,731 10,883 9,045

輿 件 数 61 164 171 113 129 139 119 180 139

年 度 昭 44 昭 45 昭 46 佃 L17 昭 48 昭 49 昭 50 昭 51 昭 52

b1せん 件 数 147 156 162 1:汁 126 138 164 171 158金箱 .pp) 9,052 15,275 18.302 15,296 17,219 21.025 36,gob 47.7仙 35,605

琵望 件 数 140 155 159 ー3.1 124 137 162 168 158

(圧 )l 昭和 35- 47年匿は岡山県商工会適合会調べ0

2 昭和 48- 52年度は年番播工会調べ｡
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金額 Tilちびに横 付決定愈軌 1.年使により増減 あるものの.趨勢 的には増加傾向 を示 しているoこ

れは,イソフL'- ショソの躯坪 もさることなが ら,串超経営 に対 する会員の意欲 と当蹄工会の相棒

的なt尽力を反映 しているもの と止受け られる.､

次 にHBfn52年馴 こおける金融のあっせん状況 を,資金の使途別 ,金融騰鍋別 にみると表 416

-31の通 りで,あっせん件数 ･伐付決定件数においてLdも多いのは国民金地公雄であ り,次いで

表 4-6-3】 金融のあっせん状況 (昭和 52年粧 ) (金額 :万P])

資鮎 l金舶 等臆的名 設 備 氏 金 逆 転 資 金 計

あ っせん 托付決定 あっせん 氏付決定 あ っせん 控 付 決 定

件数 金瓶 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数(A) 金領(lー) (1!)の構成 (礼

国民金融公雄 (12〕(1723)り2)(1723〕(51)(5,677ノし51)(5,677)(63)(7,4OO)(63)(7,40(》(21.2)(117)

156 4.8234,96O 156 4.8234,960 62 7,847 62 7.847 7712,67O 7712,670 36.3 165

i,r真の制度融資 48 8.210 48 8.210 48 8,210 48 8.210 23.5 171

その他の金融機関 27 9.765 27 9.O65 3314.725 3314,O25 40.2 425

.汁 219.783 219,783 13725,822 13725,122 15835,6O5 15834,905 100.U 221

(注 目 牛懲油T.会場 打I52咋唯ILk業報浩.TFより0

2 ( Jは小企避梓'[2.A.'改酋賢金融㌍制虻の再fuo

娘の制催融臥 その他の金幽僻鵬であるが.あっせん金瓶 ･tで付快走金額ではその他の金励簡閲が

Itiも多 く,次いで国蛇愈戚公雄,県の利便幽賢と/.)ってお り,仕付決定 1件 当 り平均食掛 ま,そU)

他の論敵的閑が 425万rT]と山 も多 く,次 いで収の制度曲fIが 17日了円 ,国比金融公恥 165方

円とliっているo

(d) 社会以暇等に関する串塔の代行

昭和52叩度･.Li果報岱 か こよれば,社会休椀苛に側する.･rr雌の代行 として,次のようなものが脳

収されている,.

① 失業休碗 委託額澄音数 3O 対 新 進凝員数 99

② 労 災似愉 委Hq:-事業者歎 29 対象従選良歎 113

(3) 小搬憐企菜共済 加入音数 5 Ju‖人L｣数 33

し4) 特定退i純金兆済 加入者致 lO7 加入Lコ数 226

t畠 貯葡 比済 JUrl人音政 】47 JJn入Lj数 443

8火則 Il;･済 加 入件数 74

⑦ 企菜年金舘除 加 入音数 42
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虫 4- 6- 32 財政規模のffE拶

年鑑 個 35 脚 36 脚 37 ー旧LjLJq 旧 39 昭 4O 地 41 昭 4'2

収 関 .県 227 393 f162 r16ー3 583 656 990 1,071

bti DJ) 念 (37.8) (33.9) (27.2J ～:tT_F) (33.1) (34.2) (39.8) (̀11.1)

市 町 村 215 334 423 J126 L191 56こi 700 750

補 助 金 (35.8) (28_8J (24.9J (28_1) (27.9J t29.LIJ (28.2) (2ti.8)

会 兜 127 125 126 1'L76 117 185 233 233

人の (2一.2) 日 0.8) (7,4) (a_i) (6.6.) (9.6) (9.4) (8_9)

手 数 料 15 30 31 i,i 19 25 9 31

(2.5) (2.6) Ll.8) LO.91 (I.I) (1.3) (0.3) (1.2)

特別拭課金 - 198 435 ー7-i 310 256 228 214

部 ( -) (17.1) し25.6) 日 1,6) (17.6) 日 3.4〕 (9.2) (8.2)

そ の 他 16 79 224 ー9J 240 232 325 308
(2.7) (6.8) 日 3.日 (12_9_) 日 3.6) (12ーlJ (13.1) (ll.8)

計 600 I,159 1,701 1,498 1,760 I,917 2.485 2,607
(1()0.0) (loo.O) (loo.UJ Lltり(i,り) loo.O) (100.UJ ‖ OO,0) (loo.0)

支出の部 経 営 改 善 41() LI74 561 7二Fi 741 786 1,208 1,271

普及4一男曽 (68.3) (40_9｣ (33.(り (l界.LL) (42.1) (41.O) (48.6) (48.7)

一般≠貴賓 125 43′l 753 L428 601 685 741 568
(20.8) し37.4) (44.3) し28.6) (34.1) (35.7) (29.8) し2l.8)

督 励 ='出 33 22とi 3ヒi6 275 366 434 529 724
(5.5) (19.7) (22.7) (lR.L1) (20.8) (2.2.6｣ (21,3) し27.8〕

繰 越 金 30 21 - 6日 52 12 6 42

(5.O) Ll_8) 卜J い.5)リtnl) (3.O) (0.6) (0.2) (1.6)
そ の 他 2 2 1 - - 】 2

(0.3) (0.2) (0.()) (-) (-) (0.0) (0.1)

計 600 1,159 1,701 1.198 1,760 1.917 2,485 2,607

(江 日 昭和 35- 46年射 ま岡山蝿満て会連t,L会調べ0

2 TIB紬 47- 52年度は/卜懲商 †~会収支快叩 .FH 日脚口～17- 52年度 )より｡

3 ( )円の数字は価成比(i)o
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(単位 :千円 )

昭 43 昭 44 ー旧 45 伯 46 肘]47 鵬 48 眼 49 伯 50 侶 51 侶 52

1,180 1.359 】,701 1.953 2,258 2,558 3,530 4.444 4,993 16,905

(41.6) (40.1) (42.8) (44,UJ (38.9) (34.O) (41.7) (41.9) (40.9) (39.0)

866 1,052 lJ200 I,300 I,duo I.700 2.OOO 2,500 2,800 13.000

(30.5) (31.0) (30_2) (29,3) (24.1) (22.6) (23.6) (23.6) (22.9) (30､0)

241 351 351 352 511 532 545 766 779 1,065

(8.5) tl0.3) (8.8) (7.9) (8.8) (7.1) (6.4) (7.2) (6.4) (2,4)

33 33 32 107 287 254 464 469 976 1.382

(】.2) 日.U) (0.8) (2.4) (4.9) (3.4) (5.5) し4.4) (8.0) (3.2)

80 40 112 208 560 724 697 720 818 7.562

(2.8) (1.2) (2.8) (4.7) (9.6) (9.6) (8.2) (6.8) (6,7) (17.4)

436 557 579 520 788 1,763 1,230 1.701 1.850 3,452

日 5.4) (16.4) 日 4.6) (ll.7) (13.6) (23.4) 日 4.5) 日 6.0) (15.1) (8.U)

2,836 3,392 3,975 4,44U 5,804 7.531 8,466 10,600 】2,2】6 43,366

(loo.U) (100.0) (100.0) (loo.0) ‖ UD.O) (loo.0) (100.0) ‖ OO.0: (100.0) (100.O)

1.429 I,592 2.248 2.486 3.038 3,219 4.782 6,507 7.284 36,383

(50.4) (46.9) (56,5) (56.0) (52.3) し42.7) (56.5) (61.4) (59.6) (83.9)

666 786 862 1.132 1,534 2.304 2.099 2,345 2,564 3,024

(23.5) (23.2) (21.7) し25.5) し26.4) (30.6) (24.8) し22.1) (21.0) (7ー0)

7】8 1.OOl 661 619 767 845 858 1,055 1,391 3,391

(25.3) (29.5) (l6.6) 日 3_9) 日 3.2) (ll.2) (10.I) (9.9) tl1.4) (7.8)

22 ll 2 1 27 16 113 325 600 182

(0.8) し0.3) (0.1) (0.O) (0,5) (0_2) (1.3) (3.I) (4,9) (0.4)

1 2 202 202 438 1,147 614 368 377 386

(0.0) (0.1) (5,1) (4,5) し7.5) 日 5.2) し7.3) (3.5) (3.1) (0.9)

2,836 3,392 3,975 4.440 5,804 7,531 8,466 10,600 12,216 43,366
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(e) 経営指導員の謂麿研究

' また昭和 52年度事業雑告題には.経営舟等貝の調度研究の内容 として下記のものが梱げられて

いる｡

① 調香事業

柵増動向調査 町づくりのための7ンケー ト

② 購入図tIT '

税理 国税速報 実践中小企業取引の実際

〔う 財政規模の推移

当細工会の財政規模の推移をみると,末 4- 6- 32の通 りであるoすなわち財政規唾は,昭和

36年度 1,159千円から昭和 52年度には 15,314T一円 (商工会鮎建設'tR28,O52千円を除

によるものでもあろうが,また当商工会のfJIF栗栖肋 が次第に軌底に乗ってきたことを物語っている

ものと思われる｡そして他地域の多 くの商工会 と周掛 こ.鯵収入の うち県 ･町補助金が過半を占め

ており,財政的には準役所的な存在 となっているといえるが.しかし.手数料収入や臨時収入 (香

付金.雑収入 )が総収入に占める#lJ合は.年IB:によI)増減あるものの.大体において増JuLl傾向を示

しており,収入源 としての手数料収入や臨時収入の雅子馴こ多大の努ノJが払われていることがうかが

える｡また支出面をみると.総支出の うち慮営改善哲及車掌甥の占める割合が年度により増減ある

ものの,圧倒的に高 くなっている｡ このことは,経営改善普及車業にITb発癌曲の重点が監かれてき

l た証左であると患われる｡

次に.もう少 し詳細/J昭和 52年度収支決耳 を示す と,表 4- 61 33のようであるo
【

I 表 4-6-33 昭和 52年鑑収支決町

科 目 金 顎 構成比 tS)

収 経 常 収 入会 班 39.914,JI66 92.0

1,064,900 2.4

県 補 助 金 16,811,970 38.8

媒 単 補 助 金 93▲379 0.2

人の 町 補 助 金 13,GOO,duo 30.0

特 別 賦 課 金 7,562,190 17.4

手 数 料 1,382,027 3.2

臨 時 収 入寄 付 金 1一84O.U7Ll 4.21.570,921 3.6

部 雑 収 入 269.153 0.6
繰 入 引 当戻入収入 i.OIL.493 2.3

自Lu朋 繰 越 剰 余 金 600.296 1.4

計 Al3.366,329 100,0

支 経営改善普及車菜兜 36,382.7liM 84.2一 般 車 菜 や 3,024,642 7.0

也の 管 理 '控 3,576.836 8.3

部 繰 入 引当 支 出 200.UuU 0.5

汁 43.184.207 loo.U

し任 ) 牛窓商工会昭和 52年度収支決符訂よ r)∩
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(⇒ 昭和 53年度解業計画 と収支予等

(a) 昭和 53年FE事菜計画

昭和 53年度水菜計画むに掲載されているものを別学すれば,次のようである.

Lit) 総合振興対策

系統段関並びに町内各碓EB体 との連けい強化,組織供能の充実強化,先進地の視察,先進商工会

の商工業情報資料の収喋.胃串部 ･和人都の充実 ･盾胸の促進,商工会利用 ･店戯面のPR,町造

りと座薬幽発の研究,国 ･粗 ･町の部箕 と関係ある宿勅の推進o

② 商工振興対策

経営指尋員による巡回指導.開明コンクール及び照明指笛 .商店妓鮪技術の研死,商店診断の実

施,珠1,T検定鵡びに･拐技会の開催,造船事菜振興対術の研究脆びに犯気技術講習会の幽艦,商店経

常講噴会並びに誹常会の閲イ乱 経済講演会の朗仔凱 定休日実施の促進,戯曲保険 ･労働掃除の斡旋

指導,火災共済事業の斡旋指導 .大売出 しの実施,小規模企業共済の斡旋指導.中小企異倒産防止

共済制度の促進｡

③ 観光振興対策

観光部菜の魅力推進,姓まつ りの開催,交通網の軽備促進,観光懇談会及び@噺の実施,街路灯

の整備促進.土産物の研究o

④ 金戚税務対節

金融指導会の開催,商工貯蓄共済事業の推進,各招金融の斡旋指蒔.税頻欄 及び懇談会の開催,

青色申告の普及指乱 帝色学校の紬校 ,簿記溺習会のBEl舷,青色申告記帳拍串の実施,税鋳記帳の

機械化の推進.青色申告決許指導会の閑地,税務触舵府中の実施.法人税掴蒔会の細胞,改正税法

説明会の開催,所得税確定申告説明会の開催,納税組合の育成 ,

(b) 昭和 53年度収支予茄

次に昭和 53年鑑収支予耳むをみると(糞 4- 6-34参照 ),県補助金を7,982,971円

(前年度予堤衝より1.138,131円増 ).町純助金を 3,3O0,000円 (同 3U0,0 U0円増 ),

手数料収入をl,6U0.UU O円 (同 5U0,UOO円咽 ),寄付金 を 1,duo.u0 U円 (同 2 00.U

O0円増 ),会任を 1,360,OU U円 (同 600.0U 0円噌 ),特別賦課金を 1,O U0.000円

(同 IUO,OUO円増 )などと見稲もっている‖このように昭和 53年波予印においても.県補助

金が縫収入の 46･9多(昭和 52年鑑予馴 こおいては465多 ),町補助金が194俸(岡 20.4

飾 ),すなわち総収入のうち県 ･町祁助金 (県蝉補助金をもや入 )が66.9%(Fr']676飾)を占

めているが.しか し手数抑政人が総収入の9.4飾(同 7.5多 ),会竹が8 ()解く同 52飾)とrTU年

鑑に比較 して増加lしてお り,収入源 としての手数料収入などの遵得を題図 していることがうかがえ

る｡

また立出面においては,経営改背普及車芋粥 11,324.2 U U円 (前年産予沿海より1,4 36.I

68円増 ).-般Ili業照 2,930,OU0円 (同 5OO,0 00円咽 ),管用'B 2,61 1,0 OUR (同

611,400円咽 ),納入引当支出0円 (同 2O0,OUU円滅 ),予肺･t望159.893円 (同 27,

611円減 )と見刷もっており,冶支出雅に占める各7Ll日金節の割合は,経営改葬営及4f薬･Z2665

-326-



戎 416- 34 昭佃 53年fE収 支予謀

科 目 旧知 52年度予符 昭和 53年鑑予符 - JJ

金 額 桝成1ヒ成一 金 簡 構成比(㈲

760,UOU 5.2 I_,360,OUO 8.0 600,000

娘 補 助 金 6,844,840 46.5 7,982,971 46.9 1.138.131

県 騨 補 助 金 loo,UOU 0_7 100,UUU 0_6 0

町 補 助 金 3,UU0,OOU 20_1 3.3uO,OUO 19.4 300.00O

特 別 銑 戯 金 9UO.OUO 6.I 1.OUO.UUO 5.9 100,000

の部 手 数 料 1,loo,000 7_5 I,600.boo 9.4 500.000
臨 時 収 入寄 付 金 1,4OO,UOU 95 1,500,000 8.8 100,0001,Zoo.ooo 8.2 1,duo.000 8.2 200.OOO

雑 収 入 200,000 I_3 100,OUU 0.6 △ lUO,OUO
脚鵬繰越剰余金 600.-296 Ll_1 182,122 1.I △ 418,174

E.汁 14,7O5,136 loo° 17,025,093 loo.0 2,319,957

支 経営改晋普及1,lt選rel国 .払柄助事業 9,888.032 67.2 71,324,2()O 66.5 1,436.168

9,778,032 665 ll.214,ZOO 65.9 1.436.168

県 単 補 助 車菜 ilo,OOU 0二.7 110JUOU 0.6 U
也 - 般 事 業 班 2.430.uuu 16.5 2.930,000 17.2 500,000

の 背 腰 'Lヱ 1,999.Goo 】36 2.611,OOU 15.3 611,40U

部 繰 入 引 当 支出 200,000 i.4 0 0,0 △ 200,OUO

予 舶 焚 187,504 1.3 159,893 0.9 27,611

計 14.7U5.136 lUOU 17,025,093 100.U 2,319,957

(症 ) 年寄商工会場和 53年度収支予符ifよ り.

% (前年度予節 67･2%),｢般事業班 17.2頭し同165帝 J,皆歴任 15･3飾(同 13･6% )

などと/titってお り.経営攻昔普及車果敢の占める判合が圧倒的に高 く,この面に駐巽南'mJの屯点が

駁かれていることが うかがえるo

(3) むすぴにかえて

昭和 48年末,石油価格 の 4倍引上げ という石地尾脚 こ見琴わ れ,イ ソフL,-ショソ,不況 ,国

際収支赤字 とい ういわゆる トリレノマが出現 し,昭和 J9年度の経済成長率は戦後初 めてマイナス

を記録 した｡ しか し,その後 ,このよ うな困難な見境に対す る苦鮒 こ純 ちた適応努力が続け られ,
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石油危機後5'LF一日の"li細 53畔に.ようやく一応の適応体制が償 ってきたとみ られるようにな り.

新たな成長軌道 -の足助をつかんだようにみえる∩ しか し,そうした過程の/1･かで,lJl),柵52年初

めからの円rrl,Jl'傾向が鵬iH53年 Il月以降一転 して円安傾向 となり.また同和 54年に入って.イ

ラン革命を輿機とする石油供給の不安定性 と価格の急騰 という解版が生 じ.わが国経済の新 しい成

長軌泊に税雑にして強)Jな影欝を及ぼそうとしている｡

このようにわが国経折は .別在 ,エネルギー ･資軒の制約 .インフレーション,公告 ･環境間腐

/iど舶決を要する難題に当面 している｡ このようなは近の円外の さびしい経済環境 のもとにある牛

窓町の摘工業婦 -わが岡耗折の中できわめて菰蜜/i役割を濃たしている中小企業-杏.安定成長軽

掛 こ適応 した企矧本質をもった近代的/f商工業料 こ改善帝成 していく中枢触兆 として,牛窓町 の発

),diこ寄与されんことをU)にW]待 してやまないo

(片岡恵美 )

参考賢料

岡山lhi商工会連合会 :IrY']ll｣娯商工会の歩み (昭和 5O年 3月fIJ)

牛慧商工会 :昭和 47- 52年鑑Ilt菜報告hL:･収支決群古

牛窓摘工会 :昭和 48- 53年旺-･作業計画Ai.t･収支予堺市

刈Fi常呂 :牛窓岨土物i鴇'E
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第 5章 r社 会 構 造

1.年欝町

県南部架寄 りに位荘した歴史の古い町である｡相和29年まで .現在の町域には牛窓町と鹿忍

(かしの )町 ,屋浜村 とが3)った｡n年 10月1tj.この3町村を合併して新たに牛懲町を隈き.

邑久郡図

ついで,同 30年 3月 31日,邑久

郡大官村大字千手の一部 を分割稲

入した｡(千手の一半は現在 .岡

山市 )

大字は牛窓.鹿忍 ,長坂 .千手

である｡町役場は牛窓にある｡現

在の旧牛窓町 (牛窓町年寄 )には

大字は設けられていないが,閑町.

東町,本町.酉町.中浦,練絹.

鮒浦.師楽 .価,前島,大浦,協

和町に区商lしている.

2. 牛窓町 (大字 )牛窓師楽区

牛窓の北に位芯している戸数70

戸余 りの小さな戯村である.その

名の由来は,邑久郡誌によると｢

-シラクはシラギの転化なるぺけ

ん｡里武紀に新擢浦 とあり.新羅

人多く居住しけるよし古<Bに見え

たり｡(一脱 に .神助皇后

凱旋されける時.従ひ来 り

し新羅人をこ ゝに任はせ絵

ひしものと云-り｡)と見え

ることで察祝がつく｡古来 .

牛窓は.海外 ,特に朝鮮と

の結びつきが強 く,師楽と

いう名 もこの新羅 (シラギ)

から来ているものと思われ

る｡次に.その位鉦を記 し

た地図を掲げておく｡



また.古代 .直解式土鰭恥海法に使われていた土器の名称が "師楽式 "と呼ばれていた-封実 も

あり.興味深い｡

師楽の世帯数は73戸 (爪 537現在 )｡その大部分が良家であり,従 って.農業に頼 ってい

る集落であると言えようO田畑面故約 50ha(田 10ha.畑 40ha)と小規模であるo主な産物

は,すいか ,南瓜,じゃがいも.プリンスメロンであり,その他 .細 々と各種の野菜を作 ってい

る｡成業に頼 っているだ'けに.出荷組合の比重が大きく,その役割 も期待されている｡また,過

勤兼業の人 も多 く,その多 くが.牛窓町内.及び.岡山市内へと晩を求めている｡

帥楽を訪れて,一茶強 く感じることは .山本姓の多いことである｡-gl実 .総世縛数 73戸の う

ら.山本姓が 69戸 もあり.(他は坂口姓が 3戸 ,若林姓 1戸 ).このことか らも,同族内の結

合力の強さが うかがわれる｡本家 .分家の系列が当然数多 く見られる｡師楽の第-の特徴は同族

の結合であろうOそのため.人間閥族に重 きを置いているO

師楽は区内を 6姐に分け,(内訳は 1組 10戸 ,2組 12戸 ,3組 10戸 ,4組 11戸 .5組

I1戸 ,6組 19戸 ).分家の際は,LkL寄 りの姐lこ入る習慣であるbまた,葬儀の間取 りも,1

組 と2組 .3組 と4組,などというように,2組が協同して取 り行なわれ.区内の結びつきと同

様Iこ.組内の結びつきも強いO組申位で役員も選出しているO このような結合力は神社 (若宮神

社という )の力 も影響していると考えられるO

近年 ,農薬改良普及に位極的に取 り組み.また.老人クラブ,婦人会の活動 も活発化 しているO

それは,区の北.綿海商塩田沿岸に建設された "コミ1ニテ ィー′､ウス"と名付けられた近代的

公民館がその機会提供の推進力とな っている｡ このハウス建設にともなって,｢師楽コミ>二テ

ィ推進協議会 ｣が桔成され.区内の組織が統合され,さらに団結力を強め,区の発展に.区民全

体が力を合わせ,向か っている｡

(年賦 義昭 )

第 2節 家 族 と同族

1. 家族

調査地は前述の如く,牛窓町肺炎であり.山本姓を名のる65戸中の 47戸を調査対象 とした｡

家族偶成貝の総数は210名 (帥楽に在任する者のみ )であるOこれを年齢別にみると,I0

才未満-39名 .I°代 -20名 ,20代 -23名 .30代 -29名 .40代 -20名 .50代

-28名 .60代-26名.70代 -14名.己o代-9名 ,90代 -2名 となっている｡平均

家族員教は, 4 . 5名であるが .詳 しくみてみると,構成貝 2名のものが 8戸 . 3名 1 5戸.4

名- 8戸.5名 - 14戸 .6名- 7戸 .7名-5戸とな っている｡また,家族形懐を分類 してみ

ると.1世代か らなるものが8戸 .2世代 -13戸 .3世代 -21戸 .4世代 -5戸 となる｡こ

れらの家族形懐の代表的な ものをあげてみると次の図のようになる｡

以上のことより.師楽iこおける家族の特色は次のようになる｡｢股に言われる核家族は少なく.

その少ない核家族の うらでも,20代あるいは30代の天蹄 と子どもという家族は極めて少なく

(1戸のみ ),そのほとんどが老人天如だけの家族である(8戸 )｡大部分は直系家族 となって
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〔図 5-2-1〕 代表的な家族形態

1世代

△--○

△二

二

二

‥

二
十

_｢-1=
いる (38戸 )D このように直系家族が多い原胤 ま.ほとんどの家が専業あるいは兼業 とい う形

で投票を営んでおり,師楽にいなければならJsいということと,交通の硬がよく/Eり,岡山市内

へ も通勤が可能となったためであると考えられる｡また.師楽においては,よく股山村Iこおいて

み られるような高年齢者過多の現象はあまりみられず.比較的麿い年令眉の人が多いのもひとつ

の特色であると思われる｡

次【こ権威構成について調へたのが 〔袈 5-2-I〕であるo

〔衰 5-2-I〕 権威構成について

① ② ㊨ ㊤ ⑤ ㊨

イ 27 57 0 8 2 6

ロ 68 ll 9 2 6 4

′ヽ 19 61 0 10 2 8

- 50 26 2 l 2 4 16

ホ 30 24 0 3 25 18

′＼ 36 43 0 3 ll 7

ト 63 15 5 2 10 5

チ l 62 25 2 4 0 7

イー 家計はどなたがあずか っていますか｡

ロー 山林 ,田加の売買の放線決定はどなたがなさいますかO

ハ一 子 どもの教育 ,駿はどなたがなさいますか｡

二一 千どもの就職.結婚の最終決定はどIi-たがなさいますかo

ホー テレビのチャンネルの決定権はど(Eナこにありますか.

へ- 高価な家庭間晶 .家具をE3う時の決定はどなT:がなさいますかO

トー 機械 ･用兵茄 を購入する時の決定はとなT=がなさいますか｡

チ- 保険加入の決定はどなT:がなさいますか6

Q)一世得主 ② -萎 ⑨ 一世帯主の父 Q〕-.tLrF/主の母 ⑤ 一 一一家で ⑥ - その他

(数字は車を表わす )
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この表 より,家計をあずか っているのは,表が 60帝で圧倒的lこ多いということがわかる｡ま

た,子どもの教育や嫌や高価な家庭用品 .家具を購入する時の決定 も丑がする場合が多いようで

ある｡ これ(こ対して.山林 ･田畑の売買の広路決定 ,摂械 ･用具頬を購入する時の決定 .探険加

入の決定をするのは.LR'縛主が多いようである.そしてまた,子供の就職･結婚等の最終的決定は

本人がするというのもかなり多かった｡テレビのチJrンネルの決花に関しては,一家に何台 もテ

レビを持 っている家族がかな り多 く,特に誰かが決定権を所有するということは.あまりないよ

うである｡全体的に見て.ftt帝王が絶対的な権威 を侍 っているとはいえず,家族且各々が何らか

の決定権を持 っているということが言える｡しかしなが ら.やはり中心となるのは.世博王 と.

その･32であるとい うことが 〔衣 512 -1〕か らわかるO

次に外部交渉について調べたのが 〔衰 5 -2 -2〕である｡

〔糞 5-2 -2 〕 外部交渉について

㊨ ② ③ ④ ⑤ ㊨

イ 70 14 5 5 0 6

ロ 67 17 4 4 0 8

′ヽ 33 43 5 7 5 7

= a 41 35 8 8 8 0
b 31 47 7 7 8 0

ホ 63 21 2 10 0 4

へ 65 17 10 8 0 0

イー納税手続 ロー役場への登録 ハ｢盆番O-)あいさつ 二a-親戚 とのつきあい (lLr相室

側 ) 二b-親戚とのつきあい (世帯主の安価 ) ホ一段弔dlの出席者 へ一部蒋会合のLL'.

席 トー一部落の],Ik同作業への参加 (数字は解を衣わす )

これより,納税手続 とか役場への登録 というようなgi坊的なことは天がするiF"L合が多 く.盆任

のあいさつは,妾 43帝.世相主 33飾とな ってお り.親戚とのつきあいも,世辞主 とその菜と

の大差はないようである｡世帯主価の親戚 とのつきあいは,世帯主が ,世樽主の安価の親戚との

つきあいは ,妾が王につきあいをしているようであるO慶弔執 こは,tLf持主が出席することが多

く.また部落会合,共同作裳にも世相主が出席する場合が多いようである.このようにしてみる

と.外部交渉においては.世帯主が中心となる場合と.世符主 とtLr帝王の丑が中心になる場合に

大半きれる｡権威偶成 についても,外部交渉についても.世相主 とUf帝王の妻がほとんどの場合 ,

全体の80飾以上を占めてお り,世相主の父母は.あまりかかわっていないようである｡

また乗数的役',.nJ分担については 〔表 5-2-3 〕に示してあるO

これより,法IfBの段取 りは.肢帯主と虻帯主の題が同程度の割合で行 っているが.題掃除 .守

参 り,仏壇の衝供えは題が行なう韻合が多 く.特に仏硬の衝供えは ,壮持主が行T.rうことは少な
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〔表 5-2-3) 宗教的役割分担

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

イ 41 43 4 LO 0 2

ロ 27 39 5 25 2 2

ノ＼ 26 40 6 25 3 0

イー法事の段取 り ロー韮掃除 八一寺参り 二一仏壇の衝供え

いOまた, この乗数的役割分担については.虻船主の敵が占める割合が,他のTTlに比べてずっと

大きいのが目立つ｡

以上.家族の権威偶成 .外部交渉 .乗数的役割分担はついて述べたが,これらに加 えてさらに,

老人扶養閲歴についても調べてみた.その調査の抵翠をまとめてみると次のよう(こなる｡

(資料 5-2-1〕

イ ー 老後の生活fこついて話 し合ったことがありますかo

よくする (14 ) 時々する(t7 ) あまりしない (26 )

したことがない (43 )

ロ ー 老後の生酒は自分たちの収入だけでやっていけますかO

やっていける(56) や ゥていけるよう対帝をとる (3 1)

や っていけない (16 )

ハ ー 老後に何を一番望みますかo

鍵廉 (57) 気楽な生活 (18 )

子供の成長 (10 ) 楽に死にたい(0 )

ニ ー 芋どもと同居すべ きだと恩いますかo

は い (6 3) いいえ (37)

ホ 一 子どもと同居することを望みますかo

はい (77) いいえ (23)

へ 一 老後に一緒に暮 らしたい人は准ですか｡

子供夫婦と孫 (68) 配偶者のみ ぐ32)

経済的安定 (15 )

長生 きしたい (0)

老人ホーム (0)

ト ー 老後の生 きがい,楽 しみは何ですかo

気楽な生活 (31) 子供 ･孫の成艮 (28 ) 趣味を炎しむ (20 )

家庭円満 (15) 票数 (6) 社会のT=めに働 く(0)

チ ー これか らの老人はどのような生き方をすべ きだと患いますかa

できるだけ働 く(37 ) 経済的自立ができるようにする (18 )

子孫に依存しない (15 ) 若い世代に理解をもつ (15)

時代に遅れないようlこする (12 ) 社会のためlこつくす (3 )
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イの｢老後の生活について話 し合 ったことがありますかO｣という問いに対 して,｢したこと

がない ｣と答えた人が4 3帝で半数近くを占め,次いで｢あまりしない｣が 26秀とな ってお り.

｢よくする ｣と答えた人は.14帝にすぎなかった｡これは,解答者が働きざか りの人が多かっ

たせい もあるが ,収入や家族形態の点か らもいえることだと考えられる.ロの ｢老後の蛙宿は自

分たちの収入だけでやっていけますか ｣という問いに対しては,｢や っていける｣と答えた人が

半数以上いたo｢やっていけるよう対韓をとる ｣というのと合わせると.87帝にもなっている｡

このことより,老後に対 して経済的不安を持 っていないとい うことがわかる｡これは .子どもが

扶養 してくれるという見通 しがあるためであると患われる｡ハの ｢老後に何を一番望みますか ｣

という問いに対 して.｢使臓 ｣が57帝と過半数を占めてお り,経韓的安定よりもまず健康があ

げられている｡ これも.やはり経済的不安がないためもあるが .｢健験 ｣とい うのは,老人ばか

りでなく.人間全般の望みであり,老後に一番望む もの として位 も多 く挙げられたの も当然のこ

とであると思われる｡二の｢子どもと同居すべ きだと患いますか ｣という問いに対 して .62帝

の人が子 どもと同居すべきであると考えており.また,77秀の人が同居することを望んでいる｡

このようlこ子どもと同居するべきであると考えたり.子どもと同居することを望む人が多いとい

うことが .師楽は直系家族が多いということに撚び付 くのではないかと思われる｡またこのこと

は,への｢老後に｢緒に鵜 らしたい人は誰 ですか ｣とい う問いに対 して.｢子ども夫婦 と孫 -1と

いう人が 68秀と多数を占めているということIこつながるのではないかと思われる｡ トの｢老後

の生 きがいや楽しみは何ですか ｣という問いに対 して.｢気楽なFIF.活 ｣という人が 31帝で.一番

多 く.次いで.｢手 ども,孫の成長 ｣28%となっているoまた ｢趣味を楽 しむ｣という人が,

20帝を占めているということより.これからの老人の前向きな姿勢が うかがわれる｡娘後にへ

の ｢これからの老人はどのような生 き方をすべきTfと思いますか ｣という問いに対 して,｢でき

るだけ働 く｣37率.｢牒済的自立ができるようにする ｣18秀.｢子孫(こ依存 しない｣15確

と.経済的不安はあまり持 っていないものの.やはり子どもや孫に依存しないで.できるだ'け自

分の力で生活をしようと考えている人が多いようである｡今までアンケート(こついてまとめて釆

たが.師楽においては.老人扶養lこついて大 きな問題点は見受けられなか った｡

2. rrl]族

村落構造 .ことに腿村における村落伯迄の解明にあたっては.同族かいかなる機能 と役割を果

たしているかは怒要な問題であるO牛窓町的楽は.総戸数 73戸のうち65戸までが山本姓であ

り,山本繭等-氏宅を総本家 として一つの同族を成 しているo この山本一族には9つの系統があ

り,それぞれ,連座 (もとや ),関屋 (おがや ),浜屋 (はまや ),前足 (まえや ),神慮 (お

きや ).Frl屋 (なかや ),中新屋 (なかんしゃ).西屋 (忙しや ).かあらや (かわらや?.漢

字不明-河原星 ?.瓦由 ?)と呼ばれているQこの名称は,位際的な ものか らついたそうであるo

たとえば.耐屋は本屋の酌にあったからそう呼ばれたのであり.浜掛 ま浜の方にあったか らそう

呼ばれたのである｡ この 9つの系統は今でもはっきりしてお り,先祖顕の際の祷虚制にはっきり

あらわれているようであるoまた的楽のコミュニテ ィ,､ウスには,止卜木桶芽一氏(こよって明 らか

にされたLlJ本氏一族の系譜があるO先祖祭の梼盛制については次郎でくわしく述べるので .こ こ
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では省略する｡

ところで,師楽にはこの山本姓の他に坂口姓や若林虻等があるが,それは少数である｡また坂

口舷は,もとは山本姓であった者が徴兵忌避のためFこ改姓 したことによってで与た姓である｡若

林姓は古いが.山本 とは系統が異なり,氏神である若宮様の宮司であったことか らつけられた も

のT:'そうであるO

ここでは.山本氏一族がいかなる機能 と役割 をやたしているかについて述-ようと思 う｡山本

氏一族の先祖は本屋の現当主 ｡瑞穂氏か ら13代 さかのぼり,鹿超か ら移 ってきたといわれてい

る｡掃海湾が干拓されるまでは半旗半絶てあったか .干拓以後はL3業中心になってきた｡作 って

いるものは商品作物が主流であるo

次にあげるのが師楽における同族について調べた ものであるC

〔資料 5-2-2〕

く蕃家の場合 )

イ ー お宅の分家の方々はお宅を本家 としてその地位を認めていますか｡

はい (100 ) いいえ (0)

ロ ー お宅の分家の方 々は色々な庇で援助を求 めてきたり.又 ,相談相手 として煩 ってきます

か｡

はい (80) いいえ (20 )

ハ ー ｢はい ｣の場合 ,どんな点で援助や相談 を求めてきますか｡

建築 ･屋根ふき等 (30 ) 嫁 をもらう時 (2 6 ) 葬式の時 (26)

病気の時 (11 ) 皿菜経営面 (7) 経済的にEilっT=時 (0)

- お宅か ら分家に手助けや援助を求めますか｡

はい (63) いいえ (3 7 )

ホ - ｢はい ｣の場合 ,どんな点で援助や相談を求めてきますかO

建築 ･屋限ふき等 (25) 嫁をもらう時 (25) 葬式の時 (20 )

病気の時 日 5) 段菜軽賢帝 (5) 経済的に困 った時 (0)

その他 (10)

へ - 本家 ･分家の姻族はいつまで も続けてい くべきでしェうかo

はい (100 ) いいえ (0)

ト ー本家 ･分家の間で身分的な上下鵬係はありますか｡

はい (8) いいえ〔92)

(分家の場合)

イ ー お宅は本家を本家として認めていますから

はい (76 ) いいえ (24 )

ロ ー お宅は本家に色々な面で援助 ･相故 を潔 めますか｡

はい (65 ) いいえ (35)

ノ､- ｢はい ｣の場合 ,どんな点で相談や援助を求めていきますか0

-335-



葬式の時 (37 ) 建築 ･屋根ふき等 (24) 嫁をもらう時 〔24 )

柄環の時 (10 ) 農業経を好 (5 )

- お宅に本家か ら相故や援助を求めてきますか｡

はい (57) いいえ (43 )

ホ ー ｢はい ｣の場合,どんな点で相談や礎助を求めてきますか｡

建築 ･屋根ふき等 (32 ) 葬式の時 (29) 嫁をもらう時 (21)

病気の時 (18 ) 経済的に困 った将 (0 ) 段菜経iB'曲 (0)

へ - 本家 ･分家のつきあいはいつまでも続けていくべきだと思いますか.

はい (100 ) いいえ (0)

ト ー 太家 ･分家の間に身分的な上下関係はありますか｡

はい (88 ) いいえ (12)

(数字は帝を5:わす )

〔資料5-2-2〕より本家･分家の関係は今でも強 く続いているが,その関係は日常生活の中で生 き

ているよりも.嫁をもらう時.葬式の時などの.特別の儀式がある時にのみ考えられる憤向が強

くなっているoしかしながら.山本氏一族の系譜が作られていることか らもわかるように,本家

･分家の相互認知は極めて明確lこされている.そして ｢総本家はどこですか ｣という問いに対し

て,｢山本構寿｢氏宅である｡｣という答えは全員一致 していた｡相談や援助を求める場合は.

本家が分家に対 してよりも,分家が水家に対して求めていく方が多い .先にも述べT:那 .相談や

援助を求める場合は.嫁をもらう時 ,葬式の時など.特別な儀式がある場合が多 く.経済的に囚

っT:場 合,農薬経営面で相牧や援助を求めることは ,ほとんどない｡ これより相銀や援助は.

本家が分家に .分家が本家に求めるのではなく.兄弟姉妹などの血の沸い者に .求める憤向が強

いということができる｡その一方では.｢本家 ･分家の朗係はいつまでも続けていくべ きでしェ

うか ｣という問いに対して,本家 .分家とも100帝｢ーはい ｣という答えであったことから, こ

れからも本家 ｡分家の関係は続けていくべ きであると考えており.これからも本家 ･分家の幽孫

は続いていくものと思われる.そしてまた.本家 ･分家闇の身分的な上下差は.本家が8%.分

家の方が 12%の人があると答えているが,ほとんどの人が,身分的な上下差はないと考えている｡

〔資料 5- 2- 3〕

(自分の代に分家 した場合)

イ ー どの くらいの財産分与がありましたか｡ (敵前.戦後を問わず )

田畑 (7) 宅地 ･家屋 (2 ) 機械 ･用具 (1 )

ロ ー 分家した際.すでくこ磐帯 していましたか.

はい (1 1 ) いいえ (1 )

ハ 一 分家 した時.自分の資産 をお持ちでしたか｡

持 っていた (5) 持 っていなか った (4 )

一 分家できたのは本家の恩恵lこよるとお思いですか｡
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思 う(10) 思わない (I )

(数字は人数を表わす )

〔資料 5-2- 3〕よ[)結婚することによって,分家するという場合が多く,その際に飽分か

の財産分与があったということがいえるoますI分家 した時,自分の資産を持っていたものと持っ

ていなかったものは半々である｡

以上のように同族について考察 してきたが.全体的に見て,本家 ･分家の幽係は.形式的(こは

大変明らかであるが,機能面においては.表面的なものになっている｡しかしながら. この師楽

のように.本家 ･分家の関係が明 らかになっている地域はめず らしいとFaわれる D

(小野ひろみ, 松谷 純子 )

第 3節 師 楽 に お け る年 中行事 と当屋 制

1･当崖制

師楽部港に.残存する年中行串について羽立 した私選は,年中行額の儀式進行に関 して当屋あ

るいは祷組と呼ばれる人々が東壁な役割を果しても,るLとt.yL気づいた｡そこで,私達は.師楽に

おける当畠制についても,あわせて調査することlこした｡

当屋制は.全国的にみられるものであるが .Tl日本民俗学射典 日 大塚民俗学金偏.弘文堂 .

昭和 47年 )には,次のように説明してある｡

｢とうや 頭畠 神社の祭 りや講などに際し.紳JJJや行中の偲話をする人 .またはその家｡単
とう

に頭ともいい.当屋 と恐 くことが多いO薮とはあるJ=Pを主宰する畏任を委ねられることらしく.
i

平安申卿 こ大寺院の内部に成立し,たとえば姫人等八幡の転等会の馬頭とか.口吉社の卿駄頭と

かが現れ.さらに降 って石嫡水八幡宮の安居会の97iが現れる｡輪番制によって_T_宰者が交代 して

ゆくところにその康男がある｡紳iilや行IJrに伴･j粛清の負担や財政上の負担を均等化するために.

幽係者の闇に交代勤務の制を始めたことがその庖軒である｡こうしてまず頭役の観念を生じ.つ

いでそれに当る個人を頭 (神串頭人 )と呼ぶようになり.さらにその家を斎星 (杓進展 )とする

上から頭屋の観念をEEんだ｡両足の文献上の細例は近江大島典津島文番の応安 5年 (1372)

の もので,それにはr頭座 Jとある｡この風が.広 く神社額面巳の全般に及んでゆくと,神事の中

心たる神主の役 も頭屋が勤める例を生 じ.取匪神主とか牢番神主とか呼ばれるようになり.神串

における頭屋の地位がEiくなったD頭屋の臨塀 として.大帝 ･小頭 とか,兄頭 ･弟頭 とかがあり,

rflには.特色を明 らかにするため.桁艦頭 (山城智度祉など )･花の頭 ･馬上頭人 (近江多賀社

など)などの呼称をつけることが起った｡萌臣を選出する方法は.①神㈲(こよるもの.②座衆帳

によるもの .③戸口廻 りによるもの,の3皿 りかあるo①は神意のあるところを頭屋 と定める信

仰にもとづくが.多くは.一定数の巾で一皮当 ったものは次のTEIには除外する方式を採 っているQ

②は出生ないしは氏子入 りなど(こよる登録が行なわれていて , これにより順番を定める方式で,
と)ぷみ

記録としては,東屋帳 (頭文 )を制作してそれに準拠するという方式 もある｡③は近世の本百姓
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体制によって百姓の一軒前が単純な観念 とな ってか らのものであろうO｣(506ペ ーi})

さらに,この事卿 こは.頭渡 しの頃に,次のような説明がなされている｡

｢とうわたし 頭渡 し 頭屋の交代のことo頭屋の任期 (多 くは1年間 )が終 って次の頭屋に

受渡 しをすることで,受ける側か らいえば敢受けである｡祭礼の終了 した直後または祭礼の翌日

行なうところが多いO祭礼の終末の⊥節分のようになっているところも多い0 1年間の任期を緊

張の うちに終了した頭屋は.次年度の頭畠 との間に,受け渡しを象徴する盃串を座衆や神官立会

いのもとで行ない,これまで保持してきた頭屋の備品の類を次年度の頭屋にわたすO頭屋で分粒

を奉斎していた場合には,その神体と見なされる神号軸や厨子などが うやうやしく渡 される｡衣

裳 とか滞 ｡職の類とかを渡すところもあり.帳帝 ･記録を入れた箱を渡す例はかなり普遍的であ

る｡｣(509ページ )

以上が .｢眼的な当屋制の説明であるが.それでは.師楽における当屋制とは,どのようなも

のであろうかO次のような項目に分けて考 えて行 きたい｡

① 当屋 ･当番 ･祷本 (元 )･祷組について

② ｢若宮御祷星回帳 ｣の分析 と考察

③ 当屋の仕申

④ 頭渡 し

① 当腿 ･当番 ･祷本 (元 )･祷組について

的楽での具体的な報告にはいる前に.まず .主な言葉の意味について説明したいと思 うo後に

詳 しく説明することになっている｢若宮衝祷屋堪帳 ｣で.一番よく使われているのは.｢当屋 ｣

と｢当番 ｣という言蕪である｡ この二つの言熟 ま,ほとんど同じ意味であると言 ってよいoこの

二つの言辞は ,前記の ｢頭屋 ｣の意味であるが,｢当座｣｢当番 ｣という昏 き方か ら考えると.

まわ ってきて誰にでも当る役目のように考 えられていた らしいO

次に,｢牌本 ｣｢祷組 ｣とい う言集であるが , この二つの百草が廻帳に見られるようになるの

は.かなり下って,大正時代か らである.｢禰本 (元 )｣と言われるのは.その年の当屋の中で,

一番中心になる家のことで.祷組 とは.その他の当塵の家々を指す｡しかし,廻帳に.この言葉

が記入され始めたのは大正時代で も.｢梼本 (元 )｣･｢梼組 ｣の憲無上の区別がなされ始めた

のがいつ頃であるかは.この資料からは断定できないOただ ,当屋 を勤める者の人数が増えてき

たためではないか.という推測を付け加えておくのみにするo

② ｢若宮抑祷屋週脹 ｣の分析と考察

昭和 53年7月に,当時の祷本 ･山本末太氏のお宅にうかがっT=際,代々梼本に渡 し伝えられ

ている木箱を見せていただいた｡その中には,｢若宮御祷監視帳 ｣と苗かれた古文軒の他 .断片

的な記鬼を逝いた紙がru1枚かはいっていた｡私選は.この喝帳 をフィルムに写 して持 ち捕 り,若

干の分析 .焼酎を加えてみた｡

8 この姻帳は .光政九年 (1797 )か ら,現在に至るまでの .約 180年間にわたってつけ

られている｡

｡ 姐帳に記載 されているのが声主であることか ら考えて,寛政九年当時の世帯数は.19世博
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(写1.1 5-3-I )

(.
であったらしい｡

祷組は,その当時から9細に分けられていたようである｡これは.最初から9年サイクルで

同一人物が廻帳に記織されていることから推測できるofJお.現在 も当組は9のままであるO

各祷組は,駁初 .2世縛3)るいは3世相から成 り立っていたO

各祷組の平均構成人数の推移は次のようIこなっている｡(年代は20年 Cとに区切っているO)

寛政 9年～文化 13年 2.0人平均

文化 14年一天保 7年 2･9人 L･

天保8年～安政2年 34人 〃

安政 3年～明治 8年 3 9人 か

明治9年-明治 30年 50人 か
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